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一、山育ちの里帰り




　懐かしい、山の匂いを胸いっぱいに吸い込む。

　社会勉強のため、大きな街で働き始めてから半年。

　ユウキは久々に、里帰りをしていた。

　そして――、

「あいかわらず、さむいっ！」

「わふわふっ」

　一年中続く吹雪に、ユウキはぶるっと身震いした。寒い、寒すぎる。

　くるんと癖づいたユウキの黒髪が、凍いてつく風に弄ばれる。

　その隣では、ポチがごきげんに尻尾をふりまわす。

　魔の山アトスの空気は、とんでもなく瘴しょう気きが濃い。

　おかげで魔獣や魔物はいつでも元気いっぱいだ。

　そして、よく懐いているので忘れがちだが、ポチはれっきとした魔獣である。

（うーん、やっぱりポチも魔獣なんだなぁ……）

　しみじみと思いながら、ユウキはポチの頭を撫なでる。

　今は白くてもふもふの犬の姿をしているが、ポチの本来の姿は巨大な魔ま狼ろう――フェンリルだ。

　かつては魔王の忠実なしもべだったはずなのだが、魔王が倒された後、なぜかこの山に住み着いており、なぜかユウキに懐いている。

　ポチがいると、弱い魔獣は寄りついてこない。

　おかげで、楽な里帰りだった。

　本来だったら、ユウキのようなちびっこが魔の山を歩けるはずがない。

「わっふわっふ！」

　ポチが賑にぎやかに吠ほえる。

　ユウキは苦笑いした。

「わかったよ、はやくかえろうね」

「わふっ！」

　最近、ユウキにはちょっとした変化があった。

　ただの犬の鳴き声にしか聞こえなかったポチの声が、言葉に聞こえるのだ。

　トオカ村で一瞬、言葉を交わせたような気がしたのは勘違いではなかったわけだ。

　先程のやりとりを例に出してみると、

「わっふわっふ！（我が主よ、早く帰ろうではないか）」

「わかったよ、はやくかえろうね」

「わふっ！（御意っ！）」

　といった感じだ。

　――スキル【万能翻訳】。

　この世界に転生するときに出会った、金髪ロリ女神様。彼女が授けてくれたいくつかの特典の力によるものだろう。赤ん坊のときから、言葉はちゃんとわかったし。

　まさか、フェンリルと話せるとは思わなかったけれど。

　……もしかして、スキルも少しずつ強化されているとか？

　思わず考え事をしていると、隣のポチが吠えた。

「わぉーんっ！（はよ歩けや、我が主）」

「あ、はい！　ごめんって！」

　テンションの上がっているポチに急かされて、ユウキは雪の中を駆けだした。




　魔の山アトスの奥の、そのまた奥。唯一、瘴気にさらされていない聖域を目指す。

　禍々しい瘴気渦巻く『魔の山』の奥地にひっそりと存在している大精霊オリンピアの結界内の小さな聖域が、ユウキの故郷だ。

　――魔の山。

　木々は枯れ果てて、さらに瘴気によって不気味に蠢うごめく植物モンスターに変成――いわゆる、魔獣化している。普通の動植物はほとんど生息しておらず、強くて獰どう猛もうな魔物と魔獣がウヨウヨいて、危険きわまりない。

　そんなアトス山だが、かつては美しく清浄な聖峰だったらしい。

　自分を育ててくれたオリンピアのためにも、いつかはこの山を元の姿に戻すことができたらいいな……と、ユウキは改めて思う。

「んっ？」

　とことこ走っていると、目の前にぬぅっと不穏な影が現れた。

　キリンのような長いクビに、引きずるようにうねるワニのような尻尾――危険度の高い竜型魔獣、シモフリリュウモドキだ。

　体表を覆う青白い鱗うろこからは氷柱つららが垂れ下がってトゲトゲしている。

　どこからどう見てもドラゴンだし、実際にとても手強い危険な魔獣だ。

　でも、その正体はドラゴンに擬態したスライムなのだ。

　手強いのに、スライム。シモフリリュウモドキを倒すと、ドラゴンっぽく見えた身体はスライムよろしく溶けてなくなってしまい、あとには氷コ核アだけが残される。

　つまりは、ものすごく強いくせにドロップアイテムはなし……というわけだ。

　なんとも、狩人またぎ泣かせの魔獣である。ガッカリドラゴンという異名もあるらしい。

「うう、こんなときに」

　しかも。目の前のシモフリリュウモドキは、明らかに興奮状態だ。

　逃げてくれる様子はなく、ユウキたちに向かって嘶いなないている。

　かなりの迫力。

　魔の山で修行したユウキは、もちろんシモフリリュウモドキを相手どったことはある。でも、しっかりと狩猟の下準備をしたうえで一晩で数匹倒すのが限度だ。

　護身用の短剣しかない今は、逃げるが吉のはず……少なくとも、ユウキが山を出た半年前までは。

　でも、とユウキは思う。

（俺……この半年、トワノライトの街で働きながら結構な場数を踏んできたよな？）

　下界にはこの山の魔獣や魔物よりも弱い奴らが多かったけれど、いわゆるレベルアップ的なのはしているんじゃないだろうか。

　師匠の後にくっついて狩りをしていた頃より、動けるようになっていたりして。

　まさか。いや、でも。

　……早く、試してみたい。

　ウズウズする気持ちを抑えながら、ユウキは足元であくびをしているポチに話しかける。

「あのさ、ポチ。もしものときは、たすけてくれるよね？」

「わっふぅ（うむ、いいだろう）」

　よし、それなら安心だ。本気を出したポチは、とんでもなく強いのだ。

　ぐっぐっと腕と肩を伸ばし、屈伸をして、アキレス腱けんを伸ばす。準備運動は大事だ。

　転生してからはビックリするくらいの健康体とはいえ、前世ではデスクワークと趣味のゲームのやりすぎが祟たたって何度かぎっくり腰をやっていたし。

「……よしっ」

　ユウキは師匠から貰もらった短剣を握りしめて、構える。

（街中では本気出してないし、久しぶりの山だっ！）

　シモフリリュウモドキをじっと見据えて、地面を蹴る。

　――だんっ！

　ユウキの踏み切りから一瞬遅れて、積もっていた雪が舞い上がる。

　短剣を、一いっ閃せん。

「……ん？」

　手応えが、あった。

　キン、と硬い手応え。

　シモフリリュウモドキの氷コ核アをとらえた感触だ。

（……えっ、一撃で？）

　ユウキは思わず、「あれぇ？」と声をあげた。

「ギャアァァァオア！」

　シモフリリュウモドキは高く吠えて、どどぅと大きな音を立てて倒れた。

　まもなく、ドラゴンを模した身体を維持できなくなって溶け始める。

「たおしちゃった……？」

　どうしよう、拍子抜けだ。

　もしかして、弱ってたのかな。

「わふぅ……」

　特になんの意味もない鳴き声をあげて、大あくびをするポチ。

　戸惑うユウキをよそに、ノーコメントを貫く気らしい。

　ころんと転がったシモフリリュウモドキの氷核コア。ユウキはそれを直接触らないように気をつけながら拾い上げる。

「な、なんかごめん」

　あっけなく散ってしまった高危険度モンスターに、なんとなく謝罪しておく。

　スライムの氷コ核アは、再発生防止のために砕くのが駆除の基本だが……いったん、巾着に入れて保管しておく。周囲に雪や氷がない状態なら身体を形成できないはずだ。

　あとで、ちょっと試したいことがあるのだ。

「いこっか、ポチ」

「わっふ（御意）」

　気を取り直して、いざ里帰りである。

　瘴気に溢あふれる魔の山を、ユウキとポチは歩く。




◆




「……ついたぁ」

　ふっ、と。

　瘴気が薄れ、緑の生い茂る場所にたどり着く。

　小鳥が歌って、虫たちが柔らかな草むらで踊る。

　ここが、ユウキの故郷だ。

　そして――、

「ユウキさーん、おかえりなさいっ！」

　ふわりと空中に出現した美女がユウキの育ての親、聖峰アトスの奥に湧き出る精霊の泉を瘴気から護り続けている大精霊オリンピアだ。

　大英雄グラナダスの魔王滅却の旅に同行し、世界を救った精霊の姫君――といっても、昔よりも「精霊」の絶対数が減ってしまっており、彼女のように人格を持った高位精霊は、ほとんどこの世から姿を消してしまった。

　そんな孤独な状況など感じさせない、天てん真しん爛らん漫まんで明るい笑顔。ゆらゆらなびく水色のロングヘア、白く滑らかな肌、整った目鼻立ち……相変わらず、麗しい姿をしている。

　相変わらずなのは、美しさだけではない。

「かあさん、ただい……わぷっ！」

「きゃあ、本物のユウキさんっ！　母はユウキさんの帰りがとびっきり待ち遠しくて！　首をながぁあくして待っていましたよ！」

　この、すさまじい愛の「圧」である。

　ぎゅううっと強く抱きしめられて、ユウキの足が地面から浮く。ちょっと苦しい。

　ポチは我関せずといった様子で頭を掻かいている。

　ユウキは「こいつめ！」とじろりとポチを睨にらむが、あえなく無視された。

「がぁざん、ぐるじいでしゅ……はなじで……」

「はっ！　ごめんなさいっ」

　頬ずりとキッスの合間に声を上げて、やっとのことで解放された。

　子育てに憧れていたらしいオリンピアは、こう言ってはなんだけれど、ちょっとユウキに対する愛が重すぎるところがあるのだ。

「た、ただいま、かあさん」

　改めて、挨拶をする。

　久しぶりに会ったユウキに、オリンピアは瞳をうるませている。

「背が伸びましたね、ユウキさん……立派になられました……！」

「え、そんなに？」

　ここを出て、たった半年だけれど。

　ユウキが首をかしげていると、心地よいハスキーボイスが響いた。

「うん、たしかに一回り大きくなったな。都会の生活に磨かれたかな？」

「ししょうっ！」

　聖域にある唯一の人工物であるユウキの育った山小屋から出てきたのは、すらりと細く鍛え上げられた身体を毛皮のマントで包んだ狩人、ルーシー・グラナダス――ユウキの魔獣狩りの師匠であり、「母上」である。グラナダスという名は有名になりすぎて、世間では男だと思われているらしいけれど。

　大英雄グラナダスといえば、魔王討伐を成し遂げた偉人で、実力と名声、そして血筋を兼ね備えた英雄の中の英雄なのだ。

「街での修行の様子はどうだ？」

　さっそくユウキにあれこれ質問を始めたルーシーを横目で睨んで、オリンピアがこほん、と咳せき払ばらいをする。

「ルーシー？　先に、言うことがあるでしょ」

「むっ」

「まずはご挨拶です！　親である私たちがとびきりちゃんとしないと、ユウキさんに示しがつきませんっ」

　ぷぅっと頬を膨らませて腰に手を当てるオリンピアに、大英雄もたじたじだ。

　ルーシーは少し照れつつユウキに改めて向き合う。

「そ、そうだな……おかえり、ユウキ」

「はい、ただいまかえりました！」

　ユウキはぺこりと頭を下げる。ルーシーとは街に出てからも何度か会っているのだけれど、たしかにこういうケジメは大事だ。

　むしろ、結界を展開しているこの場所から動くことのできないオリンピアのほうが、ユウキに会えるのを楽しみにしていただろう。

「そ、それでユウキさん！　街の暮らしはどうですか？　ちゃんと食べられているのでしょうか？　お仕事はつらくない？　楽しいことはありました？」

　オリンピアが瞳をキラキラさせて、ユウキの周囲を飛び回っている。

　早くユウキの土産話を聞きたくて仕方がないみたいだ。

　ポチよりも犬っぽい大精霊に、思わずユウキは噴き出しそうになる。

　笑うのはさすがに失礼なので、ユウキはなんとか堪こらえて、澄ました顔で返事をする。

「うん、たのしくやってるよ」

「そう、よかったわ。それから……お友達もできたようだけれど……」

　心配性のオリンピアが、自分の知らないユウキの交友関係に気を揉んでいるようだ。

　なんというか、母という生き物のサガなのだろうか。ちょっと過保護である。

「だいじょうぶ、みんないいひとだよ」

「そう……まぁ、ピーターさんが一緒なのだから、とびっきり安心できます」

　鉱山都市トワノライトでユウキの世話をしてくれているピーターは、グラナダス隊に所属して魔王討伐の旅に同行していたルーシーの旧友だ。

　彼はルーシーのことを、いまだに「隊長」と呼んで慕っている。

　もちろん、オリンピアとも顔見知りで、とても信頼されているようだ。

　ピーターは笑顔を絶やさない善良な人で、親しみやすい中年男性だ。

　けれど、精霊の力を宿した貴重な鉱石エヴァニウムが産出される鉱脈を発見し、トワノライトの街を発展させた立役者で、『鉱こう山ざん卿きょう』という異名まで持っている。

　これまた、偉人である。

　ピーターの世話になっているおかげで、ユウキの修行も順調だ。

「あ、そうだ」

　ユウキは大きなリュックを降ろして、厳重に梱こん包ぽうされた袋を取り出した。

　期待に満ちた目でこちらを見ているオリンピアに、「はいっ！」と差し出した。

「これ。かあさんに、おみやげです」

「まあ！」

　ピーターが営んでいる『お手伝い屋』で働いて、初めて貰った給金で買ってあった、小さな踊り子人形だ。

　鉱山都市トワノライトでは、精霊石エヴァニウムの採掘の他にもエヴァニウムを動力とした魔導具や工芸品の生産が盛んに行われている。この踊り子人形にも小さなエヴァニウムが組み込まれていて、からくり仕掛けのように動くのだ。

　前世では様々なグッズやフィギュアを眺めて多少は目が肥えているユウキから見ても、とても可愛らしくてよくできている。

　オリンピアは、小さな踊り子人形を大事そうに両手で受け取った。

「まあ、まあ……見て、ルーシー。ユウキさんが、わ、わたしにお土産を！」

「うん。その人形、少し君に似ているな」

　さすがルーシー。これには、ユウキもにっこりである。

　ユウキも露店で売られている踊り子人形を一目見て、どことなくオリンピアに似ているような気がして購入を決意したのだ。

「そ、そうかしら？　そんなに似ているかしら？」

　オリンピアがモジモジして、嬉うれしそうに頬を赤らめる。

　少女のような無邪気な反応だ。

「よかったら、おうちにかざってね」

　ユウキが言うと、オリンピアがこくこくと頷うなずいた。

「ええ！　それはもう、とびっきりいい場所に飾りますね！」

　踊り子人形を抱いてクルクルと踊るオリンピアの横で、ルーシーが首を傾かしげる。

「トワノライトで私に会ったときに渡してくれればよかったんじゃないか？　そのほうが、早くに渡せただろう」

　効率主義のルーシーらしい発想だ。

「ううん。ししょうとかあさまに、ちょくせつわたしたかったんだ」

「……そうか」

　ユウキの返答に、いつも冷静沈着なルーシーが照れくさそうに微笑ほほえんだ。

　いい買い物をしたな、とユウキは思った。

　この聖域は、美しい自然に溢れている。

　反面、居住空間である小屋の中はとても殺風景なのだ。

　主にその小屋に滞在するのが質実剛健なルーシーなので仕方がないけれど、やっぱり何か彩りがあったほうがいいだろう。

　ユウキがそんなことを思っていると、オリンピアの様子が変わった。

「う、うう……ユウキさん……母にお土産だなんて、大きくなって……」

　ぎょっとした。

　オリンピアの美しい瞳から、ぽろぽろと大粒の涙が零こぼれているのだ。

（な、泣いてる!?）

　どうしよう、とユウキは思った。

　泣いている女の人への対応なんて、難易度が高すぎる。

　ルーシーに視線で助けを求める。

　ユウキと同じくルーシーも、オリンピアの突然の涙に驚いていたようだ。

（なんで急に泣くんだ……お土産のセンスがなかったか……？）

　そのとき。ルーシーがふっと表情を和らげて、オリンピアの背中に手を当てた。

「……ふふ、本当に……子の成長というのはあっという間だな」

「はい。は、母は……とても嬉しいです」

　どうやら、ユウキの成長に感動して泣いていたらしい。

　大げさだなぁ、とユウキは思わず頬を掻いた。

　けれど、ふと思い出して納得した。

　ユウキが前世で育てた、歳の離れた妹と弟――自分よりもよっぽど出来はいいが、まだまだ子どもだと思っていた――けれど、ふと気がついたときには、二人とも立派な大人になっていたのだ。

　それぞれの分野で才能を発揮して活躍する彼らが、「ぜんぶ、兄のおかげです」なんてリップサービスをしてくれるのは嬉しかったけれど……やっぱり、寂しくもあった。

　もっと、甘えてくれてよかったのにとか、思ったりして。

（そっか、母さんも師匠も……ちょっと寂しいんだ）

　ユウキは、オリンピアにぎゅうっと抱きつく。

　高位精霊とはいっても、当たり前に温かくて、柔らかい。

「ユウキさん……？」

　きょとん、と目を丸くするオリンピア。

　自分から甘えてくることのなかった我が子の行動に驚いたらしい。

「かあさま、ありがとう」

　雪山に転生したところをルーシーに拾われて、オリンピアがこの場所でめいっぱいに可愛がって育ててくれた――とても、感謝している。

　思えば、きちんと言葉にして伝えたことはなかった気がする。

「ゆ、ユウキさん～っ！　は、母は、とびきり嬉しいですぅ」

　ぎゅううっと、オリンピアが一際強く抱きしめ返してくる。

　く、くるしい。

　でも、いつものようにジタバタせずに、ユウキはそれを受け止めた。

　精霊が人間の子どもを育てる。普通に考えて、並大抵のことではないはずだ。

　たまに「まじか」と思うような子育て論を展開することがあったオリンピアだけれど、必死に「人間の子供」の育て方を考えてくれていたのだろう。

「……ユウキ」

　ルーシーが、オリンピアとユウキをまとめて抱き寄せる。

「こちらこそ、お前には感謝しているんだ」

「ししょう？」

「私がこんなふうに、家族のようなものを持てるとは思っていなかった」

　とても、実感のこもった言葉だ。

　ルーシーはとんでもなく強くて、最高にかっこいい、女の人だ。

　もしもルーシーが『大英雄グラナダス』以外の道を選んだら、子どもを持って家族とともに暮らす人生もあったのかもしれない。

「ルーシー？」

　古い友人の初めて見せる顔に、オリンピアが息を呑のむ。
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「……今までの自分の選択を後悔したことは一度もない。オリンピアやピーターたちと共に魔王と戦ったことは生涯の誇りだ」

　自分もそうだ、とユウキは思う。

　前世で弟や妹の世話に奮闘した日々は、ユウキにとっては誇りだ。

　でも――。

「それでも、選ばなかった人生がどんなものなのか想像することはあるんだ」

　ユウキは大きく頷く。ユウキにも、前世では覚えがある。もしも子ども時代を自由に過ごして、学校生活や部活を満喫していたら……と考える夜もあったのだ。

「……あの日、コオリオオカミに襲われているお前を助けなければ、こんな風に家族ができたような気になれることは、一生なかったよ」

「そうです。精霊である私が、人の子を育てるなんて幸運に恵まれたのは……ユウキさんが旅まれ人びととして、ここに来てくれたからです」

　微笑むオリンピアは、すっかり母親の顔をしている。

　小さなユウキの一挙手一投足にアワアワとパニックを起こす、親バカ気味でちょっと過保護な高位精霊。けれど、ユウキにとってはここまで育ててくれた恩人だ。

　なんて運がいいんだろう。意味もわからないまま赤ん坊の姿で異世界に飛ばされて、この人たちに拾われた。

　山を離れてみて、街で暮らして、里帰りならぬ山帰りをしてみて、ユウキは改めて実感する――本当に、めちゃくちゃに運がいい！　育ての親ガチャ大成功である。

「わふっ！」

　ポチが、自分も交ぜろとばかりに飛びかかってくる。

　こういうときに、意思疎通ができないフリをするのがずるい犬だ。

　さすがは、元魔王軍の最終兵器である。

「さて、そろそろ家に入ろう。トワノライトの土産話を聞かせてくれ」

「はいっ！　母は、ユウキさんの英えい雄ゆう譚たんが聞きたいですよ」

「えいゆうたんってほどじゃ……」

　大事そうに踊り子人形を抱えて小屋に戻るオリンピアをユウキとルーシーが追いかける。ルーシーがユウキにそっと耳打ちしてきた。

「なあ、ユウキ。ひさびさにお前の作った料理が食べたいのだが……」

　そわそわした様子のルーシーは、おねだりのタイミングを見計らっていたらしい。

　そうだった、この人は料理があまり得意ではないのだ。

　ユウキは思わず、ぷっと噴き出した。

「ししょう。おみやげで、アカキバボアのそぼろをもってきましたよ」

「ソ、ボロ。なんだそれは、美味うまいのか」

「たぶん、きにいるとおもいます」

　アカキバボアの肉を使ったそぼろは、ユウキの自信作だ。ルーシーの手料理以外も基本的にメシマズがデフォルトのこの世界で少しでも美味いものを食べようと、ユウキは日々奮闘しているのだ。

　その成果をルーシーに披露するのを、ユウキも密かに楽しみにしていたのである。

「よし、すぐに味見をしよう！」

「はい、ししょう」

　わくわくを抑えきれないルーシーは、なんだか少し微笑ましい。

　ユウキの久々の山奥暮らしは楽しく和やかなものになりそうだ。










二、王立学院への招待状




　ユウキの数日の里帰り――いや、山帰り休暇は、あっという間に終わった。

　二日後の朝までに、鉱山都市トワノライトに帰る約束になっている。

　移動時間を考えると、もうそろそろ出立する頃合いだ。

「ほ、本当にもう行くのですか？」

「うん、ピーターさんとのやくそくだからね」

「ふえぇん」

　そんなわけで、オリンピアは今朝からしょんぼりと萎しおれている。

　ユウキの帰りが少しくらい遅れても、ピーターは許してくれるだろう。だが、こういう時こそ、けじめをつけるのが信頼関係を築く上での基本なのだ。

　ルーシーはそのあたりを心得ているのか、さっぱりと送り出してくれた。

「引き続きはげめよ、ユウキ」

「はい、ししょう！」

　ユウキはオリンピアに向き直る。

「いってきます、かあさん」

「うう、いってらっしゃい……」

　ユウキは荷造りしたリュックを背負って、最後の荷物を取りに行く。

　聖域の真ん中に湧き出る泉だ。

「ええっと、たしかこのへんに……」

　泉の中に手を突っ込んで、あるものを探す。

　手の先に、ひんやりとしたものが触った。

　――シモフリリュウモドキの氷コ核アだ。

「お、いいかんじかも」

　ユウキは聖域の泉から、それを引き上げた。

　核を放置すると数日で本体が復活してしまうのが、スライムの特徴だ。

　けれど、泉の中に沈めていた氷核コアには、その兆候がない。

　試したかった実験は、ひとまず成功といえる。

（やっぱり、瘴気に触れなければ問題ないのかな？）

　ユウキは色々と考えを巡らせながら、氷核コアを持ってきた瓶に入れ、瓶の中を泉の水で満たす。おそらく、こうしておけば氷核からシモフリリュウモドキが発生することはないだろう。

　トワノライトで、瘴気関連のトラブル解決をしていたからこそ得られたアイデアだ。

　山奥を駆け回るのもスリリングだけど、街で得られる知見もたくさんあるのだ。

「よしっと。じゃあ、いこうか、ポチ」

「わん、わふっ？（主人、背に乗るか？）」

「うん、おねがい」

　ぐるぅ、と唸うなったポチがむくむくと巨大化した。

　これが、ポチの本来の姿だ。

　ヒグマほどの大きさになった威容は、魔獣の王フェンリルにふさわしい。

「よいっしょ！」

　ユウキは、もふもふのデカいポチによじ登る。

　言葉による意思疎通ができるようになってきた最近は、長距離の移動はポチの背中に乗っていくことが多い。乗合馬車に子どもが乗っていると、色々面倒なのだ。

「わふっ（行くぞ、主よ）」

「よろしく」

　ユウキが言うと、ポチが音もなく駆けだした。

　ポチは、疾風のように走る。

　魔の山を駆け下りて、あっという間に平野に到達する。

　走る、奔はしる、疾走する。頬を撫でていく風が気持ちいい。

「わふわふわふっ！（楽しい！　我、ダッシュ楽しい！）」

「うわあああ、はやいいいいい」

　威風堂々たる姿のポチだが、完全に思考が犬である。
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　鉱山都市トワノライト。

　精霊石と呼ばれる、いわゆるエネルギー資源が採掘される街だ。

　採掘に関わる人が様々な地域から出稼ぎにやってくるくらいに、賑わっている大都市だ。その片隅にユウキが居候をしている住居兼店舗がある。

　ごく普通の住居のごく普通の玄関をくぐって、ユウキは挨拶をする。

「た、ただいまかえりました……！」

　猛スピードでの移動で、さすがに少し消耗したユウキである。

　足元では子犬サイズになったポチが、ご機嫌に尻尾を振っている。

　ピーターのお手伝い屋は、店主のピーターの趣味である人助けが高じた店だ。

　困っている人がいれば、何でも手助けをする、いわゆる何でも屋さんである。

　店主のピーターはこの街を発展させた立役者である『鉱山卿』――街の真ん中に銅像まで建てられている大人物だということを全然感じさせない、とてもいい人だ。

　店の実務はピーターの娘であるアキノが取り仕切っていて、彼女のちゃきちゃきと元気のいい人柄も街中に好かれている。

　いい意味で二人とも、本当にごく普通の人なのだ。

　ごく普通の玄関をくぐると、ごく普通の廊下。

　ごく普通の廊下の右手には、ごく普通のキッチン。

　反対側の左手には、ごく普通の応接室があるのだが。

　――なにやら、そちらから人の気配がする。

（あれ、お客さんかな？）

　ピーターのお手伝い屋さんに訪れるお客さんも、ほとんどがごく普通の人だ。

　なかには常連さんもいて、ユウキも可愛がってもらっている。

　挨拶くらいはしておいていいだろう。ユウキもすっかり、この店の一員だ。

　急いで自分の部屋にリュックを置いて、そっと応接室のドアを開く。

「しつれいしま……す……？」

　普段の来客と、かなり様子が違う人が座っていた。

　応接セットのごく普通の椅子に腰掛けて、アキノの淹いれたごく普通のお茶を飲みながらピーターと談笑しているのは……ちょっと普通ではないイケメンだった。

　とんでもない、美形だった。

　清潔に切りそろえられた金髪に菫すみれ色いろの瞳。身につけている服もひと味違う。

　あちこちに飾りがたくさんついた騎士っぽい服は白を基調にしていて、シミひとつない。たっぷりしたマントまで、明らかに高級なシルクでできている。

　イケメンが、ユウキに微笑んだ。

「これは――あなたがユウキ・カンザキ殿ですね」

「あわっ!?」

　ユウキの姿を見るなり、イケメンはすっと立ち上がって目礼した。

　所作の美しさ、腹の前に添えられた右手の爪の形まできれいだ。

　なんというか、眩まぶしい！

（うわ、なんだこの人！　オーラがすごい！）

　あまりの陽のオーラにユウキが硬直していると、ピーターがのんびりした声で「やあ、おかえり」と声をかけてくれた。ちょっと安心する。

「帰って早々にすまないけれど、君にお客さんだ。こちら、クリストフ殿下」

「挨拶もなく失礼しました。お初にお目にかかります、クリストフ・ミラ・アルベルティアと申します」

「ある、べる、てぃあ」

　アルベルティアというのは、このあたりを統治している王国の名前だったはず。

（あと、さっきピーターさんが殿下って言ってたよな？）

　つまり、そういうことだ。

　目の前にいるイケメンあらため、クリストフという男は――。

「彼はアルベルティア王国の王太子殿下だよ、よろしくね」

　と、こともなげに紹介するピーターである。

　とても親しげに会話を続ける二人に、ユウキは目を丸くする。

「『殿下』だなんて、恥ずかしいな。幼少期にお世話になりましたので」

「いやあ、すっかり大きくなられていたから、最初は誰かと思ってしまったよ」

「最後にピーター殿とお会いしたのは、もう十年も前になりますから」

「もうそんなになりますか。ははは、そりゃこんなに立派な青年にもなるか」

「ピーター殿のおかげですよ」

「あっはっは、俺は何もしてません」

　しかも、元々の知り合いだった。というか、なんだかやたらと仲良さそうだし。

　やはりピーターの人脈は、ただものではない。

　それにしても、なるほど王子様。大変に気品のある佇たたずまいも、大納得だ。

　……いや、全然納得できないこともある。

「お、おうじさまが、ぼくになんのようじですか!?」

　ユウキは震えた。身に覚えがなさすぎる。

　ルーシーやピーターのような英雄ならばともかく、ユウキはただの子どもである。ごく一般的な、世間知らずの六才児だ。

　そんなユウキに王太子が会いにくるなんて、ありえない。

「ああ、そうでした。早速ですが本題を」

　クリストフが封筒を取り出した。

　封書の表面には、『推薦状』と書かれている。

　この世界の文字で書かれているが、転生するときに会った金髪ロリ女神様のおかげで読み書きには困らない。

「これは……？」

「ユウキ殿をアルベルティア王立学院にお招きせよと、図書館塔の魔術師リルカ殿からの助言がありました」

「あ、あのひと！」

　リルカだ。銀髪ドリルツインテの少女だ。実際はかなり長生きしている、この国で最上級の魔術師らしい。

　先日、ピーターの家に仕込んだ魔法陣を通して、立体映像を送り込んできた人だ。

（そういえば、魔法を教えてくれるとか言ってたけど……）

　あれは本気だったのか。

　もちろん、ユウキも魔法的なもの――具体的には、遠隔地からモノを取り寄せる方法に興味はあったし、リルカへの弟子入りをしたいと思っていた。

　けれど、まさか向こうからこんな風にコンタクトをとってくるなんて。

「あるべるてぃあ、おーりつがくいん」

「はい。アルベルティア王立学院は、将来を嘱しょく望ぼうされる優秀な若者の育成のために運営される、由緒正しい教育機関です」

「へ、へえ？」

　ユウキはたじろいだ。山奥育ちの世間知らずの子どもが通っていい学校なのだろうか。ちょっと場違いな気がするのだけれど。

　ユウキが受け取った推薦状を、ピーターが感心したように見つめる。

「いやあ、リルカ殿がここまでするとはね」

「ええ。魔術師殿は、かなりユウキ殿にご執心のようで」

「そうなの？」

　ご執心、とか言われるとちょっと怖い気がする。

　クリストフが大きく頷いた。

「私もあなたのことを聞くにつれ、リルカ殿の意図がわかってきました」

「え、ええ？」

「異世界からやってきた旅まれ人びとの存在は古代からの伝承でも語られています。大英雄グラナダスに見出され、大精霊の領域で育ち、魔獣を手なずけ、ミュゼオン教団の不正をあばき、さらには民を悩ませている瘴気への対応では鉱山都市トワノライトにおいて右に出るものはないとか……！」

　熱っぽく語る王子様。

　そんなことまで知っているのか。

　というか、その話。ちょっと持ち上げすぎなのではないか。

「ユウキ殿は、働きぶりも真面目ですし、仕事も丁寧で信頼できますよ」

「ピーターさんまで！」

　クリストフが膝をついて、ユウキに視線をあわせた。

「ユウキ殿、ぜひ王立学院へおいでください」

「で、でも」

　ユウキはちらっとピーターを見る。ひとつだけ、気がかりがあるのだ。

　働き始めて半年。やっとお手伝い屋さんの仕事もモノになってきたところだ。

　ここまで面倒を見てもらっておいて、「それじゃ、さよなら」というのも薄情すぎるのではないだろうか。

　ユウキの視線に気がついたピーターが、ぐっと親指を立てた。サムズアップ。

「ユウキ殿、遠慮せず行っておいで！」

「えええっ、で、でも」

「隊長だって、そう言うさ」

「ししょうが？」

「ああ。人の中に飛び込んで、流れに身を任せろってね」

　六才のユウキがここで働いているのも、ルーシーの教育方針によるものだ。

　やってきた縁とチャンスは掴つかめ。たしかに、ルーシーならばそう言うだろう。

　うーむ、とユウキは唸った。

「わ、わかりました。ぼく、がんばりましゅ」

　ユウキが頷くと、クリストフが「おお！」と表情を輝かせた。

　感情表現が豊かというか、まっすぐで素直というか。

　なんだか、ちょっと犬みたいな人だな、とユウキは思った。
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　――ミュゼオン教団トワノライト支部。

　魔力を操る才能を持った女の子を集めて、魔力を他人に譲渡して病や怪け我がを癒やす『治癒者ヒーラー』の力を持つ聖女を育成している教団だ。

　信仰対象は、精霊たちを統べる精霊女王。

　表向きは様々な出自の女性が秘術によって民を助ける『聖女』として多く所属している、華やかで清らかな教団……だが、内部はかなり腐敗していた。

　まあ、色々とあってクリーンな運営にむけて再建を図っている最中なのだが。

「ユウキ様、王立学院にご入学というのは本当ですかっ！」

　興奮気味に叫んでいるのは、サクラ・ハルシオン。

　貧乏貴族の七女で、幼くしてミュゼオン教団の見習い聖女として奉公に出されたうえに、莫ばく大だいな上納金を課されて人生詰みかけていた薄幸の少女である。

　もっとも、最近は状況が変わって、今は有望な新人聖女として教団の中でも一目置かれる存在となっているらしい。

　路地裏で行き倒れていた頃とは雲泥の差だ。

　よかった、よかった。

「うん、ほんと」

「わあっ！　さ、さすがユウキ様です」

　サクラが瞳を輝かせる。夢見るような表情だ。

「アルベルティア王立学院といえば、名門中の名門……うちのような下級貴族は、滅多なことがない限りは門前払いですよ」

「え、きぞくでも、もんぜんばらいなの？」

「ええ、名字持ちといってもピンキリですから」

「そういうものなのか」

「よっぽど才能があれば別ですが……王族、有力貴族や高級将校のお子さんならともかく、貧乏貴族には学費を払えません」

「が、がくひ！」

　震え上がってしまう響きだ。高額の固定費。家計を圧迫する代表格！

「あ、ご心配なく！」

　と、サクラがブンブンと両手を振る。

「おそらく、ユウキ様は奨学生としての招しょう聘へいかと。上流の王侯貴族の他に、国中から集められた優秀な若者が学院に集められるんです」

「そっか、よかったぁ」

　つまりは、高額の学費を払える上流階級生徒と、能力で集められた一般生徒とに二分化されているということだろう。

　ピーターはお手伝いであるユウキにも給料を払ってくれているが、まさか高額の学費を払えるような蓄えなんてない。

「それにしても……ユウキ様が、王立学院生に……はわぁ……」

「やっぱり、そんなに、すごいことなの……？」

「ええ、それはもうっ」

　力説だ。どうやら、彼女にとって王立学院生というのは特別な響きを持っているらしい……というか。

　ユウキの感覚でいえば、サクラはまだ学校に通っていてもおかしくない年齢だ。

　今すぐ、というわけにはいかないだろうけれど、サクラが望むなら学校に通えるようになるといいな、とユウキは思う。

「でも、よかったです」

　サクラがニッコリと笑う。

「なにが？」

「ユウキ様は、ひとつの街に留まるような方ではないと思っていたので。私も聖女として独り立ちしましたし……ユウキ様も安心して行っていらしてください！」

　そう、もうサクラは聖女見習いではない。

　この半年でサクラがひとりで対応できる案件も増えたし、サクラを推し聖女様として慕う住民も増えている。元々、無理な上納金のせいで過労状態になっていただけで、才能もあって人柄もいい。今やすっかりトワノライトの人気聖女である。

　教団の改革のおかげで上納金の心配もないし、むしろ実家への仕送りもかなり多くできるようになってきているという。

「ユウキ様のおかげで、こんな私でも聖女になれました」

　にっこり、とサクラが笑う。

　修道服も杖つえもグレードアップして、どこからどう見ても立派な聖女様だ。

　それに、もうひとつ。サクラは以前のように自分をゴミとかカスとかクズとか役立たずとか言わなくなった。それは、本当にいいことだ。

「べつに、ぼくはなにも」

「謙虚なところも、素敵です」

　なにも伝わっていないような気もするけれど……まあ、いいか。

　もう明日には、ユウキはこの街を発つ。

　たった半年しか滞在していないのに、寂しい気もするのが不思議だ。

　ユウキとサクラは教団の建物を出て、トワノライトの街を歩く。

　もう、すっかり夕方だ。あちこちから漂ってくる食事の仕込みの匂いに、ポチがふんふんと鼻を鳴らしている。

「懐かしいですね。路地裏で助けていただいたのが、つい昨日のことのようです」

「そうだねぇ、あれ、しんじゃってるのかとおもって、びっくりした」

　サクラとの出会いは、ユウキがトワノライトに到着した当日に、このあたりの路地裏で行き倒れていた彼女を助けたことがきっかけだ。

「辛いんですよ、魔力欠乏症……こう、内臓がひっくり返りそうっていうか」

「さいきんはたおれてないなら、よかったよ」

「本当に、ユウキ様のおかげです」

　しみじみとしているサクラに、ユウキは相づちを打つ。

（っていうか、今見るとこのへんって治安悪すぎるよな……って、違う違う）

　雑然とした路地には所狭しと居酒屋が建ち並び、その居酒屋の二階はほぼ例外なくセクシーなおねえさんがお相手してくれる系のお宿になっている。

　正直、ユウキの中の倫理観としてはかなりアウトだ。

　でも、そこには確かに人が生きていて、仕事をしている。

　実際、「お手伝い屋」のお得意様にはそういう店の人たちも多い。

　ピーターは誰に対しても、まったく分け隔てがないから。

（うーん、実際、俺も色々と見る目が変わったな。ピーターさんの顔に泥を塗るわけにはいかないし）

　善良な中流小市民として生きていた前世のユウキなら、身構えるような人たちだ。

　どんな人たちにも、仕事をしていれば、そこに誇りがある。

　彼らが誇りを持って仕事をしているのは、そこに確かな生活があるからだ。

　それをなんとなく「治安が悪い」なんて遠ざけて。

　いいとか悪いとか、外野からしたり顔で言っていては何も始まらない。

　それを肌で知ることができただけでも、トワノライトの修行はユウキにとって有意義なものだった。その世界の物事を色々な角度で見て、感じられるようになった。一つの世界に閉じこもったまま、いい大人になることなんてできない。

「せっかくなので、お家まで送ります」

　と、サクラ。

　断る理由もないけれど、女の子に送ってもらうというのも勝手に変な気持ちになってしまう。

　まあ、ユウキは六才児だし、年上のサクラが送迎するのは変でもなんでもないのだが。

　夜の営業に向けて、灯あかりのつき始めた路地を歩く。

「私が倒れていたの、ちょうどあの辺りですよね」

　サクラとユウキが出会った思い出の路地を彼女が指さした、そのときだった。

　若い男の絶叫が、辺り一帯に響いた。

「う、うわぁ～～～っ！」

　きゃっ、とサクラが小さく悲鳴をあげる。

　何事だろう、と二人は顔を見合わせて、すぐに走りだした。

　サクラはミュゼオン教団の聖女として、そして、ユウキはピーターのお手伝い屋として。このトワノライトで何かトラブルがあれば、駆けつけなくては。

　声の聞こえた路地裏に飛び込むと、そこには――。

「た、たすけてぇ」

　見覚えのある美形の男が、情けない声を出していた。

「く、クリストフさん？」

　居酒屋兼宿屋のセクシーなおねえさんたちに手足を絡め取られたクリストフ王太子が、くしゃくしゃの涙目になっていた。

　何をしているんだ、王太子殿下は。

　もちろん、身分は明かしていないだろうけれど……。

「あら、ユウキちゃんじゃない！」

「どうも……」

　おねえさんたちは、幸いユウキの顔見知りだった。ひょっこりと顔を出したユウキを見ると、にこっと笑顔を浮かべてヒラヒラと手を振ってくれた。

　手を振り返すと、クリストフと目が合う。

「ユウキどのっ」

　捨てられた子犬みたいな表情のイケメンがユウキの名を呼んだことに驚いたサクラが、目をぱちくりさせる。

「お知り合いですか？」

　まあね、と曖昧に頷く。

　この状況なので、「そうです」とも言いにくい。

「どうしたんですか……？」

「あら、ユウキちゃんのお知り合いなの？　このおバカさん」

「ば、バカ？」

　ちゃきっちゃきで誰に対しても口さがないのが魅力の酒場のおねえさん達だけれど、だいぶ直球の悪口だ。クリストフに限って、どうしたのだろう。

　さっき会ったばかりだけれど、おねえさんたちを怒らせるようなことはしない人だと思ったけれど……？

　ユウキが不思議そうな顔をしていると、おねえさんの一人が代弁してくれた。

「この人さ、あたしたちを見るなりお金を渡してきたの」

「はぁ……」

　王子様といえども、案外俗っぽいんだな。だが、そうではなかった。

「で、そのまま帰ろうとしたってわけ」

「あー……」

　なるほど、とユウキは思った。

　――おおかた、こういうことだろう。

　クリストフは彼女たちに慈悲をかけたわけだ。

　金を渡して、それで終わり。そういう慈悲だ。

「で、あたしらの店に寄りもしないで帰ろうとしたのよ」

「金を返そうとしても受け取らないしさぁ」

「だから、いま引き留めてたとこ」

「お金払ったからには、きっちりサービス受けてもらわないとね？」

　クリストフがいまだに釈然としない顔をしている。

　ユウキはサクラと顔を見合わせる。

「ううーん……それは……ちょっとクリストフさんがわるいかも」

　ユウキの言葉に、クリストフが「えっ」と言葉を詰まらせる。

　思ってもみなかった、という表情だ。

「だって、おねえさんたちは、おしごとをしておかねをもらってるんだもん」

「……あっ」

　クリストフがしまった、という顔をした。

　おねえさんたちが、「そのとおり！」と頷いた。

「さっすがユウキちゃん！」

「そうそう、私たちは施しがほしいわけじゃないのよ？」

　クリストフが身体から力を抜く。

　捨てられた子犬から、しょんぼりした大型犬にクラスチェンジだ。

　他人の仕事を貶おとしめてしまったことに気がついたのだろう。

　でも。これで気がつくなら、上等だ。

　クリストフがおねえさんたちに向き直って、頭を下げた。

「皆さん！　ご、ごめんなさい。その、皆さんのためにというか、よかれと思って」

　きちんと謝れて、えらい。ユウキは思わず、微笑んだ。

　目に見えてうなだれているクリストフに、おねえさんたちが呆あきれながら笑った。

「ナチュラル傲慢！　かえって清々しいぞ、イケメン！」

「はぁ、まあいいわよ。どうせどっかのお坊ちゃんでしょ？」

「もういいからさ。一杯だけ飲んでいきなさいよ、お坊ちゃん」

「えっ、しかし――」

「悪いようにはしないからさぁ」

「そうそう。こっちは、金だけ貰うわけにはいかないんだよ」

　ぽんぽん、と背中を叩たたいてくれたおねえさんたちに、クリストフが頷く。

　金髪をわしゃわしゃと撫でられて、眉毛をハの字にしている。

　その様子、完全に「手懐けられた大型犬」である。

「よかったねぇ、ユウキくんが来てくれて丸く収まってさ」

「は、はい」

「ユウキくんも、ありがとね！」

　ぱちんとウィンクされてしまった。ユウキは偶然立ち寄っただけなのだけれど。

　まあいいか、と思っていると、クリストフが店の中に連行されていく。

「ユウキちゃんも寄ってかない？」

「ぼ、ぼくはさすがに！」

　六才児ですから、とユウキは丁重にお断りをする。

　おねえさんたちが、「あら、そう」と残念そう。

　けれど、無理強いするようなことはしない。

　それが、彼女たちの仕事のやりかた、誇りなのだろう。

「じゃあ、大人になったらまたおいで」

「……うん」

　大きく頷く。

　それからユウキは手短に、この街を離れることを彼女たちに話した。

　彼女たちは少し残念そうにしていたけれど、出会いと別れには慣れている人たちだ。笑顔でユウキの出立を祝福してくれた。

　サクラが早口気味にユウキの栄転がどれだけ凄いことなのかを力説していて、なんだか気恥ずかしい。

「とにかくさ、健康が一番だから」

「そうよ。丈夫な身体がありゃ、意外とどうにかなるからさ！」

　あたしたち見てればわかるっしょ、と笑うおねえさんたち。

　なんとも、逞たくましいことだった。




　酒屋街の路地を立ち去る。

「ユウキ様、身体に気をつけてくださいね」

　サクラが念押ししてくる。

　そうだね、と頷きつつ、ユウキは思う。

「じつはさ、かぜもひいたことないんだ……」

「えっ」

　たしかにユウキは転生するときに、金髪ロリ女神様に「丈夫な身体さえあれば」みたいなことは言った記憶がある。

　けれど、さすがに六才になるまで風邪ひとつひかないのは、丈夫すぎるのでは。

　さらにいえば、今まで何を食べてもお腹を壊したことがない。

　これ、異世界生活で結構な有ア利ドなのではなかろうか？

（いや、俺的には……目覚めがスッキリしてて、肩首腰がどこも痛くない……それだけで毎日が輝くんだ）

　四十肩？　いや、前世もまだ年齢的にはそこまでではなかったはずだ。

　けれど、デスクワークとゲームで酷使した身体は、日頃の運動不足もあいまって、いつもどこかが痛かった。こちらの世界に来てからは、不調とは無縁の六才児だ。

　健康な身体って、すばらしい。ちょっとした怪我だったら、すぐに治ってしまうし。

　サクラが心配そうに、道を振り返る。

　すでにたくさんの店の窓にあかりが灯っている。

「……それにしても、先程の殿方は大丈夫でしょうか。あまり、ああいった場所に慣れていらっしゃらないようでしたが」

　たしかに、クリストフが無事かどうかはかなり不安がある。

　とはいえ、六才児に心配されても困ってしまうだろうが。

「……いちおう、ピーターさんにクリストフさんのこと、はなしておこう……」

　きっと彼なら、いい感じに酒場に連れ去られたクリストフを救出してくれるだろう。

　ユウキはちゃんと大人を頼れるちびっこなのである。










三、アルベルティア王立学院




　翌日、アルベルティア王立学院への出発の朝だ。

　里帰りのために荷物をまとめていたので、荷造りには手間取らなかった。

　急なことだったのに、話を聞きつけた街の人たちが何人かユウキの見送りにやってきた。おそらく酒場のおねえさんたちが話に出してくれたのだろう。

「うっぷ……さ、さすがはユウキ殿……じ、人望があつ……うぐ」

「クリストフさん、みずのんで！」

　なお、クリストフは、見事に二日酔いになっていた。

　ピーターによって酒場から救出されたときには、かなりの泥酔状態だったらしい。

　絵に描いたようなお坊ちゃんのクリストフは、酒場でかなり飲まされたみたいだ。人がいいから断れなかったし、面白がられたのかもしれない。

　……このあと馬車で移動だけど、大丈夫なのだろうか。

　ユウキが心配していると、ピーターの愛娘のアキノが大きな溜ため息いきをついた。

　お手伝い屋の遅寝遅起き担当である彼女が、わざわざ早起きしてくれたらしい。

「なんか、クリストフさんとユウキのどっちが保護者かわからないね？」

「め、めんぼくない」

　青い顔のクリストフが申し訳なさそうに肩を落とす。

　ユウキがこの街を出ると知ったアキノは、一瞬落ち込んでいるように見えたけれど、逆に普段通りのテンションで接してくれる。

　アキノにはとても可愛がってもらったので、恩義がある。

　手紙を書くね、と伝えると「そんなことはいいので、しっかり学んできて」とけんもほろろだった。

　逆に、ウェットになられるよりはいいかな……とユウキは思う。

　クリストフを王太子と知ってか知らずか、アキノはわりと雑に介抱しているようだ。おかげで、少しは顔色が良くなってきたように見える。

　それにしても、二日酔いか。かなり辛そうだ。

　お酒の飲み方もわからない新入社員の頃に、アルハラで潰されたのをユウキは苦々しく思い出す。翌朝の目玉焼きを焼く匂いすらもきつかったっけ。

　しかも、この世界の飲食物はユウキ的にはお世辞にも美味いとはいえない……そんなものをツマミに飲んでいては当然、悪酔いしてしまうだろう。

　たしか、二日酔いの原因は……アセトアルデヒド。アルコールを肝臓で分解するときにできる、有害物質だ。

　つまり、毒。

　……あれ、とユウキは気がついた。

　この世界に蔓まん延えんする魔王がまき散らした『瘴気』で消耗した人は、他人から魔力を譲渡してもらうことで回復する。その術を操るのが、サクラたちのような聖女だ。

　ユウキも似たようなことができるわけだが……。

　もしかして、これは仮説だが。

　瘴気を消すのも、解毒をするのも同じでは？

　完全にグロッキーになっているクリストフの背中をさすりながら、魔力欠乏になって倒れていたサクラを助けたときの感覚を思い出す。

「ちょっと、失礼」

　ユウキはクリストフに魔力を流し込んだ。

　見送りにきていたサクラが「ひゃっ！」と間抜けな声をあげる。

「ユウキ様、なにを？」

「なにって、ふつかよいがなおせるかなって」

　何かまずかっただろうか。

　ミュゼオン教団的に、二日酔いは天罰だから放置せよって方針とか。

「いえ……その、そんなことに魔力を使うなんて……」

　まあ、それはそうだ。ユウキは思う。

　瘴しょう気き祓ばらいには、それなりの支払いが発生する。

　自分で飲み過ぎて二日酔いになったところを、聖女を呼びつけて治すとか意味がわからないくらいの贅ぜい沢たくだ。

「そんな治癒法、思いつきませんでした！」

「え、そうなの？」

　サクラがわなわなと震えて、久しぶりに聞く早口で続けた。

「す、すごすぎますっ！　わ、わたしのような者と比較するのは失礼極まりないですが、二日酔いとはいえ、あそこまで体調が悪くなった方を、こんなにすぐに治せるなんて！　ユウキ様の治癒者ヒーラーとしての腕前、そんじょそこらの聖女では太刀打ちできませんよ！」

「そうなの？　というか、なおってる……のかな」

　魔力を十分に流し込んだ感覚がしたので、ユウキはクリストフの背中から手を離す。

　ウンウン唸っていたクリストフが、「あれ？」と顔をあげる。

　すっかり顔色がよくなっているようだ。

「む……吐き気がなくなった……？」

「あ、よかった」

　クリストフの様子に、ユウキはほっとする。

　このあと、馬車で一緒に移動するのだ。

　二日酔いのまま馬車に揺られて、キラキラエフェクトなんて吐かれた日にはたまらないし。

　考えただけでも、嫌だ。

　クリストフが瞳をキラキラ輝かせながら、尊敬の眼まな差ざしでユウキを見つめる。

「これはユウキ殿が……？　その年齢で見事な治癒術です！」

「それほどでもっ」

　ただの二日酔いを治しただけで、そんなに褒められても困ってしまう。

　アキノが快活に笑って、ユウキの背中を叩いた。

「それじゃあね、ぶちかましてやりなよ」

「リルカ殿によろしく伝えてくれ」

　ピーター父娘に見送られながら、元気いっぱいになったクリストフとともに立派な馬車に乗り込む。

　馬車を引くのは、三頭の毛並みのいいフタコブウマ――ラクダとウマを足したような見た目をしている、人が飼い慣らすことのできた数少ない魔獣だ。

　てててっと馬車に走り寄ったポチが、フタコブウマたちに「がんばれよ」と唸った。

　フタコブウマたちの、「誰にモノ言ってんだ？」という表情が非常に頼もしい。

「それじゃ、いってきまーす！」

　ユウキは大きく手を振って、街の人たちに別れを告げた。




◆




　――アルベルティア王立学院。

　外観は、ドデカい城だった。

　城といっても、ネズミ印の某テーマパークの象徴のようなトンガリ塔がある城ではない。いかにも城塞といった感じだ。

　敷地内にはいくつも無骨な建物が展開している。

　クリストフに連れられて歩いていると、教職員や生徒たちが畏かしこまった態度で道をあけた。さすがは王子様だ。

「王太子殿下がどうして学院に……？」

「っていうか、連れてるのは誰だ。新入生か？」

「小さすぎるだろ」

「なにあの子、可愛いっ！」

「飛び級は前例がないわけじゃない」

「というか、もう使い魔を連れてるな」

「なにあのもふもふ、かわいすぎっ！」

　お互いに囁ささやき合っているのが、丸聞こえだ。

　好奇の目が、明らかに場違いなちびっこであるユウキに向けられている。

（うわー、すっごい見られてるな）

　あまり注目を集めるのは好きではない。

　ユウキは小さな身体を、さらに小さく丸めてクリストフの後ろを歩いた。

　隣でやたらと堂々と歩いているポチを見習いたい――さすがは魔獣の王フェンリルである。注目を集めるのに慣れているのかもしれない。

「ユウキ殿、こちらへ」

　クリストフが重厚な扉の前で立ち止まった。

　何やらＶＩＰルーム感が漂っている。

　扉を守っている護衛が二人もいるし。

　クリストフが顔パスで扉を開くと、とても立派なデスクがあった。美術品かというくらいに彫刻が施されている。

　飴あめ色いろになるまで使い込まれているところに、歴史を感じる。

「……魔術師殿が宣託された旅まれ人びとユウキ・カンザキ殿をお連れしました」

　クリストフの声から緊張が滲にじんでいる。

　部屋には誰もいないようだけれど……いや、違う。

　魔術師殿。

　でかい机。

　誰もいない部屋。

　そうだ、前にも同じようなことがあった。

『……うむ、待っていたぞ』

　机から声が聞こえた。

　机の上には魔法陣。

　そして、その魔法陣からにょきっと生えているのは……。

「でたーー、なまくびっ！」

　銀髪の美少女の生首が、机の上に置かれていた。

　衝撃映像！

　そして、この美少女の生首こそが、ユウキをアルベルティア王立学院に招いた伝説的な魔術師リルカなのである。

『あっはは！　肝が小さいな、二回目なんだから慣れるもんじゃろ』

　楽しそうに笑う生首。徐々に首から下の身体が、魔法陣から出現する。

　切りそろえた銀髪をぐるぐると豪華に巻いた頭には、つばの大きなとんがり帽子を被っている――どこからどう見ても、魔女だ。

　リルカは超ド級の引きこもりで、魔王討伐の旅すらリモート参加だったという筋金入り。つまり目の前の彼女も、別の場所にいるリルカの立体映像的なやつだ。

　たぶん、ものすごい技術なのだろう。この人がフランクに使ってるだけで。

　クリストフが咳払いをする。

「こほん、リルカ殿……正直その魔術は心臓に悪いかと……」

『はーん、最近の若者はビビりじゃな』

　全身を出現させたリルカは、木製デスクの上にどっかりとあぐらをかいた。

　机の上に座っちゃいけません。

　というか、あぐらはスカートの中が見えそうなので困ります。

　ユウキはそっと目をそらした。小さい六才児は視点が低いので、事故が起きそうだ。

『それで、少年』

　でた、二人称が「少年」の美少女。

『私の弟子になる気が出たのだな、いい心がけだ！』

「いや、しょうしゅうれいじょーがきたので……」

『ああ、そうそう。それ私が持って行かせたやつじゃ』

　なんてことだ、傍若無人だ。

　でも、リルカにはそれが許されてしまう不思議な威厳がある。

　見た目は美少女なのに、やはり何百年も生きている人は違うな。

『弟子にしたいという気持ちは山々だがの、まだこっちの部屋の整理が……』

　ごにょごにょと言っているリルカ。

　クリストフがこそっと、「かなり博物学的な研究室なので」と教えてくれる。なるほど、物が捨てられない汚部屋ってことか。

　ユウキとしても気持ちはわからなくはないが、きちんと整理整頓しておかないと重要な書類とかをなくしてしまうと思うのだけれど。

『まあ、私個人の弟子になるのも、ここの生徒になるのも、変わらんよ。私、この学院の名誉学院長と魔術学科長とかいうのを押しつけられているから』

「それで、がくいんによんだの……」

　ちょっと面倒だな、とユウキは思った。

　正直、ユウキが習得したい魔術はたったひとつ。

　――転移魔術。そのなかでも、先日リルカが見せてくれた『とりよせ』だ。

　ユウキの記憶の中から、懐かしの調味料ショウユをこの世界に召喚してくれたのだ。

　何の変哲もないショウユだったが、食糧事情がよろしくない、メシマズ傾向の強いこの世界に差した一筋の光のように感じた。

　なんだかんだ、ショウユは日本人の魂だ。

　あのショウユをユウキはちびちび使っていたが、もう残り少ない。

　ショウユの追加の他にも、色々と取り寄せてみたいものがある。

　ぜひ、自分であの魔術を使えるようになりたいわけだ。

　とにかく、学校に通って魔術を学ぶのはいいが、肝心のとりよせ魔法の習得が後回しになるのは避けたいわけだ。

　だって、ユウキは別に偉大な魔術師になりたいわけではないのである。

　リルカの立体映像が、ユウキの顔を覗のぞき込む。

『……少年、もしかしてちょっとめんどいとか思ってる？』

「えっ！　いや、ぜんぜん！」

『ほんとは？』

「ちょ、ちょっと思ってました」

『くふふ、素直でよろしい。王立学院の招待を面倒がるとか、おぬしくらいじゃ』

　それは褒められているのだろうか。

　正直、前世では学校生活を楽しんだタイプではないし、すごい学校だと言われてもいまいちピンとこないのだ。

　しかも、伸び伸びと山で育った身としては、いきなり学校と言われてもちょっと窮屈に感じてしまう。

「まあ、まずは学院内の見学でも……」

　ユウキたちのやりとりを見かねたクリストフが、少し話の矛先を変えてくれようとした――そのときだった。

　バァン、とけたたましい音を立てて扉が開いた。

　なんだ、と驚いて振り返る。

　目をつり上げた女が立っていた。

　燃えるように真っ赤な髪。

　服の上からでもわかるほどに鍛え上げられた肉体。

　いかにも女戦士然とした服装だ。ルーシーよりもやや軽装で、露出が多い。

　そして、ものすごく気が強そう。

　女戦士はリルカの立体映像を睨み付けて、ガルルと唸っている。

「魔術学科長リルカ、また勝手な真似を！」

『おー、久しいな……誰だっけ？』

「ふざけるな！　戦闘学科長のローレンハイムだ！」

『そうだ、そのハイム。あまりに久々で忘れていたよ』

「無礼者、人の名前を変な略し方をするな。というか、貴様が一切の会議に顔を出さないからだろうが！」

　険悪。というか、すでに怒鳴り合いである。

　部外者のユウキとしては、揉もめ事は見えないところでしてほしい。

「あ、あの、ケンカしないで」

　ユウキが割り込むと、ローレンハイムが「むっ」と唸った。

「……君がリルカが学院に捻ねじ込もうとしている神童か？」

「しんどうではないですが」

　一抹の不安がよぎる。もしかして、ユウキに送られてきた推薦状は、関係各所に根回しされてないやつだったのだろうか。

「この度は魔術学科長が暴走して申し訳ないな。君がどれほど優秀なのかは知らんが、由緒正しきアルベルティア王立学院の門をくぐるのであれば、所定の手続きをしてもらわねば困る」

　一息に言い切るローレンハイム。

　やっぱり、根回しなしのパターンだったみたいだ。

『ローレンなんたら。生徒の席ひとつくらい、用意できるだろう』

「入学者選抜に例外は作らん、これは学院の規定に定められているルールだ」

『えー。いいだろー。私はこれでも、王国の顧問魔術師でもあるんだぞ』

「ますます容認できん！　王立学院は、あらゆる権力から独立した学び舎であるからして……」

　ギャオス、ギャオス。

　ガルル、ガルル。

　続く口論を見守っていたクリストフが、おそるおそる挙手をした。

「こほん。ローレンハイム殿、ひとつ聞いてもいいだろうか」

「む……クリストフ王太子殿下」

　さすがに王太子相手にガルガルはできないようで、ローレンハイムがリルカとの口論を中断した。

「リルカ殿から、何も聞いていないのですか？」

「その通りです、学院側にこの女から連絡があったことは着任以来、一度もありません」

　それはいけない、ホウレンソウは大事だぞ。

　中間管理職経験者として、ガルガルしているローレンハイムにちょっと同情するユウキであった。

『だって、どうせ魔術科に入るんじゃから私の管轄で――』

「専門科のふりわけは、入学後に行う慣例だ！」

『はー、慣例慣例うるさいなぁ』

「貴様は知らんだろうが、ひとり例外を許せば、無理を通してこようとするバカ金持ちとクソ貴族どもが湧いて出るだろうが！」

　叫んだローレンハイムが「あっ」と硬直して、やってしまったという表情でクリストフを見つめた。

「……お気になさらず」

「め、面目次第もございません」

　この失言で少し冷静になったローレンハイムが、こほんと咳払いをする。

「とにかく、この者を入学させるのであれば正規の手続きを踏んでもらわねば困るのだ」

　正規の手続き。

　なるほど。ユウキのようなただの山育ちの六才児が、リルカの推薦とはいえ紙切れひとつで入学できる学校ではないのでは……と思っていたが、勘は当たっていたようだ。

『んー。じゃあ入学試験を受けさせるってことじゃな？』

「その通りだ。今の時期は転入試験として、やや難易度は上がる」

　なんの試験勉強もしていないユウキである。

　これは、ご縁がなかったかもしれない。

「まずはこの子どもの才と能を見聞する。才は天から預かった可能性、能はその身に刻んだ鍛錬――アルベルティア王立学院所属の『鑑定眼』によって判定する」

　なるほど、書類審査のようなものだ。

　鑑定眼というのは聞き慣れない言葉だけれど、なんとなくイメージが掴めた。

『はー、この私が直々に観ているのだが』

「それでは客観性に欠ける」

『あっそ』

　リルカが興味を失ったように、ごろんと魔法陣のうえに寝転がった。

　これ以上は話が平行線をたどると判断したのだろう。

『じゃあ、よきにはからっておいてくれ』

「ええええっ」

　まさかの、丸投げ。

　さすがのクリストフも口をぱくぱくとさせて、何か言いたげである。

『どうせ入学することになるじゃろ。また授業で会おうな、少年』

　そう言うと、リルカの立体映像がパッと消え失せた。

　あとに残されたのは静寂と気まずい雰囲気だけ。

　どうせ入学するというけれど、こちらに拒否権はないのだろうか。ユウキ側にも選択権があるはずだけれど。

　気まずい沈黙を破ったのは、ローレンハイムだった。

「……ついてこい」

　ローレンハイムが、ちらりとユウキを一いち瞥べつして言った。

「ついてくるのは、その子どもだけだ」

　さらに、一緒についてこようとするクリストフとポチを制止する。

「僕がお連れしたからには付き添いを」

「学院には学院のやり方がある。王族からの不干渉も約束されているはずでは？」

「し、しかし」

　食い下がろうとするクリストフだけれど、あまりコトを荒立てたくない。

「だいじょぶ！　ひとりでいく！」

　ユウキの言葉に、クリストフとポチの動きがピタッと止まった。

　なんだか、犬が二匹並んでいるみたいだ。

「ふむ、聞き分けがいいのは結構なことだ……こっちへこい」

　もう一匹のガルガルな猛犬ことローレンハイムに連れられて、ユウキは別室に向かう。

（……これ、取って食われたりしないよね？）

　ユウキは一抹の不安を抱いた。

　もしもそんなことになったら、ポチあたりは黙っていないだろうけれど。
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　通されたのは、無味乾燥な一室だった。

　会議室というか、尋問部屋かというくらいに飾りっ気がない。

「まず、君には同情しているよ」

　転入試験の支度を終えたローレンハイムが、ユウキに話しかけてきた。

「どうじょう？」

「ああ、妙なやつに目をつけられたな。リルカは千里眼のようなものを持っている……君が別世界からやってきただの、世界最高峰の教育環境で育っただの、色々と聞かされていたが、まさか勝手に入学招待状なんぞを送っているとは」

「ふだんから、ごくろうがあるんですね」

「まあな！　あいつは決まった人間しか寄せつけないやつだから。クリストフ王太子殿下が気に入ったようだが、それ以前は、俺とピーターとかいうやつ以外、図書館塔のあいつの部屋に寄せつけなかったくらいだ」

　なんだかこの二人、案外仲がよいのかもしれない。というか、こんなところでも名前が挙がるピーターの人徳よ……とユウキは改めてピーターを尊敬した。




　転入試験の準備が整った。

　最初に、入念な身体調査をされる。

　いわゆるカンニング対策というやつだろう。

（うーん、なんだか悪いことした気分！）

　自慢ではないが、人生で一度も職質の類いは受けたことがないユウキである。

「よし、いいだろう」

　ローレンハイムによる入念なボディチェックを終えて、元の部屋に帰される。

　……ボディチェックの間に、何回かほっぺたをムニムニされた気がするけど、気にしないことにした。

（そんなに俺のほっぺた、触り心地いいのか？）

　自分で触ってみても、あまりよくわからない。

「ユウキ殿、大丈夫でしたか？」

「わふっ！（暇だ！　暇！）」

　元の部屋に戻ると、待ちかねたように二人――いや、一人と一匹が出迎えてくれた。

（うーん、ポチが完全に犬！）

　言葉が通じるようになったといっても、相手はやっぱり犬なのである。

　本当に魔獣フェンリルなのか、たまに疑わしくなってしまう。

「……わふぅ（腹減ったわ）」

　この野郎！

　言っていることがわかるようになったのも、いいことばかりじゃないな。




　――というところで、何人かの人間が待合室に入ってきた。

　一見して「あ、えらい人なんだろうな」というオーラの人たち。

　そして、最後に入ってきたのは、よぼよぼの老人だった。

　顔面がしわしわで背中が曲がり、お爺じいさんかお婆さんかの判断が難しい容姿をしている。

　妙なところといえば、布で両目を覆っているところだ。

　もしかして、この老人は目が見えないのだろうか。

「鑑定官、ご苦労をおかけします」

　ローレンハイムに鑑定官と呼ばれた老人が「なんの、なんの」と応える。

　声を聞いてもサッパリ男女の判別はできなかった。

　まあ、どちらでも構わないのだけれど。

　……それよりも、周囲の大人たちがユウキをじろじろと値踏みしている。

　まったくもって遠慮する様子がないのが、子どもをナメている。

「この少年が？」

「ただの子どもだが」

「またあのクソガキに揶揄からかわれているのでは」

「口を慎め、リルカ殿はあれでも鑑定官殿よりも年上だ」

「ああ、そうだった。長命種は感覚がおかしくなるから嫌だ」

　全部聞こえてますけど、と言わないくらいの分別はユウキにもある。というか、王太子のクリストフが同席しているのに、少しも意に介さないのはどうなのか。

（……クリストフさん、もしかして立場があまり強くないのかなぁ）

　名目上の地位と実際の立場の強さは、必ずしも一致しないものだ。たとえば、名ばかり管理職とかは、その最たる例だろう。

　あれこれと、いらん心配をしてしまうユウキであった。

　さて。謎の老人である。

　鑑定官というからには、この人の判断でユウキの入学可否が決まるのだろう。

　……でも、どうやって？

　まさか、この老人と戦えとか言われないだろうな。

「あのぉ、しけんっていうのは……？」

「ああ、この方による面接だ。類いまれな『鑑定眼』を持つ、学院専属の鑑定官だ」

「かんていがん」

　さっきも聞いたけれど、どういうことなのか。

　ユウキが頭の上に「？」をいくつも浮かべていると、鑑定官の老人が「ほほほっ」と笑った。その笑い声ひとつで、とても懐の広い人物なのがわかった。

　きっと、何百人、何千人もの若者を見てきたのだろう。

「百聞は一見にしかず、と古こ諺げんにもございましょう」

　はらはら、と老人が目の包帯を取り始める。

　ユウキは思わず身構える。

（こ、このパターン、目が空洞とかかな!?　あまりエグいビジュアルは六才児的にＮＧでお願いしたいな……）

　正直、最初は魔獣の解体の光景なども、結構キツいものがあった。

　師匠であるルーシーは、魔獣の遺骸のなかで使える部分はきっちりと採集することを狩人またぎとしてのモットーにしていたので、その場で魔獣を捌さばくのだ。

　結局は、現代人が失った命への感謝的なものに至って大丈夫になったわけだけれど。

「どれ、拝見しましょうか」

「んっ！」

　老人が包帯をほどいた。目玉は、ちゃんとある……ちゃんとあったのだけれど、黒目にあたる部分がすっかり白濁している。

「現うつつを見る眼を持って生まれなかったかわりに、わしの眼にはその者の才が映る……それが、鑑定眼じゃ」

　なるほど、とユウキは納得する。

（鑑定眼ってのは、やっぱりステータスオープン的なスキルなのね）

　他人の才能や能力を知りえるというのは、かなりのアドバンテージだ。

　そのかわりに、この老人は現を見る眼……つまりは、通常の視力を生まれつき持っていないということらしい。

（そっか、盲目なんだ）

　そういえば細長い杖をカツカツと鳴らしながらやってきた。

　この部屋でずいぶん待たされた気がしたけれど、たしかにこんなに広い校舎だ。移動するにも時間がかかるだろう。生活にも不自由しているのかもしれない。

（というか、この白濁した目……どこかで見たような？）

　どこだっけ、と考えているユウキを老人がじっと見つめる。

　そして、厳かに口を開く。

「では――鑑定の儀をはじぎぇええええええ!?」

　老人が絶叫して、腰を抜かした。

「ひゃあっ!?　な、なにっ！」

　ユウキがぴょっと飛び上がる。

「わふっ（びびりだな）」

　そして、誇らしげに唸るポチ。

　魔獣の王たるフェンリルを手懐け、最強の英雄と大精霊に育てられたユウキでも、至近距離で老人が絶叫すればさすがに驚く。

　それがちょっと、犬的にウケたらしい。

「かかかか、鑑定官殿!?」

　ローレンハイムが腰を抜かした鑑定官を慌てて抱き起こす。

　鑑定官は、わなわなと震えて告げた。

「……紙、持ってきてくれろ」

「鑑定結果がもう？」

「うむ……これは、まじでパネェですぞい」

「鑑定官殿、動揺のあまりに古の言語が……」

　ごくり、と一同が息を呑む。

　全員が、こう思っていた。

　……さっきの絶叫でご老体がショック死しなくて、本当によかった。
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　鑑定官が作成したユウキのスキル鑑定書を、その場にいた全員が覗き込む。

「……これ、何かの間違いでは？」

　お偉いさんのうちひとりが、呟つぶやいた。








◆鑑定書◆　アルベルティア王立学院　鑑定官

ユウキ・カンザキ

　彼方からの旅人まれびと　世話好き

　体内蓄積魔力：多量（精霊）




スキル

　万能翻訳（ＥＸ）：旅人特典、異なる世界同士の言語によるやりとりを可能にする

　健康第一（特）：旅人特典、疾病と怪我に耐性　スキル『大精霊の寵ちょう愛あい』により大幅強化

　テイム（ＥＸ）：世話好き特典、魔獣の王フェンリルを手懐けた功績により、あらゆる魔獣を手懐けることが可能になった




　大精霊の寵愛：高位精霊の加護のもとで長期間育ったことによる旅人特典スキル『健康第一』の大幅強化、あらゆる病気や怪我に耐性を得る

　どこでも熟睡：すこやかな成長を約束し、体力回復と学習促進をする能力

　治癒者：自らの魔力を他人に譲渡し、癒やす能力









　スキル名が地味！　それが、ユウキの第一印象だった。「健康第一」って。「熟睡」って。

　いや、たしかに、派手な転生チートはお断りしたけれども。

　だが、周囲の大人たちの反応は異なっていた。全員が、目を剥むいて固まっている。

「魔獣の王を……手懐け……？」

「この子は長命種か？　すでにスキルが……いち、に、さん……」

「治癒者のスキルを、教団の聖女以外が所持している？　これは珍しい」

「しかも、ランクづきのスキルを三つも所持しているとは……ひとつ持って生まれていたら御の字だろうに」

「待て、この『大精霊の寵愛』というスキルはなんだ？」

　ユウキを見る目が、一気に変わった。

　鑑定官が震える声で告げる。

「ランクづきのスキルは、生まれ持った才……無印のスキルは後天的に獲得した能……。ランクづきスキルは持って生まれただけでも麒き麟りん児じ、スキル内容によってはこの王立学院の入学資格を獲得できるものですじゃ……」

　なるほど、そういうものなのか。

　それを、三つも？

　びっくりした。スキル名に地味なやつが多い気がしたけど……転生担当の金髪ロリ女神様、色々と気を回してくれたらしい。

　というか。あれだけ山奥暮らしで修行した足腰や、狩猟の知識と腕前がスキルに反映されていないところも逆に驚きだ。

　スキルというものは、本当に特別なものらしい。

　さきほどまではアルベルティア王立学院関係者にとって、いつも面倒事を持ち込む魔術学科長が捻じ込もうとしてきた得体の知れないガキだったユウキが、いまやダイヤの原石だ。

「体内蓄積魔力も、かなりありそうだ……しかも精霊由来とは……一体、何を食ってどこで育てばこんなことに？」

　不思議そうに首を捻ひねっている精霊学科長に、ユウキは正直に返答する。

「く、くだものをたべて、やまおくでそだちました！」

　意味がわからない、という顔をされてしまった。本当のことなのに！

　母上と師匠のことはまだ黙っておこう、と心に決めたユウキだった。

　しかし、その決心は数秒で打ち砕かれた。

「いやあ、さすが大英雄グラナダスと大精霊オリンピアに育てられた寵児ですね」

　悪気のないクリストフの一言が、会議室に響き渡ったのであった。

「……きゅうっ」

「か、鑑定官殿ぉっ！」

　鑑定官の老人が、今度こそ気絶して担ぎ出されていった。

　大事ないといいのだけれど。

　クリストフは、素直な男だ。

　鉱山都市トワノライトの酒場で半べそをかいていたのも合わせると、本当に裏表のない人なのだろうな……と察するユウキだった。

「おい。クリストフ殿下の言葉は、本当か？」

「は、はい」

　ローレンハイムに問われて、ユウキは大人しく頷いた。

　不本意だけれど、嘘うそはよくない。

「……ユウキ殿、精霊学に興味は？」

「いや、まずはうちの魔獣学科に在籍をですね」

「なにを言うか、うちが」

　あっという間に、ユウキの取り合いが始まった。

　元々、リルカが魔術学科への招待状をよこしたからここに来ているのだけれど。まったくもって、お構いなしといった様子だ。

（う、うわぁ……これ、絶対逃げられないやつ！）

　ユウキは、あちゃあと額を叩く。

　そりゃあ学校生活もいいけれど……まあ、正直、こんな取り合いされたら悪い気はしないけれど……。

「あ、えっと、まだ、にじしけんてきなやつがあるんじゃ？」

　ユウキの言葉は、食い気味に否定された。

「そんなもの、この鑑定があればパスに決まっているだろうが」

　ローレンハイムが、力強く断言した。

　そういうものなのか。

　さっき、例外はないとか言ってませんでしたっけ！

　なんというか、大人って言うことがコロコロ変わるよな。










四、入学試験は延長戦に突入しました




「――では、ユウキ・カンザキの入学は各学科長の臨時協議会により承認ということで」

　集まった学科長たちから、拍手が沸き起こる。

「よ、よろしくおねがいします」

　ぺこり、と頭を下げる。

　こういうのは最初が肝心だ。

　クリストフもにこやかに拍手をしてくれる。

「おめでとうございます、ユウキ殿！　一緒に学院生活を送れますね」

「……ん？」

　一緒に、学院生活を。

　ユウキはその意味を理解して、「えっ！」と声を上げた。

「もしかして、クリストフさんってここのがくせいだったの！」

「そうですよ。といっても、私は来年卒業になりますが」

　クリストフの年齢は、なんと十七才だった。

　発育がよくて品があるので、年齢よりも上に見えるタイプだ。

（やってしまった……未成年を酒場に置き去りにするなんて！）

　ユウキは、トワノライトでの出来事を思い出して頭を抱えた。

　日本の法律が適用されるわけがないのだけれど、歳の離れた弟妹を育てていた身としては痛恨のミスだった。

　クリストフ本人は気にしていないし、むしろ馬車の中では本人も「世間知らずなので、いい経験でした」といって照れくさそうに喜んでいたのだが。

「ユウキ殿？」

「なんでもないですぅ」

　というか、六才児に心配されてもクリストフも困るだろう。

　気を取り直して、学校生活である。

　……とりあえず、リルカから魔術を……特に例の『とりよせ魔術』を習わねば。

　すぐに習得できるものではないだろうし、それまでは学生生活を満喫しよう。

　ユウキの中年男性だった自我が、「いまさら学校生活って！」と囁くけれど……なんといっても、今は誰がどういっても六才児なのだ。

　むしろ、この世界での常識を知るいい機会だ。

　クリストフは自分のことを世間知らずと言っていたが、それはむしろユウキのほうだし。

「ユウキ殿は総合科への入学となりますね」

「はいっ」

　総合科というところには、低学年から高学年まで生徒が揃そろっている。

　王族として学院に通っているクリストフも、総合科所属だ。

「では、今から寮の案内を……」

　模範生として寮長をしているクリストフがユウキを案内してくれるらしい。

　さっそく頼りになる先輩っぷりを発揮するクリストフだが、予定通りとはいかなかった。

　リルカの立体映像がデスクの上に出現したのだ。

『試験は終わったようじゃな！　入学おめでとう、ユウキ・カンザキ』

　相変わらずの自由すぎるリモート参加っぷりである。

　入学試験の結果に、ご満悦といった表情だった。

『くふふ、どうだ私の弟子は。見込みがあったろ』

　にやついているリルカに、学科長たちが一斉に歯は噛がみをした。

　優秀な生徒の獲得に、日々苦心しているのだろう。

　ローレンハイムが低く唸る。

「この子のスキルのことはわかった。だが、お前がこっちに話を通さなかったことは、なかったことにならんからな」

『うぐ』

　さすが、状況に流されない女だ。

『……で、ユウキの所属は魔術学科の所属でよいな？』

　こっちもこっちで、流されないリルカだった。

「いやいやいや、まずは総合科での初学を経て――」

『寿命が短いくせに悠長なやつだな』

「なぬっ!?」

　長命の美少女から繰り出されるクリティカル――もとい、思いやりのない一撃をくらって、見るからに中年太りが顕著な魔獣学科長が言葉を呑み込んだ。

　横から、クリストフがそっとユウキに耳打ちをしてくれる。

「入学から二年か三年経って、選抜をくぐり抜けた生徒が専門科に所属する……というのが、アルベルティア王立学院の習わしなのですよ」

「なるほどー」

　入学後、年少の生徒たちは、まず総合科で過ごす。

　その後、魔術の素養やテイム能力、際だった戦闘能力など特別な力を持った一部の生徒が専門科に振り分けられるという仕組みになっている。

　各学科長が今からユウキの獲得に目をぎらつかせているのは、その頃を見越してのことだ。青田買いというやつである。

　つまりは、こういうことだ。

　入学からいきなり魔術学科長に所属しているというのは前例がない。

　そのうえ、すでにアルベルティア王立学院で学んでいる魔術学科志望の生徒が納得しないだろう。

　歴史があり、規模も大きい組織にありがちな話だ。

　こういうところで無理を通すと碌ろくなことがない。

　ユウキの社会人としての勘が、そう告げている。

「じゃあ、ぼくはそうごうかということで……」

『要するに、魔術学科の選抜を通れば文句ないってわけか』

「ん？」

　ちょっと待って。

　ユウキはぎょっとしてリルカを見上げた。

『では、今すぐ、やってしまえばいい。魔術学科への選抜試験をな！　ゲリラじゃ、ゲリラ！』

「ええええっ」

　もう、やることがめちゃくちゃである。

　こうして、ユウキの入学試験は延長戦に突入したのだった。




◆




　というわけで。

　名誉学院長であり、魔術学科長である偉大な魔術師リルカの鶴の一声により、アルベルティア王立学院の魔術学科選抜が急きゅう遽きょ開催されることになった。

　たったひとりの六才児のために。

（き、気まずい……）

　アルベルティア王立学院の実技演習場に連れてこられたユウキは、小さな身体をさらに小さくしていた。

「緊張しなくても大丈夫ですよ、ユウキ殿！」

　クリストフが励ましてくれるが、集まった魔術学科志望の生徒たちからの注目が痛い。

　アルベルティア王立学院の制服は思ったよりも簡素なものだ。

　全員が同じマントを羽織ることで、学院の中では身分の上下は関係なくひとりの学徒であることを示しているらしい。

「あの子が転入生？」

「クリストフ様と親しげに話してるんだが……」

「魔術科長の肝入りだって聞いたぞ、お手並み拝見だな」

　ユウキは頭を抱えた。

「っていうか、まじゅつのしけんって!?」

　今まで、ユウキが魔術に触れたのは、リルカの立体映像と、目の前で懐かしのショウユを取り出してみせてくれた『とりよせ魔術』の二つだけだ。

　魔術を専門とする学科の選考なんて、通る気がしない。

（たぶん、ここで落ちたら他学科の人たちからのアプローチを断りづらくなるし、『とりよせ魔術』習得までの道のりが長くなる……ここまできて本末転倒は避けたい……）

　また、明らかに実力が足りていないのに合格扱いされても、入学した後に針のむしろ状態だろう。

　王侯貴族ならばともかく、なんの後ろ盾もないユウキである。

　とにかく、ユウキの希望はひとつ。

　元の世界から『おとりよせ』ができるようになる魔術を習得して、この世界でも美味しい飯を食べたい。あわよくば、もっと快適に生活ができるようになりたい。




　実技場の真ん中に刻まれた魔法陣が発光する。

　すでにお馴な染じみになりつつある、リルカの立体映像だ。

　しん、と生徒たちが静まりかえる。

『よーし、諸君。お集まりだな』

　リルカ学科長は大人の間ではすこぶる評判は悪いけれど、魔術学科志望の生徒たちからの尊敬は集めているらしい。

『さて、今回の選抜は特別編だ～。あまり時間もかけられないから、短期決戦でシンプルにいくぞぉ』

　生徒たちが小さく囁きあっている。

「うそだろ。普段は三日徹夜とかさせる、時間感覚が狂ってる魔術学科の専攻が……短期決戦……？」

「学科長の寿命でモノを考えているとしか思えない、あの過酷な試験が……？」

　リルカの一挙手一投足に注目が集まる。

　大きく息を吸って、リルカは告げた。

『……今から一分後に、この場に立っていた者を全員合格とする』

　どっ、と空気が揺れたのがわかるほどに、生徒たちがどよめいた。

　シンプルすぎるルールと、全員合格という言葉はかなり刺激的だったようだ。




　手段は問わない。

　一分後に、この場に立っていること。




　それが、栄えあるアルベルティア王立学院魔術学科の選抜試験だ。

　生徒たちの顔つきが変わった。

　今までは急な選抜の開催に戸惑いと、ちょっとしたお祭り感のほうが強かったけれど、全員が本気だ。

『では、善は急げというからな』

　リルカが、すぅっと右手を掲げる。

　そして、勢いよく振り下ろすと同時に、声を残して魔法陣のうえから姿を消した。

『……試験開始スタート』

　さて、どうしようか……とユウキは思う。

　リルカは言った。

　一分後に、この場に立っていること……と。

（ってことは、今から一分間で立ってられないことがたくさん起きるってことだよな）

　ユウキはぐっと腰を落として、タン――と地面を蹴った。

　演習場の壁に向かって走る。

　そして、わずかな凹凸を足がかりにして、壁を駆け上がる。

　トントントントン！

　ユウキの小さな足が立てる小気味のいい音が響く。

「は……？」

　魔術学科への振り分け試験のため、どちらかというとインドアな生徒たちが集まっている中で、ユウキの動きは特筆すべきものだった。

　というか、六才児としては、異常なまでの身のこなしだ。

　山奥の崖を毎日駆け上がって鍛え上げた足腰は、久々の動きにもきちんと応えてくれた。

（つーか、建物の中でやるとパルクール的な動きになっちゃうな！）

　壁に沿って移動を続けていると――ずずずぅ、という不気味な音が演習場の地面から響いた。

「きゃああっ！」

「な、なんだこれ！」

　地面から、無数の手が生えてきている。

　異様に長く伸び上がった腕が、生徒たちを捕まえて地面に引き倒して、押さえつけている。

『……土の魔術、基本のキじゃろ』

　いつのまにか、演習場の上部にあるバルコニーに移動しているリルカの立体映像が呟いた。

（よし、読み通りだ！）

　ユウキは、ふぅっと短く息を吐く。

　――立っていること、という言い回し。

　そこから、ユウキは起きることを予想していたのだ。

　地面から、何かしらのトラップが発生して立っていられない状態になる。

　魔術については何も知らないけれど、魔術によって『何が起きるか』は想像がつく。

　メタ読みというやつだ。

　前世でやっていたオンラインゲームのイベント前に、あれこれとゲームシステムを考察するのは好きだった。

　だが、ユウキがとっさに動けたのは、紛れもなくルーシーのおかげだ。

（ありがとう、師匠……っ！）

　狩人として、多くの種類の魔獣を相手にする場合……いつでも知っている魔獣と対たい峙じできるわけではない。

　だからこそ、常に予測をして、その予測に対していつでも動ける状況になっていなくてはいけない。

　万全の準備を心がけつつ、準備が万全になることはないという現実に折り合いをつけること。

　魔獣狩りを通して、ルーシーが教えてくれた。

　それが、今ここに活きている。

　ユウキは六才児で、この世界の知識には乏しい。

　だからこそ知識ではなく、智ち恵えで勝負しなくては。

（で、次は……上を警戒）

　人を地面に引き倒すためには、まずは足を引っ張る。

　そして、上から叩き落とす。

　そして――。

　たった一分という制限時間を考慮するならば、すべては矢継ぎ早に、あるいは同時に繰り出されるはずだ。

（って、うわ！　すごい、浮いてる人いる！）

　一瞬、周囲の様子をうかがってみると、最初の地面からの仕掛けで半分以上の生徒が地面に引き倒されて脱落したようだ。

　見たことのない巨大植物やロボットっぽい使い魔に乗って地表から距離をとった者や、襲いかかる手を炎や水で退けている者……なかには宙に浮いている人もいた。

　すごい、とユウキは息を呑む。

（あれ、まだ魔術学科に入ってない一般生徒なんだよね……すごいな、アルベルティア王立学院……って、集中！）

　一瞬の油断が、狩りの場では命取りになる。

　次の瞬間に、暴風が吹き荒れ、天井から巨大な氷柱が落ちてくる。

　空中に浮いていた生徒が暴風に煽あおられて落下し、逃げ遅れた生徒が氷柱に制服のマントを貫かれて地面に縫い付けられる。

　そして、ユウキはというと――。

「ポチ、ありがとっ」

「わふっ（礼にはおよばない）」

　氷の魔狼、魔獣の王フェンリルのもっふもふの腹の下にいた。

　暴れ狂う風の目を読みきって、追い風を加速に使って地面に着地したのだ。あうんの呼吸で、そこに元の巨大な狼おおかみの姿になったポチが覆い被さる。

　強きょう靱じんでフカフカでもふもふの毛皮は、氷柱など通さない。

「なんだあれ！　使い魔か!?」

「でっかい犬……って、あれ魔獣じゃないか！」

「テイムのスキル持ちってこと？」

　ざわ、とオーディエンスが動揺したのが、ユウキにもわかった。

（ん？　なんか見られてるな……俺、普通に足で避けただけだけど！　魔術を操ってどうにかしている他の生徒のほうがすごいだろ）

　ユウキは一瞬、忘れていた。

　自分の見た目が、ちっちゃい六才児であることを。

　そして、強力な魔獣を使い魔として連れている六才児なんて、そうはいないことを。

　すでに脱落した生徒や、見学に来ていた生徒や教師たちが身を乗り出してユウキを注視している。

　一つ前の地面からの猛攻の回避劇ではギリギリで目立っていなかったユウキだが、ポチの出現で一気に視線を集めてしまった。

『ほー。手段は問わない、を正面から実行してきたなぁ』

　バルコニーで高みの見物をしているリルカがほくそ笑む。

　指先をひらひらと翻して、風と氷柱を操っている。

　遠隔地から魔術を高精度で操る手腕は、もはや神域の魔術師である。

『土、風、水を転じて氷……ときたら』

　――炎。

　リルカが指先を鳴らすと、上空を吹き荒れていた暴風に火が灯る。

　猛火の渦となって氷柱を溶かし、生徒たちに襲いかかる。

『……といっても、怪我させるわけにはいかないし。ちょっと焦げるくらいは覚悟してもらいたいが』

　リルカの言葉通り、絶妙に火力が調整されており、地面に伏していればギリギリで火傷を負わない火加減だ。

　炎の渦が、迫ってくる。

（熱あっつぅ！）

　一分後に立っている者が合格。ここまで、約四十秒。

　これを凌しのぎきれば合格のはずだ。

（っていっても、避けるの難しいよね！　ポチ……も、火は得意じゃないよな）

「うーっ」

　意味を成さない唸り声をあげて、小さくしぼむポチ。

　可愛い子犬サイズに逆戻りだ。言い訳のようにポチが吠える。

「わふ、わふっ（本気出したら、人の子など消し飛ぶが？）」

「それは、きゃっか！」

　本気を出せば炎を退けることもできるが、周囲が巻き添えを食らうということか。

　と、なると――ユウキは頭をフル回転させる。

　周囲を見ると、もうほとんどの生徒は地面に伏せている。

（……ええっと）

　ユウキは思い出す。

　さきほど判明した、自分のスキルだ。

　今までは「なんとなく、そんなもの」だと思っていた自分の特性。

　それを、鑑定官が明文化してくれたわけだ。

（ええと、万能翻訳にテイム……は、今は関係ない）

　この状況をどうにかするための、今のユウキにできる最善を考える。

（山には、自分以外に頼れるものはないと思え――）

　ユウキは師匠であるルーシーの教えを思い出す。

　そう、今この場でできる最善を考え続けることは、山で狩りをする者の鉄則だ。

　ユウキは先程判明した、自分のスキルを思い出す。




　健康第一。

　大精霊の寵愛。

　治癒者。




　……ならば、とユウキは決断する。

「きゃうん？（なにをするつもりだ、主人？）」

「だいじょうぶ……あちちっ」

　丈夫な身体に、母の愛……そこに、自分が溜め込んだ魔力を思い切り循環させる。

（サクラを助けたときの感じ……クリストフさんの二日酔いを治したときの感じ……！）

　自分の中で、魔力が人を癒やすイメージを繰り返す。

　繰り返し、繰り返し、なるべく鮮やかにイメージを膨らませる。

　――ユウキの身体が、まばゆく光り出した。

「見ろよ、あれって」

「自己強化の魔術か……基本魔術じゃないか」

　すぐに治るとはいえ、痛いのは嫌だ。

　だから、火傷する前に治療する。

　そのイメージを強く持つことで、炎が六才児のやわやわの肌を焦がす熱さすらも和らいできた。

（おお、うまくいってる……これが、魔術なのか！）

　一分間。

　それがこの試験の時間だ。

　ならば、この炎は長くは続かないはずだ。

　ぐっと両足に力を込めて、立ち続ける。

『……土壇場で、自分で魔術を編み出した。やはり私の見込み通りじゃね』

　炎を操っていたリルカが、ぱちんと指を鳴らす。

　瞬間、演習場を焦がしていた炎の渦が消え失せた。

「ふぅっ」

　凌ぎきったようだ。

　周囲を見回すと、立っているのは……三人だけだった。

　数十人集まっていた魔術学科志望者のうち、一分間でたった三人が選抜された形だ。

「臨時の振り分け試験です、妥当な選抜かと」

　残った三人のうちのひとり、クールビューティー系の女生徒が言った。

　その近くに立っていた見るからに優秀そうで自信満々なメガネ男子が、ユウキを一瞥する。

「やるじゃないか、転校生」

　偉そうな物言いだ。

　だが、彼は初めに立っていた場所から一歩も動かないままに試験をパスしている――本当に態度相応の実力を伴っているのだろう。

「まだ」

　ユウキは、呟いた。

「ん？」

　クールビューティーとメガネ男子が、怪け訝げんな顔をする。

「まだ、いっぷんたってないかも」

　その瞬間。

　リルカの高笑いが響く。

『んふっ、んふふふ、その通り！　まだ、十秒あるぞぉ』

　人間は極限状態が続くと、体内時計が狂う。

　脳がフル稼働して、体感時間を引き延ばすのだ。

　ユウキの前世の最後の光景……電車に轢ひかれる瞬間の映像は、今でもスローモーションで記憶されている。

　……つまり、生徒たちの体感一分は、実際の一分間よりも短いわけだ。

　ユウキがそれに気がついたのは、別に正確な体内時計を持っていたからではない。

（一分後に生徒を立っていられなくする方法は……下から引き倒す、上から叩く……それから、本人が立ってられない状況にする！）

　ルーシーの教え通りに、考え続けていたからだ。

　今までの選抜方法を見るに、生徒に対してあまりにも容赦がない。

　そんな選抜方法をとる手加減を知らない長命種が、三つ目の手段を実行しない理由がない……そう判断したのだ。

　狩りに、油断は禁物だ。

『我が弟子よ。どこでも熟睡できるのは、いいことだけじゃなかろうな』

　リルカが、オーケストラの指揮者のように両手をひらひらとふるう。

　演習場に、ほの光る鱗りん粉ぷんのようなものが降りそそぐ。

　靄もやが演習場を覆い尽くして、視界すらきかない。

「しまった、眠りの魔術っ」

　メガネ男子が慌てて口を塞ぐ。

　クールビューティー系女生徒もそれに続くけれど、遅かった。

「く……魔術的な対抗手段の確立には……詠、唱が……」

　二人は遠のく意識の中で、歯噛みした。

　アルベルティア王立学院の魔術科は特別だ。

　図書館塔の魔術師から薫陶を受けるために、選び抜かれた生徒たち……その末席に加わるために、総合科に在籍しながらも魔術の研けん鑽さんを続けてきた。

　それなのに――届かなかった、なんて。

　どうして、悔しい。

「……あれ」

「眠く、ない？」

　――さきほど二人を襲った暴力的な眠気が、消え去っている。




　演習場に集まったオーディエンスは、固唾を呑んで靄が晴れるのを待っていた。

「ユウキ殿……」

　見学していたクリストフが、心配そうに声を震わせる。

　最後の最後で無慈悲に三人に襲いかかった、眠りの魔法。

　あれは直撃を受けていた。

　選抜の行方を見守っていた学科長たちも、渋い顔をする。

　なかでも、戦闘科の学科長であるローレンハイムが、一際苦々しく呟く。

「相変わらず、性格が悪いな」

　たしかに、戦場では一瞬の油断が命取りだ。

　自分の持てる手札をフルに使って一分間を戦い抜いたユウキの実力に、ローレンハイムは舌を巻いていた。

　あの六才児はすでに、実戦で通用する人材だ。

　……だからこそ、最後の一押しが残酷すぎる。

　ユウキの所持スキル『どこでも熟睡』――良質な睡眠で高い回復力や学習効率を与える、地味ながら有力であろう才能だ。

「物事には裏表がある。いつでもどこでも、よく眠れるということは――人よりも、眠りの魔術への耐性は低くなっている可能性が高い」

　ローレンハイムが呟く。

　ただでさえ、六才の子どもなんてよく眠るものだ。

　そこへ、リルカの眠りの魔法。

　さすがのユウキも、地面に倒れて眠りこけているだろう。

「嫌なところを突くな、魔王討伐に一枚噛んだ魔術師殿は」

『んふふ、魔術での戦いなんて嫌がられてこそだからな』

　ユウキの弱点を的確に突くことで、この選抜試験やユウキの入学が出来レースの類いではないことを全員に知らしめることができるだろう。

『ま、靄が充満した時点で一分は経過しておった。もう三人とも合格だ。だが……それじゃつまらないだろ』

「お前、本当に性格が悪いな！」

『ちょっとは鼻っ柱をぽきっとやっておかないとな？』

　くっく、と笑うリルカが、大声で宣告した。

『というわけじゃ！　ユウキ・カンザキ、および、魔術学科志望者バジールとシシリアの三名が合格だ』

　リルカの宣告に、ユウキたちの不合格に心を痛めていたオーディエンスは安堵する。

　バジールとシシリアは、アルベルティア王立学院の総合科のなかでも有名な優等生と魔術フリークだ。

　転入してきたばかりのユウキが、きっちり試験にパスするのは大健闘だ。

　……でも、あるいは。

　リルカの思惑すら越えて、この性格に難のある学科長の鼻っ柱をへし折ってくれるかもしれない……誰もがユウキに、淡い期待をしていた。

『んんっ？』

　おっさんのごとくあぐらをかいていたリルカが、身を乗り出して目を細めた。

　眠りをもたらす靄が、晴れる。

　そこには、リルカの想定していたのとは違う光景があった。

　――三人が、演習場に立っていた。




「くぅ、すぴー……」

　小さな寝息が、静寂の中でよく聞こえる。

　しかし、ユウキは倒れていなかった。

　演習場に、立っていた。

　……メガネ男子とクールビューティー系女子、あらためバジールとシシリアが、眠りこけているユウキの両腕をとって倒れないように支えていたのだ。

「こいつ……全部読みきったうえで、俺たちの眠気覚ましを優先しやがった」

　バジールが悔しげに呟く。

　彼にとって、ずっと年下の子どもに助けられるという事態は初めての経験だった。

「お見事です。魔力譲渡による治癒と状態異常の解除とは……ミュゼオン教団の聖女顔負けの魔力操作でした」

　表情には出さないが、悔しさはシシリアも同じことだった。

　だが、彼女は魔術師の家に生まれたエリートだ。

　型を覚えて反復的に鍛錬すれば発動できる魔術や聖女の治癒術とは違う、純然たる魔力操作の難しさを知っている。

　ユウキの底知れなさに、シシリアは嫉妬していた。

　見学していた教職員や生徒たちの間でも、ユウキの話で持ちきりだった。

「魔術なんてオワコンじゃなくて、もっと他のことに才能を使えばいいのに」

　戦闘学科の首席が呟いた。

　そう。

　ひとりの人間が一生の間に修められる魔術には限界がある。

　だからこそ、魔術はすでに衰退して久しいのだ。

　アルベルティア王立学院以外では、学ぶ場所もほとんどない。

　魔力を操る才能のある人間がその才能を活かそうと思ったら、ほとんどが戦闘に特化した職業につくか、ミュゼオン教団の聖女になる場合がほとんどだ。
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　だからこそ。

　魔術学科の選抜試験で、これほどまでに見応えのあるものが見られるとは、誰も思っていなかったのだ。

　魔術の才能を持ちながら、魔術をほとんど使わずに選抜試験を突破したユウキの活躍は、この場に集まった全員の心になんらかの爪痕を残した。

　そんなこととは露知らず。ユウキは気持ちよく眠りこけている。

　その足元では、ポチが丸まってぐっすりと寝ている。

　――息を止めて回避すれば、ユウキだけは眠りの靄の中から抜け出すことができたはずだ。

　だが、ユウキはそれをしなかった。

『はー……まったく、お人好しじゃな』

　リルカが心底呆れたように、けれども、嬉しそうに笑う。

　ローレンハイムが、「ううむ」と唸った。

　戦場において、咄とっ嗟さに自身の保身ではなく他人のために動く判断ができる人間は希少だ。

　――正確に言えば、そういう人間から死んでいく。

「……さすが、あの御方にそっくりだな」

　かつて恋焦がれて背中を追いかけた大英雄グラナダスの姿を、ユウキの中に見出して、ローレンハイムは今日初めて、柔らかく微笑んだ。










五、クリストフ王子の悩みごと




　アルベルティア王立学院の寮には、ゲストルームがある。

　外部からやってきた講師や学生の家族が宿泊するための施設だ。

　入学が決まって数日、ユウキはゲストルームで寝起きしていた。

　……というか、ほぼ寝ていた。

「ふあーあ」

　爽やかな目覚めからの、見知らぬ天井。

　ふかふかのベッドに寝かされている。

　そばにはいつも通り、ポチが伏せっていた。

「……おはよう、ポチ」

「わうっ！（目覚めたか！）」

「あれ、たしか……ふりわけしけんで……」

　そうだ、そう。

　ユウキは怒ど涛とうの一日を思い出す。

　書類審査だけで済みそうだったところを、あんなにハードな実技試験を課されることになるなんて、予想外だった。

「けっこうねちゃったな」

「わふわふ（三日三晩寝ておった）」

「へっ!?」

　そんなに寝ていたとは。

　ユウキはぐぅっと伸びをする。

（ああ……たくさん寝ていたのに、全然身体がバッキバキじゃない……）

　ユウキはしみじみと感動する。

　正直、前世では寝ようと思っても腰痛やら早すぎる四十肩らしき症状やらで寝ていられないし、起きても全身のどこかが痛む状態だった。朝一番からフルスロットルの不快感――だが、今は違う。毎日、爽やかで清々しい朝を迎えている。どこも痛いところがない。

　若いって、すばらしい。

　健康って、すばらしい。

　……四十肩と腰痛がないことに感動って。我ながら、異世界にやってきて感動するポイントとして地味すぎるだろうか。いや、でも、本当にＱＯＬが違うのだ。

　寝起きでぽやぽやの頭でユウキがあれこれ考えていると、寝室にクリストフが入ってきた。

「あ、ユウキ殿！　お目覚めですか」

「クリストフさん」

「選抜試験でのご活躍、感動しました」

　クリストフは輝く笑顔でユウキの手を両手で包み込むように握った。

　やはりポチ以上に大型犬としてのポテンシャルのある人だ。

「あ、そんな」

「ご謙遜なさらず。実力はもとより、他者を見捨てぬ高潔な精神……」

　握りこぶしを作って熱弁している。

　ユウキにとってはそんな大げさなことではなくて、一生懸命にやっている若者は応援したくなってしまうものだ。

「クリストフさんはおおげさだから……あっ」

「あ？」

「クリストフせんぱい？　クリストフでんか？　とか、よんだほうがいい……？」

　いくら六才児とはいえ、相手はこの王国の王太子であり、アルベルティア王立学院の先輩だ。さん付けのままは据わりが悪い。

　クリストフは、ユウキの言葉に表情を曇らせる。

「いえ、どうか今まで通りに呼んでください……」

「でもぉ」

「ユウキ殿、お願いです……いえ、こんなお願いをするのは妙なことなのですが、その」

「どうしたの？」

　ユウキが首をかしげると、クリストフが勢いよく頭をさげた。

　異世界の王族もお願いするのに頭を下げるんだ……とちょっとした感動があった。

「……学院では、僕と一緒に行動していただけませんか！」

「ど、どうして！」

「それは、実際にご覧になっていただいたほうが早いかと……」

　げんなりした様子のクリストフである。

　入学前から、なんだか忙しい。




◆




　ユウキが目覚めたのは早朝だった。

　クリストフが身体を拭いたり着替えをさせたりしてくれていたようで、三日三晩の爆睡をしていたとは思えないほどに、爽やかだった。

　ちなみに、着替えのためにユウキの服を脱がせたついでにあちこち採寸をして、制服まで用意してくれていたらしい。

　六才児用の一番小さい制服に袖を通す。

（おお、久しぶりのきちんと感！）

　白シャツにサスペンダーに半ズボン、詰め襟の上着。年少の生徒の標準的な服装がこれらしい。なんだか、背筋が伸びるような気持ちだ。

　ずっとルーシーがどこかから調達してきた古着ばかり着ていたから、新品の服なんてこちらの世界では初めて袖を通すかもしれない。




　――あれこれと手続きをして、昼前には晴れてユウキはアルベルティア王立学院の生徒となった。

「クリストフさん、じゅぎょうとかはだいじょうぶなの……？」

「ああ、僕は既定の授業はすべて履修を終えているのです」

「すごい！」

　さすが模範生。

　クリストフは、ほぼ授業はなく学校運営の手伝いとして学院に残っているようだ。

　また、王太子として王都アルベルと学院を行き来して仕事と学業を両立させているのだとか。

（うーん、素直でいい人で人格者……この国の未来は明るいな）

　でも、そんなクリストフがユウキに「一緒に行動してほしい」とは一体どういうことなのだろう。

　あれこれとしている間、先程の奇妙なお願い事について話すタイミングがなかった。

「さて、そろそろ昼時ですね」

「うん、おなかすいたかも」

「では……食堂に行きましょうか」

　クリストフが表情を曇らせる。

　アルベルティア王立学院の食堂は、職員と有志の生徒によって運営されている。

　だが、味や質は絶品だとか。

　ユウキのような才で取り立てられる生徒以外は、基本的には裕福な子どもたちが入学してくるので、自然とそのようになってきたらしい。

「正直、城の食事よりも美味いかもしれませんね」

　と、クリストフが苦笑する。

「それはきたいしちゃうかも」

「そうですね……ただ、僕の側にいてくださいね？」

「うん？」

　食堂に入ると、一斉に視線が集まった。

　それも、女子生徒から。

「はぁ」

　クリストフが小さく溜息をつく。

　なるほどな、とユウキは思った。

「クリストフ殿下、ごきげんよう！　お久しゅうございます！」

「寮長……よろしければ、課題のことでご教授を願いたいのですが……今夜、お部屋に伺っても？」

「あ、それでしたら私も！」

　食堂に入って、あっという間に周囲を囲まれてしまった。

　これでは食事どころではない。

　ユウキは思わず、ポチと顔を見合わせた。

　クリストフの周囲に群がっている猪突猛進の女子の群れ。彼女たちを遠巻きに見ている生徒たちは、彼の近くにちょこんと立っているユウキの存在に気がついて様子をうかがっているようだ。

　ユウキという見慣れない子どもがいなければ、彼らもクリストフに話しかけたいのかも。

（俺に一緒にいてほしいって、こういうことか……）

　日頃からこの状態では気持ちが落ち着かないし、常になんというか……貞操の危機を感じていることだろう。

「こほん」

　ユウキは大きく息を吸い込んで、クリストフに話しかける。

「ねえ、クリストフさんっ！　ぼく、おなかすいたっ！」

　ぴたり、喧けん噪そうがやむ。

　六才児の空腹に勝る主張なし、である。

「おっと！　失礼、ユウキ殿をご案内する予定がありますので」

　にっこり、と微笑むクリストフ。

　疲れもうんざりした様子も少しも感じさせない好青年スマイルである。

「は、はい。また後ほど……」

　さすがに、ここで食い下がる空気の読めない人間はいないようだった。

　けれど、誰もがクリストフの一挙手一投足を気にしている。

（うーん、これは疲れるよなぁ）

　この状況、かなり疲れるだろうな。

　自分が近くにいることで、取り巻きから逃げる口実になるのだったら、協力してあげたい。

（居酒屋に置き去りにしちゃった件の埋め合わせにもなるかもだしな）

　付き合えば付き合うほどに、悪いことをしてしまったな……という気分になるユウキだった。




　クリストフに案内されて、食堂で昼食をとる。

　美味しいとはいっても、この世界基準での話だ。

　なんというか、素材が比較的新鮮で塩味がパキッとしている。

「ん、お肉だ！」

　この世界でちゃんとした肉が食べられるなんて珍しい。

　トワノライトで働いているときも、一度か二度しか食べられなかった。

「近くにある、常に山から風が吹き降ろしている場所を牧場にしたのです……これが王国に行き渡るようになればいいのですが」

　クリストフの眉間に皺しわが寄る。

　数十年前に魔王が倒された際、置き土産のように瘴気をまき散らしていった。

　そのせいで、畑や牧場が汚染されて食糧事情がよろしくないのだ。

　手に入る肉も、遊牧民から仕入れるほかないので、不安定な供給かつ高額なのがデフォルトになっている。

「学院では、敷地内で卵や穀物の生産も試みているんですよ」

「ふへぇっ」

　なるほど、『とりよせ魔術』の習得以外にも、ユウキにとって興味深い生活になるかもしれない。

「わふっ（我のごはんも、ウマいぞ）」

　ポチが誇らしげに鳴いた。

　満足そうに食べているのは、『ポチ』と書かれた専用の皿に盛り付けられた、人間用と見まごうばかりの餌だ。

　ユウキが眠っていた数日で、ポチも餌付けされていたようだ。

「勝手ながら、僕がポチ殿の餌の世話をさせてもらいました。僕も城では犬を飼っていて」

「ありがとうございます……って、ポチ殿って呼ばれてるの、ポチ？」

「ワウッ（当然だろう）」

　基本的にはユウキ以外には懐かないポチが、ちょっとだけクリストフへの態度が柔らかいのは、そういうことみたいだ。

（あるいは、群れの子分だと思っているのかもな……）

　ポチに「美味しいですか？」とにこやかに話しかけながら餌をやっているクリストフを見ながら、ユウキは少し失礼なことを考えるのだった。

「それでユウキ殿。寮の部屋のことなのですが……」

「クリストフさんとおなじおへやでもいい？」

「え！」

　クリストフが目を丸くした。

「よいのですか、ユウキ殿！」

「うん」

「おおお、ありがとうございます！　実は自分からお願いをしたかったのです。何かと理由を付けて寮長室に押しかけようとする御令嬢が多く……」

「ですよねー」

　ユウキのような子どもがいれば、少しは追い返しやすくなるだろう。ましてや、妙なことを考える者もいないだろうし……。

「ポチ殿は、使い魔として登録するので同室になれますよ」

「わふっ!?（使い魔だと！）」

　ポチがぷりぷりと怒り始める。

「わううぅ（我はユウキを主としているが、使い魔などという賤いやしい身分ではない）」

「そこ、こだわりぽいんとなんだ……」

　怒りながらも、餌を食べるのはやめないポチだった。よほど、この食堂のメニューが気に入ったらしい。

　クリストフが、ポチが怒ったのを感じとったのか、申し訳なさそうに眉毛を下げる。

「失礼。ポチ殿の気分を害してしまいましたね」

「わふっ。わふわふわふっ（うむ。気をつけろ、若造）」

　ユウキも昼食をすっかり平らげて、皿を返却する。

「ではユウキ殿の荷物は、僕の部屋に運びましょう」

「はいっ！」

「明日からは、ユウキ殿も授業に出られます」

「は、はい」

　ちょっと緊張するな、と思いつつユウキは頷く。

　クリストフが、「ふー」と大きく息をついた。

「これで少し、私も肩の荷が降りました。リルカ殿は、あなたの入学にかなりこだわっていましたので」

　いよいよ、久々の学生生活が始まる。

（貴族とか優秀な人ばっかりなんだよな……クラスで浮かないといいけど）

　ユウキは手のひらに滲んだ汗を拭いた。
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　翌日。

　真新しい制服に身を包んで、ユウキは教室に向かう。

　向かう先は、一般の生徒が学ぶ総合科の教室だ。魔術学科に編入したとはいえ、年少のユウキは総合科の教室での生活がメインとなるらしい。

（大学の単位制っぽいシステムになってるみたいだな）

　午前中を総合科で過ごして、午後からは魔術科に合流する――これがユウキの基本的なスケジュールになる。専門学科は個人主義なので、それで差し支えがないらしい。大学の少人数制ゼミみたいなものだろう。

　アルベルティア王立学院のクラシックな校舎の中を歩くユウキに、すれ違う生徒や教師の視線が注がれる。一応、ポチは寮の部屋でお留守番をしてもらおうと思ったのだが、ついてくるといってきかなかった。

　なんだかんだ、ユウキのことを気に入っているポチである。

　総合科一年の教室を探して、ドアを開けた。

「お、おはようございます」

　いっせいに、教室の視線がユウキに集中した。

「わっ、えっと。よろしくおねがいしましゅっ！」

　……とはいえ、誰も話しかけてはこない。大事な挨拶で甘噛みしてしまったうえにスルーである。ユウキは赤面した。

　だが、それはそうだろう。

　生徒たちにとってユウキはいきなり転入してきた得体の知れない人物だ。しかも、王侯貴族でもなんでもない、山奥からやってきた野生児。

　おそらく、身分の高い子どもたちは、入学前から顔見知りなのだろうし。

　王立学院の入学年齢はバラバラで、ある程度の学力や才能が身についた段階で入学してくるようだ。クラスメイトのほとんどが、ユウキよりも少し年上のようだった。

「えっと。ぼくのせきって、ここであってるかな？」

　ユウキは手近なクラスメイトに声をかける。

　急に話しかけれられてぎょっとした顔をしたけれど、こくんと頷いた。

「な、なあ。ユウキ・カンザキだよな？」

「そうだけど」

「あのさ、魔術師リルカから推薦状が出たって本当か？」

「いちおう」

「それ、私も聞きたいと思っていました。あなた、名前も顔もまったく知られていないでしょう、何者なのですか」

「えっと、なにものといわれても」

　あっという間に、周囲に人だかりができてしまう。

　質問攻めだ。

　最初はユウキの出自やバックグラウンドを探ろうとする質問が多かったけれど、やがて少しずつフランクな質問が増えてくる。

「好きな食べ物ある？」

「ごめん、その、ほっぺた触ってもいいかな……？」

「ねえ、そのワンちゃんってオス？　メス？」

「今度、あの壁走るやつ教えてよ！」

「っていうか、あんなに動けるのに戦闘科に来ないのか？」

　大変な騒ぎだ。

　ユウキは思わずタジタジになってしまう。

　まるで囲み取材みたいだ。人気者の野球選手や政治家はいつもこんな大変なことをしていたのか……と、尊敬の気持ちになってくる。

「あわ、えっと」

　まだユウキの育ての親については、生徒たちに知れ渡っているわけではないようだ。といっても、噂が出回るのは時間の問題だろうけれど。

　ポチを撫でようとする生徒たちが詰め寄ってきたので、さっさとポチは姿を眩くらませてしまった。……まったく、本当にユウキ以外の人に慣れない魔獣の王だ。

　もう少しくらい愛想がよくてもいいのに、とユウキは思った。

「寮は決まった？」

「クリストフ殿下と相部屋って噂だよな」

「魔術科の校舎の場所はわかるか？」

　質問攻めに継ぐ質問攻めに、もういい加減にユウキの頭がパンクしそうになった頃に、やっと教室に担任の先生がやってきた。

　ばぁん、とドアが開け放たれる。

　カツカツと規則正しく、力強い足音。

　教壇の前に立ったのは――

「騒がしいぞ、諸君！　本日の課業を始める、席につけ！」

　癖の強い真っ赤な髪に、鍛え上げられた肉体。

　女戦士かくあるべし、という風体――戦闘学科長、ローレンハイムだった。

「え、どうして！」

「どうしてもこうしても、私がこのクラスの担当だからだ」

　ユウキのクラスを担当する教員は、まさかのローレンハイムだったわけだ。

　というか、戦闘学科長みずからが担任を持つこともあるのか。

　王立学院というところは、案外フラットな人事体制のようだ。

「彼が噂のユウキだ。みなもすでに知っているだろうが、今日からこのクラスに転入となった。仲良く切せっ磋さ琢たく磨まするように」

「「「はーい」」」

　ローレンハイムの言葉に、席に着いた生徒たちが声を揃えて返事をする。

　先日の印象とは裏腹に、穏やかに、朗らかに、担任をやっているローレンハイムである。どうやら生徒たちからの人望も厚いようだ。

（リルカさんが規則を破って俺のこと捻じ込もうとしてたことにあんなに怒ってたのも、納得だな……この人、本当に熱心な教育者なんだ）

　ローレンハイムは色々と朝の伝達事項を伝えながら、生徒たちに個別に声をかけている。普段から細やかに生徒のことを把握していないとできないことだ。

　初対面の印象から、ローレンハイムに対して怒れる戦闘狂的なイメージを持ってしまったが、認識を改めたほうがよさそうだとユウキは思った。

「では、諸君。今日も一日、よき学びを――それから、ユウキ」

　ユウキの机の前で立ち止まったローレンハイムが、柔らかい口ぶりで言った。

「困ったことがあれば、すぐに相談するように。いいな？」

「はいっ」

「とはいえ、不慣れなことも多いだろうから……学院での生活に慣れるまでは、しばらくは彼女が付きそってくれるそうだ」

「かのじょ？」

　ユウキが首を傾げると、ローレンハイムの後ろから、驚くほど可愛らしい少女が顔を出した。ユウキと同じような背格好の、ちびっこだ。

　淡い金色の髪の毛を緩く束ねている。

　冷たく輝く紫水晶のような瞳が、まっすぐにユウキを見つめた。

「ごきげんよう、ユウキさん」

　声、口調、立ち居振る舞い。紛うことなきお嬢さまだった。

　ユウキより少し年上に見えるが、ほとんど変わらないだろう。

　子どもにしては、綺き麗れいすぎる。

　氷のように澄ました表情が、より大人びた印象を与えている。

「ロザリアと申します、よろしくお願いいたします」

「このクラスで一番年齢が近いし、適任だろう」

「よろしくおねがいしますっ」

　こんなに（見た目の）年の近い女の子と話すのは初めてだ。少し緊張してしまう。

「お兄さまから、お話は伺っております」

「おにいさま……？」

　ユウキが首を傾げると、ローレンハイムが補足してくれた。

「ああ、言い忘れていた。この子は『末姫』ことロザリア・アルベルティア。第四王女でクリストフの妹だ」

「え、えええっ！」

　マジの王女様だった。

　なるほど、それならば幼くしてこの気品を纏まとっているのにも納得だ。

　ユウキはぺこりと頭を下げる。

「ユウキ・カンザキで、ございます、です」

「堅苦しい挨拶は必要ありません。学院内では身分の上下はないですから」

「ああ、そうだ。私のクラスでは家名のある者も、基本的には名乗ることのないように指導しているから、そのつもりでいてくれ」

　ロザリアが最初に名前だけを口にしたのも、そういう理由だったか。

　この国では、庶民はいわゆる苗字を持っていない。

　王族や貴族にしか、姓を名乗ることは許されていないようだ。

　ユウキは前世の癖で「カンザキ」を名乗っているけれど。

「身分の上下は関係ない、それぞれの特性を互いに尊敬せよ――それが、このクラスの生徒に私が求めることだ」

　ローレンハイムが言う。

「本来の学院の役割や理念とは裏腹に、今は血統のよい金持ちばかりが入学できる……という状況だ」

　歯に衣着せない物言いだ。

「だからこそ、私のクラスだけは気高くあれと期待している――お前の存在は、私のクラスに必要だ。期待しているぞ、ユウキ」

「は、はい」

　思わず、ユウキは頷いた。

（なんていうか、立派な人だな……俺、本当に人に恵まれてるなぁ）

　それでは、その建前通りにさせてもらおう。

「それじゃあ、よろしくね。ロザリアさん」

　ユウキは右手を差し出した。

「……？」

「あくしゅだよ」

「あく、しゅ」

「なかよしのしるし」

「……っ、なかよし」

　ロザリアは恐る恐るといった様子でユウキの手をとる。
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　――シェイクハンド。

　手を離した後も、ロザリアはユウキと握手をした手をしばらく見つめていた。

「………それでは授業に参りましょう」

　ロザリアが、ユウキを促す。

　担当教諭のいる教室に、生徒たちが授業ごとに移動する方式らしい。

「それでは、ごきげんよう。ローレンハイム先生」

「ああ、ユウキのことは頼む」

「はい、お任せくださいませ」

　少ししか年齢が違わないのに、本当にしっかりと喋しゃべる子だ……とユウキは感心した。クリストフと同じく、心根の素直そうな子なのも安心だ。

（というか、王太子と王女にお世話されるって……いや、考えちゃだめだ）

　学院内では身分の上下はない、という建前に甘えることにしよう。




　午前の授業が終わり、食堂に向かう道中。

　相変わらずクールな表情で、笑顔のないロザリア。

　だが、ユウキを見つめる眼差しは、朝とは違っていた。

「見事な知力でした、ユウキさん」

「あはは、そんなことは……」

「ご謙遜を。あんなにスラスラと難問に答えるなんて……ユウキさんの身体能力や魔術の素養は伺っていましたが、勉学でも一級品なのですね」

「あ、ありがとう」

　今日の授業は算術や工学の授業だった。

（うーん、俺、これでも大人だし……一応は大学出てるし……）

　六才から十才くらいの子どもが多い年少学年とはいえ、隠しきれない優秀な才能を見込まれて入学した生粋の天才児や幼少期から家庭教師をつけて学習してきた裕福な子がほとんどだ。

　学習内容はだいたい、小学校中学年や中学で習うような内容だった。

　数論や物理法則などは、ファンタジーな異世界とはいえ前世と大きく変わりはない。

　つまりは、楽勝だったのだ。

　もちろん、この世界独特の法則や学習内容もあったけれど。

　日本の義務教育の水準の高さを、思わぬ形で思い知るユウキだった。

（うーん、本当のチートは日本の義務教育だったってこと？）

　とりあえず、これなら勉強で困ることはなさそうだ。

　学校でいくら優秀だったとて、実社会でそれが本当に役に立つかはわからない……とはいえ、王立学院で学ぶ内容を理解できているとなれば、大人になっても大きなアドバンテージになるだろう。

（うん、この世界でやっていける自信が出てきたかも……！）

　ロザリア以外のクラスメイトたちも、ユウキに一目置いてくれた。

　転入早々に目立った成果を出すユウキに対して、クラスメイトの反応は概ね好意的だった。

　学院内で身分の上下は関係ない、それぞれの長所を互いに尊敬せよ、というローレンハイムの指導方針の賜だろう。

　とりあえず、クラスで浮くことはなさそうだ。

「って、いけない！」

「どうかしましたか」

「ひるやすみは、クリストフさんとやくそくしているんだ」

「あら、お兄様と」

　昼休みの食堂は混み合う。

　クリストフとの接触を狙うレディたちは、ここぞとばかりに彼の周りに集まってくるのだ。

「では、わたくしもご一緒していいですか？」

「えっ」

　ユウキは一瞬、答えに詰まる。

　相手のある約束だ。勝手に承諾するのは、気が引ける。

　けれど、ロザリアはクリストフの実の妹だし、食堂は誰でも出入りできる場所だから断る理由もないし……。

「お兄様には私から申し上げます。参りましょう」

　返事をする前に、ロザリアはさっさと歩きだした。

「あ、まって！」

　慌てて追いかける。

　掴みどころのない子だな、とユウキは思った。

　クリストフの朗らかでわかりやすいほどに素直な性格とは、正反対だ。




　食堂にやってくると――今日も人だかりができている。

「お兄様のいらっしゃるところは、わかりやすいですね」

　ロザリアが人だかりをかき分けていく。

　案の定、クリストフだった。

「クリストフさんっ！」

　ユウキが声をかけると、クリストフが振り返る。

　金髪と紫色の瞳は、こうしてまじまじと見るとロザリアとそっくりだ。

「あ、ユウキ殿！」

　ユウキの登場が嬉しいのか、ぱっと笑顔になった。

（うーん、相変わらず、ポチよりも犬！）

　今日の夜から、彼と寮の同室になると思うと少し楽しみだ。

　隣にいるロザリアを見つけて、目を丸くした。

「お兄様」

「ロザリア……食堂に来るなんて、珍しいね」

「はい、ユウキさんのお世話係ですので」

　表情豊かな兄と、クールな妹。

　対照的な二人だが、どちらも見目麗しいにもほどがある。

　なんというか、宗教画のような神々しさすら感じる。

　王太子と末姫が人前で揃うことは珍しいようで、クリストフを取り巻いていた女性たちがスッと引いていく――それと同時に、ユウキに彼女たちの視線が降り注いだ。

「クリストフ殿下だけでなく、ロザリア殿下とも……？」

「全然人を寄せつけない『氷の末姫』が食堂に来るなんて」

「でもちょっと、末姫とあの転入生が並んでると小さいカップルって感じで微笑ましいな」

「バカ、滅多なこと言うなよ。相手は王族だぞ」

　囁き合う声が聞こえる。

　なんだか、すごい会話が聞こえたような気がするけれど。

　表情を変えないまま、ロザリアがぽそりと呟いた。

「……わたくしが、一緒に食事をしてはいけませんか？」

　少し面食らっていたクリストフが、ロザリアの言葉に太陽のように笑う。

「いけないはず、ないだろう！」

「それならば、よかったです」

「だが、どうして急に食堂に？　学院に通う王族は別室での食事をするというしきたりだろう」

　学院内で身分の上下はないというのは建前で、やはり様々な特別扱いが存在するようだった。

「嬉しいな、ロザリアはしきたりを重んじるから」

「お兄様が柔軟すぎるのです」

　少しムッとした様子でロザリアが言い返す。

　正反対の性格だけれど、不仲なわけではないみたいだ。

「……わ、わたくしはユウキさんの、おともだちなので」

　ロザリアは頬を紅潮させて、じっと右手を見つめる。

　ユウキと握手をした、右手である。

（ん？　別に赤くなるようなことはないだろ？）

　もしかして、握手を求めるのは失礼だったのだろうか。

　まったくもって、身分だのなんだのというものは面倒だな……とユウキは思った。

「わふわふぅ（早く飯にしよう）」

　すっかり食堂の餌の虜になっているポチが、急かしてくる。

　食堂の片隅のテーブルで三人と一匹で昼食をとることになった。

　ロザリアは、食事中の所作も完璧で美しい。

　絵に描いたように美しい兄妹に挟まれての昼食は、なんとなく落ち着かなかった。

「さて。ユウキ殿は、午後からは魔術学科に合流だね」

　あらかた食事を終えたころに、クリストフが言った。

　各専門学科は、学院の本校舎とは別に独立した棟を持っているらしい。

「魔術学科の別棟は、少し離れたところにあるので早めに出たほうがいいね」

「では、わたくしが案内を……あっ」

　ロザリアの表情が、僅かに曇る。

　彼女は午後からも総合科での授業があるのだ。

「僕もあちらに用事があるから、途中まで案内しよう」

「そうですか。ではお兄様、よろしくお願いいたします」

　ロザリアがすんっと澄ました表情に戻って立ち上がる。

「あ、ロザリアさん。きょうはありがとう！」

「……礼には及びません。ローレンハイム先生からのご指名ですから」

　ツンとした澄ました表情、ひやりと冷たい口調。

　さすが、氷の末姫という二つ名は伊だ達てではない。

「それでは、また明日」

　涼やかな流し目を残して立ち去るロザリアを見送りながら、彼女の兄のクリストフが感慨深そうに呟いた。

「うーん……あんなに表情豊かなロザリアは久々に見ました」

「あれでっ!?」

　ユウキは思わずツッコミを入れてしまう。どう見ても無表情に近かったが。

「ええ。学院生活も私生活も色々と気を張ることが多いようで……妹は相当、ユウキ殿のことが気に入ったようですね」

「そ、そうなんだ……」

　実の兄がそう言うのなら、そうなのだろう。

（まあ、見た目の年が近いからかな？　ほんとに掴みどころのない子だな……）

　ロザリアの言動に、ユウキは首を捻った。




◆




　氷の末姫。

　それがロザリア・アルベルティアの二つ名だ。

　生まれたときから、王家の姫として生きてきた。

　ロザリアは、小さな頃から大人として振る舞うことを求められてきた。王城には様々な陰謀が渦巻いていて、子どもでいることが許される状況ではなかったのだ。

　歳の離れた義姉たちと並んでも、見劣りのしない立ち居振る舞いを求められてきた。

　だから、王立学院に入学するときに、ロザリアは期待に胸を膨らませていたのだ。

　建前のうえだけでも、身分の分け隔てがない学び舎……そこにいれば、ロザリアも等身大の自分で過ごせるのではないかと思っていたのだ。

　けれど、そうはならなかった。

　いつだって、完璧な末姫様でいること――それが、ロザリアの身体の芯まで染みついてしまっていた。もう、ありのままの自分なんて、わからなかった。

　気心の知れた友達なんて、できるはずもなかった。

　模範生。

　優等生。

　完璧な姫さま。

　……ロザリアの立ち位置は、あっという間に固定されてしまった。遠巻きに、クラスメイトを眺めることしかできなかった。

　……だから、兄である王太子、クリストフが連れて来た年下の同級生が右手を差し出してきたときに、ロザリアは驚いたのだ。




　あくしゅだよ。

　なかよしの、しるし。




　ユウキの言葉が、嬉しくて、嬉しくて。

　彼の屈託のない笑顔も、少し舌っ足らずの口調も――。

　ロザリアが、今まで出会ったことのないものだった。

（お兄様に邪魔されてしまったわ……）

　学院内の案内を口実に、本当はもっと一緒に過ごしたかったのに。

　はしたないから、表情には出さないけれど。

（ユウキ・カンザキ……ユウキさん）

　ロザリアは心の中で、何度もユウキの名前を呟く。




　――わたしの、はじめての、ともだち。










六、安心安全マンドラゴラ




　魔術学科の校舎は、学院の外れにあった。

　がらんとしていて人の気配がしない。

　賑やかな総合科の校舎から移動してきたので、余計にそう感じるのかもしれない。

　魔術学科の生徒は基本的にはそれぞれが工房に引きこもって研究したり、演習場で魔術の研鑽をしているとは聞いていたが……本当に個人主義の学科らしい。

　ユウキとポチは、学科長室に向かった。

　リルカからの言付けで、初日は必ず顔を出すようにと言われていたのだ。

　どうやら、リルカは学院内の至るところに例の魔法陣を仕込んでいるらしい。あくまで自分の居城である図書館塔からは一歩も出ない、筋金入りの引きこもりだ。

　学科長室も、学院に来たときに最初に通された部屋と同じようなレイアウトだ。

　部屋の真ん中に、一枚板でできた立派な天板のデスクが置いてある。

　魔法陣が光って、生首が出現。

「ひい……」

　さすがに、そろそろ驚かなくはなってきたけれど……やはり、見た目がショッキングなことには変わりない。

　よいしょ、と全身を現したリルカは、豊かな銀髪につば付き帽子。魔術学科のトップとして、このうえなく適したビジュアルの長命少女がユウキを歓迎する。

『やあ、来たかね少年』

　相変わらず二人称が少年だ。

「こんにちは、リルカさん」

『うむ。ということで、晴れて私の弟子になったわけだが――』

「あ、そのことなんですが」

　何かと慌ただしくて、きちんと話をするタイミングがなかった。

　けれど、これだけは言っておかなくてはいけない。

「ぼく、あなたの『でし』にはなれないです」

『……ハァ!?』

　いつも余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくを絵に描いたような態度を崩さないリルカが、目に見えて狼狽うろたえた。

　あぐらを崩して、魔法陣のなかで前のめりになってユウキに食ってかかる。

『ど、どど、どういうことじゃ！　私に魔術を習いたいのではないのか！』

「うん、まじゅつにはきょうみがあります。でも……ぼくの『ししょう』はひとりだけなので」

『む……』

「ぼくのししょうは、ははうえだけです……ルーシー・グラナダスだけっ！」

　そこまで一息に伝えて、ユウキはホッと胸を撫で下ろす。

　タイミングを逃してしまっていたけれど、やっと言えた。

　通勤電車に轢かれて、わけもわからないままに異世界にやってきたユウキを雪山で見つけてくれて、助けてくれて、拾ってくれて……山奥に足繁く通って、オリンピアと一緒にユウキの成長を見守ってくれた。

　そう。ルーシーは母親ではなくて、師匠としてユウキを育ててくれた――恩人だ。

「だから、あなたのこと、『ししょう』とはよべないんです」

　黙ってユウキの言葉を聞いていたリルカが、唇をへの字に曲げる。

　リルカは偉大な魔術師だ。図書館の塔に引きこもりながらも、アルベルティア王国で崇められる立場だ。

　今までこんな風に、真正面から要求を拒絶されたことがないのだろう。

『なんで？　わ、たしの弟子になりたいやつなんて、たくさんいるのにっ』

　今にも泣きだしそうだ。

　ユウキは焦った。別に泣かせたいわけではないのである。

「だから、ししょうじゃなくて……せんせいってよばせてください」

『っ！』

「リルカさんのこと、せんせいってよぶひと、ほかにいないんじゃない？」

　アルベルティア王立学院に来てから、リルカが「先生」と呼ばれているのを見たことがない。教職員からは「あの大魔術師」とか「図書館の塔」とか呼ばれているようだし、魔術学科の生徒たちからも「リルカ様」と呼ばれていた。

　ローレンハイムは「リルカ」とか「おまえ」とかフランクに呼んでいるけれど、とにかくリルカは良くも悪くも特別な存在として扱われていた。

『先生……』

　ぽつんと呟いたリルカの表情が、みるみる明るくなる。

『うん、うん！　気に入った――今日から私は、お前の先生だ！』

　にぱぁっと笑うリルカの顔は、見た目相応の少女みたいだ。

　本当は結構な年齢だというけれど。

「それで、せんせい。おしえてほしい、まじゅつがあるんだけど」

『ん、異世界からの物質の取り寄せじゃな』

「はいっ」

　そう、ユウキがこの学院にやってきた理由は、『とりよせ魔術』を習得するためだ。すべては、この世界の食事を美味しくするため……。

　色々と試してみたが、この世界にあるもので元の世界の味を再現するのはかなり難しい。食料不足ぎみで薄味で水っぽいのがデフォルト、発酵などの時間を要する加工をしようとすると瘴気による汚染リスクがある……という状況で贅沢は言えないのだが。

　リルカがデモンストレーションで取り寄せてくれたショウユも底をついてしまって、さすがに故郷の味が恋しい日々を過ごしている。

『ああ、あれな』

「やっぱり、むずかしい？」

『そんなことはないさ、少年。君なら習得できるじゃろ』

「じゃあ、じゅもんとか、まほうじんとか」

『ひとことで説明するのはダルいんじゃが……よし、少し補助をしてやる。手を出せ』

「ほじょ？」

　言われたとおり、ユウキが右手を差し伸べる。

　リルカの立体映像が右手を伸ばして、ユウキの手にかざした。

　ぱちぱち、と静電気のような刺激が手の甲に走った。

　見ると、手の甲に赤い模様が刻まれていた。

　わあ、なんか謎の美少女剣士とか偉人を召喚して契約できそうなやつ……と思っていると、赤い模様は肌の中に吸い込まれるように消えていった。

「わ、きえちゃった」

『魔術を行使するときに浮かび上がってくる』

「そういうしくみ！」

『その紋があれば、取り寄せの魔術に関しては呪文やら術式やら、ややこしいことはすべてキャンセルできるぞ』

「すごい！」

　ショートカットキーみたいなものか。

　どうやら、リルカ先生はかなりご機嫌みたいだ。

「それで、どうやってやるの！」

『ん、あとはノリじゃ！』

「…………え」

　満面の笑みのリルカに、ユウキは思わずツッコミを入れた。

「せんせい……まじゅつ、ひとにおしえたことある……？」

『ない！　きみが初の生徒だ！』

「まじゅつがっかの、がっかちょーなのでは……？」

『やつらはなんか、勝手に育ってくんじゃよ』

　うわあ、とユウキは消沈した。

　この人、本当に天才なんだ。

　なんだかんだ、ルーシーは教えるのが上手だった。

　多くの人間を率いて、魔王討伐を成し遂げたというのは本人の強さだけではなく、そういう英雄としての資質もあってのことだったのだろう。

　ユウキが困惑しているのを見て、さすがに先生としてまずいと思ったのか、リルカが「うーむ」と唸って理屈を捻り出そうとする。

『……少年、きみは試験中に防御魔術を自分で編み出したじゃろ？』

「えっ」

『なんだ、その顔は。やはり無自覚か。ほら、炎えん渦か魔ま術じゅつのとき』

　ユウキは当時のことを思い出す。

　そうだ、魔力を集中して、火傷をする前に火傷が治っていく……みたいなイメージをして、あの灼しゃく熱ねつをやり過ごした。

『あれはきみの中に、明確な勝ち筋のイメージがあったからできたことだと思っている。魔術の根幹は、イメージじゃからな』

「いめーじ」

『そう。起こしたい現象や、引き寄せたい結果をイメージする。そのイメージが明確で鮮明で詳細であるほどに、魔術は力を増す』

　なるほど。わかるような、わからないような。

　ユウキは、先生の初講義に耳を傾ける。

『だから……取り寄せたい物質やその物質を手にしている自分の姿を、なるべく鮮やかにイメージすることじゃな』

「うーん、なるほどわからんーっ」

　思わず唸るユウキだった。

　リルカが愉快そうに笑う。

『ひー、口先だけの伝授でわかってたまるか！　そのイメージを自由自在に引き出せるようになるために、魔術師どもは日々鍛錬しているんじゃろ』

　まあ、それはそうか――とユウキは納得する。

　何事も、「わかる」ことと「できる」ことは違う。

『というわけで、あとは練習あるのみ……励めよ、少年』

「はい」

　こくん、と頷く。

　午後の時間は、各専門科で過ごすことになっている。

　魔術学科には決まった授業のようなものはなく、各々が自分の魔術の研鑽に勤しんでいるらしい。

　たまにリルカや講師たちの気まぐれで特別講義が行われることがあるそうだが、今日はその予定もなさそうだ。

　さて、これからどうしようかと考えながら学科長室を出ると、そこにはユウキを待ち構えていた人影があった。




「……ユウキ・カンザキ」




　あどけなさを残しつつも整った美貌。すらりとした四肢。

　濃紺色の髪の毛は、少しのうねりもない直毛。

　切れ長の目に、形のいい薄い唇。

　ザ・クールビューティーな美女の卵。

「あ！　えっと、せんばつしけんのときの……」

「シシリアだ」

　ユウキのために急遽開かれた、魔術学科への選抜試験。

　リルカ自らが操る魔術の猛攻を凌ぎきる、というシンプルかつ過酷な試験だった。たった一分間で選抜を行うというのも、考えてみたら乱暴な話だ。

　ユウキ以外に、その試験をパスしたのは二人。

　そのうちひとりが、シシリアだった。

　アルベルティア王立学院でも名の通った魔術フリークの才女だ。

　ユウキがいなければ、現役最年少の魔術学科合格者になっていただろう。

「あなたのことは、色々と調べさせてもらったよ」

　シシリアがかがんで、ユウキに目線を合わせる。

　まっすぐに見つめられると、自然と背筋が伸びてしまう。

「トワノライトの鉱山卿、ピーター氏のもとで働いていたそうね。現地に住んでいる私の知り合いからも評判を聞いたわ」

「え、あ、それはどうも……？」

　人づてに仕事の評判を聞かれている、というのは、なかなか緊張感がある。

「その年で、かなりの手練れだとか」

「んん、そ、うなのかな……」

「わふっ（照れなくてもよいだろう）」

「瘴気汚染への対応を現地のミュゼオン教団支部と協力して請け負っていたとか。それは事実？」

「まあ、じじつですけど……」

　薄幸の見習い聖女サクラを手助けしていたことはある。

　ミュゼオン教団の支部と協力というと、なんだか話が大きくなりすぎている気もする……それに、トワノライト支部での汚職をやめさせるのに殴り込みとかかけているし。

「そうか……やはり、きみは瘴気汚染のスペシャリスト」

　また話が大きくなっている。

　さすがに訂正しようとユウキが口を開きかけた、そのとき。

「ということだそうだ！　どうする、エマ」

　シシリアが、廊下の曲がり角に向かって声をかけた。

　なんだろうと、そちらを見ると……分厚い眼鏡をかけた、なんとも垢あか抜ぬけない……いや、素朴な少女が立っている。

　シシリアと同じくらいの年頃だろうか。中学生くらいに見える。

「あ、あ、あのっ」

「そんなとこで喋っていても聞こえない。こっちに来て」

「ひゃ、ひゃいっ！」

　シシリアに促されて、小走りにこちらにやってきた素朴少女は、身体が二つ折りになりそうな勢いで頭をさげた。

　ものすごいあがり症なのか、噛み噛みの自己紹介をしてくれる。

「わ、わわわ、わたしは、エマといいいいいます！」

　エマと名乗った少女は、園芸部の部長なのだそうだ。

　といっても、学院の庭園は庭師が整えてくれているし、農作物の育成はれっきとした研究として扱われている。

　あくまで個人的に植物を育てているのは、彼女のほかには数えるほどしかいないらしい。

　園芸部のエマが、自身よりもずっと年下のユウキに懇願する。

「あ、ああの、よかったら、えええええ園芸部に入ってください！」

「ぼくが、えんげーぶに？」

「あ、あなただったら、わ、わたしの夢！　叶かなえるお手伝いをしていただだだだけるんじゃないかって思って……」

　お手伝い。

　ピーターの手伝い屋で半年間働いたユウキは、その言葉に反応する。

「ああ、園芸部といっても……この子がやっているのは、れっきとした王立学院にふさわしい研究よ」

　シシリアが補足する。

　なんだか、すごそうだ。

　ユウキは、緊張しているエマに尋ねた。

「エマさん。なんのおてつだい、してほしいの？」

「はいっ」

　エマはユウキの両手を掴んで、身を乗り出す。

「ま、まま、マンドラゴラをっ！　育てたいんですっ！」

「まんどらごらっ！」




　――マンドラゴラ。いわゆる、ファンタジー頻出の植物である。

　ユウキが前世でプレイしていたゲームでも、アイテムや素材として登場することが多かった。

　植物というか、動物というか……赤ん坊の姿だったり、手足の生えていたりする人型の根っこを持つ薬草であり、毒草でもある。

　トワノライトでも、超高級な素材として取引されていた。

（たしか、薬にもなるし毒にもなるんだよね）

　とにかく強力な素材であることには変わりない。

　だが、マンドラゴラを入手するのは難しい。

　そもそも、生えている場所が定まっていない。

　しかも、引っこ抜くと同時に、マンドラゴラは声の限りに泣き叫び――その叫び声を聞いた人間は正気を失ってしまったり、死んでしまったりするのだ。

　つまり、収穫の難易度が異様に高いのだ。一応、ロープを使って犬に引っこ抜かせる手法もあるみたいだけれど、あまりにも倫理的にアレすぎる。

　エマの話では、この世界のマンドラゴラもユウキが知っているのと変わらない性質を持っているらしい。

　図鑑を見せてもらった感じだと、この世界のマンドラゴラというのは、にんじんや大根みたいな根菜にニョキッと手足が生えている感じの見た目みたいだ。

　二足歩行する根菜。ちょっとシュールだな。

「それで、ぼくはなにをてつだうの？」

　エマとシシリアに連れられて園芸部の温室に連れてこられたユウキは、薬草茶をいただきながら質問する。

　飲み慣れたアキノのハーブティーとは違うブレンドみたいだけれど、これはこれで美味しい。

「……エマはこう見えて、園芸の手腕はプロ並みだ。歴史上もほとんど例がない、マンドラゴラの人工栽培に成功した」

「え、すごい」

　案内された先には、マンドラゴラのものだという葉っぱがいくつも並んでいる。立て看板で『絶対に抜かないこと』という警告がされている。

（これ、逆効果だったりしない!?）

　やるなといわれると、やりたくなるような気がするけれど。

「この温室には、わ、わたしと、シシリアしか来ないので……」

　エマが照れくさそうに言った。

　それにしても、貴重な薬草の人工栽培に成功した――これは、すごいことだ。野性種しか手に入らないのと、人工栽培ができるのでは、安定供給という意味で天と地ほども差がある。

　マンドラゴラはとても希少で有用な薬草らしいし、人工栽培の手法が確立すれば助かる人がたくさんいるはずだ。

「……その、考えたんです。叫ばないマンドラゴラを栽培できたら、もっといいんじゃないかって」

「叫ばない、マンドラゴラ」

　マンドラゴラは、引っこ抜くときの絶叫で人を殺す。

　こんな気の弱そうな女の子が、マンドラゴラの栽培を研究しているなんて驚きだ。

　エマが、ぐっと握りこぶしを作って力説する。

「マンドラゴラを栽培したいんです……きっと、か、か、可愛いのでっ！」

「はい？」

「ですから、マンドラゴラは可愛いです！　のでっ！」

　かわいい。

　……これが？

　ユウキは図鑑をまじまじと見つめる。なんというか歪んだ豚の鼻みたいな顔をしていて、あまり一般的な「可愛い」には当てはまらないような気がするけれど。

　まあいいだろう。美的センスは人それぞれだ。

　横からシシリアが補足する。

「本来は魔獣に分類されるマンドラゴラ栽培にむけて、瘴気によって変質した魔物や魔獣への対応に実績があるユウキの智恵を借りられないかと思っている」

「なるほど……？」

　そういうことならば手を貸したい。けれど、気の長い仕事になりそうだ。

「えんげーぶ、ってほかのひとはいるの？」

「あ、私とシシリアしかいないんです……他の方は、どんどん辞めてしまって……」

　なるほど。

　たしかに、マンドラゴラを可愛いと熱弁する部長はクセが強すぎるかもしれない。

　……ところで、エマとシシリアはどういう関係なのだろう。

　シシリアは魔術学科に編入したばかり。かたや、エマは一般生徒だ。

　元クラスメイトかと思ったけれど、性格はむしろ正反対に見える。

　不思議に思っているのが、顔に出たのだろう。

　シシリアがユウキの疑問に簡潔に答えてくれた。

「幼馴染みなの。昔から私の友人でいてくれたのはエマだけ。エマの薬草学の知識は一級品だよ……本人が魔力がちっとも溜められないから、魔術は使えないけど」

「で、です」

　幼馴染み。

　なるほど、素敵な響きだ。

　こちらの世界でもオリンピアの守る山奥の結界内でひとりで育ったし、前世でも幼馴染みなんていう素敵な存在はいなかった。

　ちょっと羨ましいな、とユウキは思う。

「うーん……マンドラゴラかぁ」

　あまりユウキには馴染みのない魔獣だ。

　山には生えていなかったし、トワノライトの近辺でも見かけなかった。

　かなり珍しい種類ではないだろうか。

「そ、その！　ふつう、マンドラゴラは引き抜いて、叫び終わると同時に死んでしまうのですが」

「しぬ……？　しょくぶつが？」

「はい、野生種のマンドラゴラは収穫すると同時に絶叫し、その絶叫が終わると同時に死亡、つまり動かなくなってしまうんですが……」

　瘴気の影響で魔獣化してしまった植物も、刈りとられたり引っこ抜かれたりすれば命を失う……すなわち駆除ができるということだ。

　キラキラと目を輝かせている。

　植物好きだというエマも多分、好奇心に突き動かされているのだろう。

「ここまできたんです、どうにか安全に栽培したいです！　園芸部の名にかけて！」

　おどおどしたエマが、植物の話になると活き活きと語り始める。

「わかった、くわしくおはなしきかせてよ」

　ユウキは頷いた。

「……この子、可愛いですよね！」

「うーん」

　そうだね、とは肯定しづらい見た目だけれど。

　強いていうならば、キモカワいい……。

　あまり人とコミュニケーションをとるのが得意ではない人が、こんなに熱意を傾けているのは心を打つ。




　さっそく、エマが育てた実際のマンドラゴラを見せてもらう。

　ものすごく長いロープを使って、叫び声が聞こえないよう細心の注意を払って引き抜いた、虎の子のマンドラゴラだそうだ。

「おお、ほんとうに、ひとがただ」

　悪そうな顔をしたマンドラゴラが、ごろんと横たわっている。

　全長はだいたい十センチくらい。

　手足が生えていてなんとなく人間の形っぽい根っこに、頭のてっぺんから生えている青々とした葉っぱ……なんだか、引っこ抜かれて戦って食べられるゲームのキャラみたいだ。やや邪悪な顔面をしているが。

「うーん……このけはい、やっぱりまじゅうとおなじだなぁ」

　すんすんと匂いを嗅いだポチも、ユウキと同じように感じたらしい。

「わふわふわふっ（かぐわしき瘴気が香っているな）」

　魔獣や魔物は瘴気によって発生する、人間に害をなす生物だ。

　本や家具などの生物以外が瘴気によって変質した場合は、魔物と呼ぶことが多い。

　植物が魔獣化することも多い。枯れ草が瘴気によって変質したゾンビソウなんかが代表格だ。

「……でも、マンドラゴラは、む、昔から記録が残ってます」

「じゃあ、むかしから、まじゅうかしてたとか？」

「魔王の消滅にともなう瘴気放出以前から……って言いたいの？」

「う、うん」

「たしかに、微少な瘴気自体は、昔から観測されているが……」

　園芸部でマンドラゴラ育成。

　思っていた学校生活とは違うけれど、それなりに楽しそうだ。

「おもしろそうだし、おてつだいするよ」

「本当ですか！」

　エマがパッと顔を輝かせた。

　悪い人じゃなさそうだし。

　ユウキにとっても、いいことがある。

「そのかわり、なんだけど」

「ん？」

「シシリアさんに、まじゅつをおしえてもらいたいんだ」

「私が、あなたに魔術を教える……？」

　シシリアが首を傾げた。

「選抜試験であなたに助けられた私が、何か教えることがあるとでも？」

　ほの暗いオーラを纏って、シシリアが唸った。

　たいへんにプライドが高い。まだ根に持っているようだ。

　じっとりとした視線でユウキを見つめてくる。

「ぼ、ぼくはまじゅつは、ぜんぜんできなくてっ」

　なんとか説得して、シシリアに魔術のあれこれを教えてもらえることになった。

　リルカが教えることに致命的に向いていないことがわかった以上、身近なお手本が必要だ。

（正直、シシリアさんって怖い人かと思ってたけど……）

　ちら、とユウキはテーブルの向こうを盗み見る。

　ユウキの協力を得られると決まって喜ぶエマの頭を、シシリアが愛おしそうに撫でている。とても穏やかな表情だ。

　二人が幼馴染みだから、という理由もあるだろうけれど。

　シシリアはたぶんクールに見えて心の温かい人なのだろう。

（ないしは、二人が幼馴染み以上の関係の可能性もあるけど……あるいは、その両方かなぁ）

　それはそれとして。

　マンドラゴラについては、色々と調査が必要そうだ。
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　アルベルティア王立学院にユウキが転入してから、しばらく経った。

　昼までは総合科のクラス、午後は魔術学科の校舎で過ごす――というふうに、ユウキの生活スタイルは早々に固まった。

　マンドラゴラの研究も少し進展があった。

　ユウキの魔力を流し込むと、仮死状態だったマンドラゴラが生き返ったのだ。

　色々と試してみようという中で起きた、まさかの事態である。

　エマが動くマンドラゴラに大興奮してしまい、大変だった……。

　そういうわけで、最近は生マンドラゴラの観察のためにできるだけ早めに魔術学科の校舎に行くようにしている。

　もちろん、その合間にシシリアに魔術の特訓もつけてもらっている。

「……ユウキさん、また魔術学科の校舎で昼食にするのですか」

　午前の課業が終わってすぐに移動を始めようとすると、ロザリアに呼び止められた。

　ユウキは頷く。

「うん、ちょっとやることがあるんだ」

　それに、ロザリアもユウキの世話があると、食堂で昼食をとらないといけない。それ以前は、王族である彼女は独り別室で食事をしていたらしい。

　自分のために生活リズムをわざわざ崩してもらうのも気が引けるからと、ユウキは早めに魔術学科の校舎に行くことにしていたのだ。

　それに、今日は一刻を争う用事がある。

「……そうですか」

「うん。ゆっくりしてね、ロザリアさん」

　またね、と手を振ってユウキは本校舎をあとにする。

　ロザリアの表情からは何も読み取れない。

　けれど、なんとなく寂しそうに見えた。




　魔術学科に併設されている薬草園。

　ここが、園芸部の活動場所だ。

　ユウキが薬草園に到着すると、温室の片隅にエマが座り込んでいた。

「エマさん、マンドラゴラは――」

　ユウキの声に、エマがハッと振り返った。

　その目元が、濡ぬれている。

「す、みません……さ、さっき……」

　エマが抱きしめている鉄籠には、猿ぐつわをされたマンドラゴラがぐったりと横たわっていた。

　蘇そ生せいしたマンドラゴラは、昭和のヤンキーのごとく肩で風を切って鉄籠の中を歩き回り、げしげしと籠を蹴りつけていた。

「やっぱり、あばれるの？」

「はい……午前のあいだ、ずっとシシリアが見ていてくれたのですが……も、もう、これ以上は放置できないって……」

「やっぱり、よわっちゃうんだ」

　そう。マンドラゴラはユウキが魔力を注入するのをやめると、どんどん弱ってきてしまうのだ。

　しかも、弱っていくにつれて、さらに行動が攻撃的になっている。

　最初のやさぐれヤンキー状態から、マフィアの鉄砲玉のような暴れ具合まで悪化してしまっている。

　弱っていくと凶暴になる――なんだか、逆にマンドラゴラに人間味を感じてしまう。

　この凶暴化に対処のしようがないとすれば――通常の魔獣として、刈りとるか燃やすかして駆除しないといけない。

（うう……ゾンビソウの駆除は何度もやったことあるけど……想像するだけで、ちょっとキツいな）

　なまじ人型で二足歩行っぽい動きなのがよくない。

　だからといって、放置はできない。

　魔獣駆除の狩人の弟子であるユウキには、よくわかっていた。

　引き抜いたあとでも活動を止めないマンドラゴラは、日を追うごとに弱っていっているし、弱るに従って攻撃的で凶暴になっている。

　相手は植物だから、鉄籠を壊すことはできない。

　だが、状況が変わってきたのだ。

　弱って、凶暴化したマンドラゴラが、叫び声のような声をあげ始めた。

　聞いた人間が狂ったり死んだりするような音量ではなかったけれど、今後が思いやられる展開だ。

（もし、こいつが急に大声で叫び始めたら……）

　――考えるだけで、ぞっとする。

　人間が発狂するほどの叫び声って、どんなものなのか。

　ユウキは考える。

（叫ばないマンドラゴラを育てる……かぁ。いや、叫んだとしても害がないようにするとかって、そういう方向はいけるかな？）

　……確証はないけれど、活路がありそうだ。

　このたった一匹だけ偶然誕生してしまった動くマンドラゴラには申し訳ないが、あれこれ試させてもらおう。

　引き抜かれたあとにも動くマンドラゴラについては、ほとんど情報がないのだ。なんというか、困った。

（で、もしも無害化が間に合わなかったら……こいつは処分しないといけない）

　魔獣専門の狩人の弟子であり、ピーターのお手伝い屋として働いていたユウキにとっては、魔獣の処分は日常茶飯事だ。

　けれど、今回は状況が違う。

　ユウキの魔力によって、たまたま動き始めてしまって、植物大好きなエマがずっと可愛がっているマンドラゴラが相手なのだ。

　昨日からエマとシシリアは、マンドラゴラの処遇について話し合っていたが……決断のときが近そうだ。

　エマはそれをわかっていて、たまらなくなってしまったのだろう。

　嗚お咽えつをおさえて、泣いていた。

「ぐすっ、す、すみません……」

「がまんはよくないよ、エマさん」

　泣きたいときに我慢をすると、悲しみは涙に溶けて流れることなく心の中に沈殿してしまう。それでは、いつか心が破裂してしまう――ユウキは、そう思う。

（とはいえ、まさかマンドラゴラが蘇生するとは思わなかったんだよなぁ……）

　元はといえば自分のせいで起きた。

「う、ううっ」

　さめざめと泣くエマの側にじっと寄り添う。

　何かできないだろうか……と思っていると、傍らでお座りしているポチと目が合った。

「……わふ？（なんだ？）」

「ポチ。ちからをかして？」

「わふっ!?」

　ユウキ以外には、全然なつかないポチである。

　だけど。今こそ、そのもふもふを使うときだ。

　ポチはしぶしぶといった感じだけれど、エマの隣に腰掛けた。

「……え？」

「わふぅ」

　エマは目を丸くしていたけれど、ポチにもふっと抱きついた。

　ポチのもふもふの毛皮が、エマの泣き声を消してくれた。

　しばらくして、泣きやんだエマがぽつぽつと喋り始めた。

「……ありがとうございます。すみません、こんなとこ、見せちゃって」

　エマが不在の間に、凶暴になってきていたマンドラゴラをシシリアが処置してくれたらしい。

　猿ぐつわを噛まされたマンドラゴラは、もう明日までは保もたないかもしれない。

「さっき、シシリアが言ったんです……わ、私がいない間に、シシリアが魔術でこの子を燃やしてくれるって……」

　よりによって、燃やすとは。

　二足歩行のマンドラゴラが火だるまになるところを想像して、ユウキは「うひぃ」と背筋を震わせた。

「私には、きっとこの子を処分できないからって」

「そっか……」

「きっと、私がショックを受けないように、そう言ってくれたんだと思うんです。でも……私にも、責任があるのです」

「うん」

「ひ、必要なら、わ、私がこの手で、この子を、ををぉう……」

「……ふるえてるけど」

「う、うわーんっ！」

　相手が魔獣であろうとも、エマはどこまでも優しいし、弱い人だ。

　だからこそ、ポチも大人しくもふもふを貸してあげていたのかもしれない。

　けれど、やっぱり実験には責任が伴うはずだ。

「でも、私がやらないと……シシリアに守られてばかり、です。もう今日にでも、この子を処分しなくちゃ」

　諦めたように苦笑いするエマを見て、ユウキは思う。

（なんか、この二人……師匠と母さんに似てるな）

　不器用だけれど、オリンピアやユウキへの愛情に溢れている、魔王討伐の大英雄ルーシー・グラナダスと、ユウキを育ててくれた慈愛に満ちた大精霊オリンピア……。

　オリンピアは今も、瘴気まみれになってしまった山の奥に結界を張って、聖なる泉を守っている。

　いつか、瘴気を浄化して山を美しい姿に戻してあげたい。そして、オリンピアを結界の外に出してあげたい……それが、ユウキの願いだ。

（……ん？）

　何かが、引っかかる。

　そうだ、オリンピアの泉から湧き出る水。

　あれはミュゼオン教団では聖水として扱われていて、瘴気を浄化する作用を保っている。

　もう少しで、何かを思いつけそうだ。

「あっ！　あーっ！」

　ユウキの頭の中で、点と点が線になった。

　そうだ。

　ユウキが持っている膨大な魔力は、大精霊であるオリンピアの加護をたっぷり受けて育ったことで得たものだ。

　その大精霊の加護を受けた魔力で、マンドラゴラが蘇った。

　……鍵は、魔力だ。

　この間の里帰りのときに手に入れたシモフリリュウモドキの氷核を、オリンピアの結界内にある、瘴気をまったく含まない泉の水に浸しておいた。その結果、氷核を中心にして再生するはずのスライム――シモフリリュウモドキは、いまだに影も形もない。

　ということは、そうだ。

（マンドラゴラが魔獣なら……瘴気がない状態で育てたら、害がないマンドラゴラになるんじゃないか？）

　なんか、ナウ●カにそういうシーンがあったよな――ユウキは興奮に震える。

「どうにか、なるかも！」

「え？」

　ユウキは、立ち上がる。

　エマに寄り添っていたポチが、「くぅん」と鳴いた。










七、とりよせ魔術を習得せよ




「ユウキ様、お待たせしましたっ」

「サクラ、ひさしぶりっ！」

　天才的なひらめきから、数日後。

　ミュゼオン教団トワノライト支部の聖女、サクラがアルベルティア王立学院にやってきた。

　大きな缶を携えて、息を切らせて園芸部の温室に駆け込んでくる。

　その隣では、ポチがチャカチャカと忙しなく爪を鳴らしている。

「ポチも、ありがとうね」

「わふぅ……（今回は特別だ……）」

　ユウキのかわりに、ポチがトワノライトまでひとっ走りしてくれたのだ。

　ピーター宛の手紙を持って走り、サクラを背中に乗せて戻ってきた。

　人間に懐かないポチのために、アルベルティア王立学院の誇る食堂のシェフたちに協力を願ったのだ。

　ポチのために腕によりをかけたフルコースを用意してくれる、という約束でトワノライトまで走ってくれたのだ。

　本当だったら自分で事情を説明しにいくべきなのだろうけれど、ユウキはどうしても手が離せなかったので。

（よかった、マンドラゴラが弱りきるまえで……）

　ユウキの魔力で、弱ったマンドラゴラを癒やしながらサクラの到着を待っていた――のだが。

「わふわふっ（たのしみだっ）」

　ユウキはしっぽを振り回すポチの頭を撫でてやる。

　アトス山で出会ったときとは、すっかり別犬である。当時は、おっかない魔狼だったので当然だけれど。

　サクラがそわそわした様子で、ユウキに尋ねる。

「それで……聖水を何に使われるんですか？」

　そう、サクラにお願いしたのは、ミュゼオン教団の内部に湧き出る聖水のデリバリーだった。

　この聖水の持ち出しは、結構面倒な手続き等々があるらしいのだが――そこは、サクラとユウキの仲と、トワノライトにおけるピーターの影響力でごり押ししたのだ。

「うん、しょくぶつをそだてるのに」

「え？」

「だから、おにわにつかうの」

「えええ？」

　さすがに、マンドラゴラを育てると伝えたら、サクラを驚かせてしまうかもしれない。

　気遣いのできる六才児なのであった。
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　温室にサクラが持ってきてくれた聖水を運び込む。

「まずは、ドラフォイをたすけよう」

　ユウキの魔力で動き始めてしまったマンドラゴラは、ドラフォイと名付けた。

　由来は――某世界的児童文学の登場人物にあやかった。そのキャラとマンドラゴラ、なんとなく名前に含まれるカタカナが似ているし。悪役のわりに、日本のインターネットでは、やたらと人気が高いキャラだったし。

　ポチといい、ドラフォイといい、ユウキとしても自分のネーミングセンスがアレなのはわかっているのだけれど、変に凝った名前をつけてしまうと後々急に恥ずかしくなってしまうおそれがあるのだ。

　とりあえず、マンドラゴラというのも長くて呼びにくかったし、他の個体と区別ができるようになったし、名前を付けたのはよかったと思う。

　なにせ、ドラフォイにはこれから特殊な治療実験の第一号になってもらうのだ。

　毎日、ユウキの魔力で回復を繰り返していたマンドラゴラだったが、どんどん治りが悪くなってきているのだ。少し回復しても、すぐに元通りになってしまう。

　ユウキが支度をしていると、エマが心配そうに手元を覗き込んできた。

「せ、聖水なんてかけて大丈夫でしょうか……！」

　通常、魔物や魔獣は聖水に弱い。

　だが、マンドラゴラは植物だ。

「ゾンビソウはね……せいすいをかけると、かれちゃうの」

「ひぇっ！」

　エマが悲鳴をあげた。

「もしかして、ゆ、ユウキさんはドラフォイを駆除するつもりですか……？」

「話が違う。ユウキ、どういうことだ？」

　シシリアの声が、冷たく硬くなる。エマを悲しませることをシシリアは望まない。

「ちがう、ごかいだよ！」

　ユウキは慌てて、訂正する。

　植物が瘴気の影響で変質してしまった魔獣の中でメジャーなものが、ゾンビソウだ。

　その正体は、瘴気が枯れ草に作用したものだ。

　幽霊の正体見たり枯れ尾花、とかいうウッカリさんにもほどがある諺ことわざを体現したような魔物だ。そのゾンビソウに聖水を与え続けると、枯れ草になる。

（……あれは、枯れるんじゃなくて、元に戻っただけなんだ）

　マンドラゴラの絶叫が、瘴気による魔獣化の影響だとするならば――聖水を与えてやれば無力化するもとにもどる可能性が高い。

　ユウキは聖水をカップに注いで、凶暴丸出しで「キシィイィ」と甲高い威嚇音をあげているドラフォイに差し出す。

「よし、ドラフォイ。ここに、あしをいれて」

「キーーーィ」

「た、たのむよ」

　意思疎通をしようと思ったけれど、まったく上手うまくいかない。

　スキル『万能翻訳』を持っていても、さすがに植物とは話せるようにならないみたいだ。あるいは、ポチと話せるようになったように、いつかアプデが入るのだろうか。

　ユウキが悪戦苦闘していると、

「……あ、あの。私にやらせて、く、くださいっ！」

　エマが声を上げた。

　園芸の天才、とシシリアが呼んでいた人だ。

　その目には、今までにない力が宿っている。

「そ、そ、そうですよね、私、忘れてました。この子は、植物なんですよね――それなら、私は絶対に失敗しません」

　エマが、自分に言い聞かせるように呟く。

　謎の魔獣マンドラゴラではなく、あくまで植物――。

　そう思えば、エマにはできることがいくらでも思いついた。

　汲きゅう水すいが悪くなった根への対応、弱っている葉への治療……。

「焦らないことが、園芸の基本っ、でしゅ！」

　盛大に噛んだエマだけれど、とても頼もしい。

　ユウキは頷いた。

　ここは、彼女に任せておくべきだろう。

　手順を共有して、エマが集中できるようにユウキは一度温室を離れることにした。




　聖水を届けてくれたサクラには、温室の外で待機してもらっていた。

　万が一、治療中にドラフォイが叫びだしてしまったら大変だからだ。

　そんな危険に、部外者であるサクラを巻き込むわけにはいかない。

（ドラフォイのことはエマさんに任せるとして……あとは、植えてあるマンドラゴラを聖水で育てたり、色々と試さなくちゃ）

（さて……どうなるかなぁ……）

　この後の段取りを考えながら、ユウキはサクラのもとへ急ぐ。

　魔術学科の校舎の外にある、いい感じのベンチで待ち合わせをしているのだ。

　アルベルティア王立学院に興味津々だったサクラは、校舎内を見て回りたいだろうから……というユウキなりの気遣いである。

　ユウキが待ち合わせ場所に行くと、待っていたのはサクラひとりではなかった。

「おまたせ……あっ」

「ユウキさん、このかたがサクラさんですか？」

「ロザリアさん、どうしたの？」

　アルベルティア王国の氷の末姫。

　ユウキの同級生である、ロザリアがサクラの隣に座っていた。

　もちろん、サクラはカチコチに緊張している。

　貧乏貴族の七女である。

　なまじ庶民ではないだけに、天と地ほどの身分差を感じてしまう。

「すみません、すみません、私ごときのしみったれた役立たずが王女殿下と同席を賜るなんて、身に余る光栄でございます」

「いえ。ユウキさんのことを色々と聞かせていただき、ありがとうございます。でも――」

　そして、ロザリアは――なぜかサクラに何かしらの対抗意識を持っているようである。

「学院でのユウキさんのことは、ご心配なくお任せくださいね。サクラさん」

「ひゃい……」

　ロザリアが浮かべた牽制の微笑みに、サクラはさらに石化した。

（な、なにこの空気……？）

　ユウキとしては、困惑である。

　今はサクラがトワノライトに帰るための馬車を手配してもらっている間の待ち時間だ。

　食堂のフルコースに釣られてサクラを迎えに行ってくれたポチは、もうテコでも動かない態勢に入ってしまっているのだ。軽々しくパシリにされるのはプライドが許さないのだろう。

「そうだ。ユウキ様、もっと聖水は必要でしょうか？」

　サクラが期待を込めて質問する。定期的に学院を訪れる口実になるかもしれない。

「えっと、それは……ぼくしだいかな」

「はい？」

「ぼくが、せいすいを……おとりよせできたら、かいけつなんだ」

　そう。水の供給というのは、植物の栽培においてかなり大事だ。

　魔術に大事なのは、明確なイメージ。今まで何度か『とりよせ魔術』の練習をしているけれど、今のところ成功しそうにない。

　カップラーメン。

　チーズバーガー。

　コンビニチキン。

　思いつく限りの、ジャンクで味の濃い食べ物をイメージするのだけれど、まったくもって取り寄せできる気配がない。

　どうしてだろう、あんなに好きだったのに。

　異世界の赤子として、果物となんか味の薄い飯と塩味一本勝負の料理で育ったこの六年間で、前世の思い出がぼやけてしまったのだろうか。

　悲しきかな、人の脆ぜい弱じゃくな記憶力。

　でも、失ったものばかりではない――とユウキは思う。

　この世界に来てから、大切なものも増えたのだ。

（だったら、逆に……この世界のものから練習する！）

　たとえば、自転車に初めて乗れた日を思い出してほしい。

　何か技術を習得するときには、最初の一回目を成功させることが一番難しい。そのあとは、ハッキリ言ってしまえば、一回目の再演でしかない。

　この六年で、ユウキが一番長い時間を過ごした場所は、もちろん魔の山アトスの山奥にある、オリンピアの結界だ。

（母さんの……オリンピアの泉から、直接水をお取り寄せする！）

　魔術学科選抜試験のときには、土壇場まで追い詰められていたから防御魔術とやらを習得できた。火事場の馬鹿力というやつだ。

　今までは、感覚でうまいこといっていた。

　とりよせ魔術では、まだその感覚を掴めていないようだ。

　リルカが「補助をしてやる」と言って、ユウキの右手に何か仕掛けをしてくれていたので、あくまでユウキ側の問題のはずだ。

「だから、たぶんサクラにたよらなくても、だいじょうぶ！」

　ユウキはぐっと親指を立てて見せる。

　サクラも、今やトワノライトで人気の聖女だ。しょっちゅうアルベルティア王立学院に呼び出すわけにもいかないだろう。

「あ……そうですか……」

「あれ？」

　サクラは、なぜかシュンとしてしまった。

　その横ではロザリアが何故かホッとした雰囲気をかもしだしている。

「ユウキさんでしたら、きっとすぐに習得できるかと」

「きたいしてくれて、ありがとう」

「それにしても、ここが魔術学科の校舎なのですね……入学してから、実際に来たことはありませんでした」

「そうなんだ。きょうは、どうして？」

　正直、ロザリアがいて驚いた。

　サクラをひとりで待たせるのは申し訳ないな、と思っていたので助かったけれど。

「……ユウキさんのお友達に、挨拶をしておこうかと」

　やはり王族ともなると、色々と気を使うことも多いんだろうな。

　ユウキは感心してしまった。

　しばらくすると、クリストフがやってきて馬車の準備ができたことを教えてくれた。

　クリストフも外出する用事があるのでサクラもその馬車に同乗してはどうか、とのことだ。

「でぇっ!?　王太子殿下と同乗ですかっ！」

　サクラが目を白黒させている。

　すっかり恐縮してしまっているようだ。

　ぶつぶつと自己肯定感低めの独り言を高速で繰り出しながら頭を抱えている。

「お兄様、お帰りまでしばらくかかるのでしょうか」

「そうだね、城で会議があるから」

「なるほど」

　むふうっと、ロザリアがヤル気に満ちた表情で身を乗り出す。

「では、その間はユウキさんは寮の部屋におひとりなのですね」

　ユウキは普段、寮長であるクリストフと一緒に生活している。

　クリストフに取り入ろうと集まってくる生徒たちから距離をとるための、ちびっこボディガードをしているのだ。

　……ロザリアは、クリストフの不在期間を確認して何をしたいのだろう。

「あ、ぼくも、りょうにいないんだ」

「……えっ」

「クリストフさんがいないあいだに、とっくんするんだ。がっしゅくで」

「合宿ですか」

「うん。バジールさんのおへやにとまりこむんだ」

「バジールさんの……」

「うん、シシリアさんが、はなしをつけてくれたんだ」

　ユウキとシシリアの他に、魔術学科への選抜試験をパスしたメガネ男子だ。

　バジールはあらゆる点で優秀な男子生徒らしく、他の生徒の補習などで引っ張りだこ――要するに、教え上手なのだそうだ。

　すでに知り合いだったシシリアが、バジールに話を通してユウキが「とりよせ魔術」を習得できるように合宿をしてくれるよう掛け合ってくれたのだ。

　――別に、礼には及ばない。エマの手伝いの報酬だから。

　なんて、シシリアは言っていた。

　けれど、まさか他の生徒も巻き込んでまで奔走してくれるとは思っていなかった。

　実際、シシリアからの手ほどきで、ユウキは魔術を少しずつ習得してきている。

　防御魔術を自分の意志で展開できるようになったし、今朝はついに「魔術といえばコレだろ」とユウキが思い描いていた指先から火を出すアレをできるようになった。

　だが、とりよせ魔術の習得には至っていない。

「バジールですか。彼なら安心だ」

　とクリストフが微笑む。どうやら彼は、バジールと顔見知りみたいだ。

「おしりあい？」

「彼はお兄様の同級生なのですよ」

「くりすとふさんと……じゃあ、らいねんそつぎょう？」

「ええ、そうです」

　クリストフの表情が少し曇った。

　どうやら、バジールとクリストフの間には何かありそうだ。

「……僕としては、バジールには学院に残って研究をしたり教きょう鞭べんをとったりという進路も考えてほしいんですが」

　アルベルティア王立学院は、六年制になっている。

　ユウキのような飛び級的な入学者もいるので一概には言えないけれど、日本でいう中学から高校にあたる教育機関のようだ。

　ユウキは一年生。クラスに六才児はユウキのみだ。年の近いロザリアは八才くらいだろうか。他の生徒は十才から十二才くらいに見える。

　ちなみに、シシリアとエマは三年生だ。見た目からすると、二人とも十五歳前後だろう。

（たしかに、バジールさんってちょっと年上っぽかったな）

　そうだとすると、たしかに違和感がある。

　とても優秀だというバジールが、なぜ今になるまで選抜試験を受験していなかったのだろう。

　合宿中、機会があったら訊きいてみよう。




　クリストフとサクラの出発を見送って、なぜかションボリしているロザリアと別れて、ユウキはふぅっと息をついた。

（よし、頑張るぞ！）

　もう魔術合宿のための手荷物はまとめてある。

　ユウキは足早に、バジールの部屋に向かった。




◆




　バジールの部屋は、男子寮の奥まった場所にあった。

「こんにちは！　ユウキです！」

　元気に挨拶。人間関係の基本だ。

　ドキドキしながら待っていると、バジールが出てきた。

「やあ、待っていたよ」

　黒髪に眼鏡という異世界感ゼロの出で立ちだ。

（というか、この世界って眼鏡あるんだな……初めて見たかも？）

　レンズの加工というのは高度な技術なのでは。やはり医療器具扱いなのだろうか。

　この世界では眼鏡って、どれくらい普及しているのだろう。

　そんなことを考えていると、バジールが首をかしげる。

「……これが珍しい？」

「あ、ごめんなさい！　ジロジロみちゃった」

　失礼なことをしてしまった。

　バジールは優しそうに微笑んで、「気にしないで」と言ってくれる。

　六才児から見ると、十七才の少年も大人に見える。

「それじゃ、入って」

「はいっ」

　バジールに連れられて部屋に入る。

　クリストフの寮室のような広々とした感じはないが、寝室とリビングルームのある、それなりに立派な部屋だった。

「どうぞ。お茶は出せないけど」

「はい、しつれいしますっ」

　バジールにすすめられた椅子に座る。

　椅子もそうだけれど、部屋全体が質実剛健で、無駄な装飾が一切ない。

「……君、まだ小さいのに礼儀正しい子だね」

「そ、そうかな」

　六才児としてのびのびと生活していたユウキだが、前世の社畜生活で染みついたマナーはまだ生きているかもしれない。

「うん、昔の僕みたい」

「は、はあ」

　自信過剰な発言だ。もしかして、今のはギャグだろうか。判断に迷う。

　もしかして、マジメに見えて面白い人なのか？

「魔術の特訓をしたい、ってことだけれど？」

　ユウキは頷いた。シシリアが話を通してくれているので、とてもスムーズだ。

「はい！　とりよせまじゅつが、どうしてもうまくいかなくて」

「取り寄せ魔術？」

　リルカが一度だけ見せてくれた、とりよせ魔術のことを説明する。

　ユウキが元いた世界から取り寄せた、という情報は一応伏せておく。

　今まで出会った人たちは、ユウキが異世界からの旅まれ人びとであることは意外とすんなり受け入れてくれたけれど、言いふらすようなことでもない。

　バジールはユウキの話を黙って聞いてから、腕組みをした。

「なるほど……その、とりよせ魔術というのは確立した術式が存在しないものなんだ。僕も初耳だった。だが、リルカ殿がやってのけたというなら納得だな」

「やっぱり、むずかしいんだ……」

「大丈夫」

　バジールがきっぱりと言い放つ。

「合宿とシシリアに言われたけれど……僕は今日中に片を付けるつもりですよ」

「きょ、きょう!?」

　なんて自信なんだろう。

　バジールは驚くユウキに、ふっと微笑んでみせた。

　部屋の片隅にある小さな書机について、ふむっと唸って顎に指を乗せた。

「空間同士を接続させる魔術は存在するが、あれはあくまで映像だけ。ということは……」

　ぶつぶつと独り言をつぶやきながら、バジールが何やらメモをとっていく。

　理論派だ。

　ありがたいな、とユウキは思った。

　はじめ、ユウキはシシリアに魔術を習おうと思っていた。

　だが、彼女は魔術オタクではあるが――根性でどうにかするタイプだったのだ。

　とんでもない試行回数をブン回すのが苦ではないタイプで、自分自身が魔術を習得し、行使することに無上の喜びを感じるタイプだった。

　もちろん、彼女の中でなんらかの理屈はあるのだろうが、それを誰でもわかる言語にすることは得意ではないのだろう。

　シシリアの魔術講座は、『ぎゅっ』『どかーん！』『ででずい！』『ぐりんちょ！』などの癖の強い擬音で溢れていたため、ユウキにはまったく理解ができなかった。

　バジールとは、アプローチが真逆である。

「では、イメージを集中するべき部位は……ん、よし」

　自分のメモを何度も見直しながら、バジールは「ふむ」と頷く。

「ユウキくん、取り寄せたいものは決まっていますか？」

「はいっ、えっと……こきょうの、みずなんです」

「水？」

「はい、みずです」

「……ちょっと想定外だけど、逆に感覚の集中コンセントレートという意味だといい対象かもしれない」

　ぶつぶつ、と独り言が始まった。

　立ち上がって、部屋の中をぐるぐると歩き回る。

　考えをまとめるときの癖のようだ。なんだか、探偵みたいでかっこいい。

　手持ち無沙汰になったユウキは、バジールのメモを覗き込む。

　書いてあることを、なんとなく読んでみた。

「えっと、『しゅうちゅうのかぎは、ききて』『まいんどぱれす、をおうよう』……？」

　集中の鍵は、利き手。

　マインドパレスを応用。

　あくまでバジール自身の理解のための走り書きだ。

　魔術の覚えがないユウキが読んだところで、何がなにやら。

　バジールの考えがまとまるまで、大人しくしておこう。

　こういうときにポチがいると、じゃれたりモフったり暇つぶしができていいのだけれど……と思っていると、目の前にバジールが立っていた。

　突然の急接近。ホラーの間合いだ。

「うわあっ！」

　勘弁してくれ、とてもビックリした。

　バジールが驚いた顔でユウキを見つめている。

「君、これが読めるのか？」

「へっ？」

「これは僕が今、研究している古代言語だぞ！」

「ええええっ」

　なんで、そんなものでカジュアルにメモをとっているんだ。

　変な人なのかもしれない。

「僕はこの数年、先生方と合同で学んでやっと読み書きができるようになってきたんだ……慣れようと思って、普段のメモにも使っていたんだが」

「なるほど……」

「君がどうして、このメモを読める……？」

「うーん、たぶん……ぼくの、すきる……」

「スキル？」

　バジールに入学試験の際に判明したスキル『万能翻訳』について説明をした。

　心当たりがあるとすれば、あのスキルだけだ。

　マンドラゴラやポチの意味のない鳴き声は翻訳できないが、相手に意思伝達をする意図がある音声や文字ならばきちんと翻訳してくれるらしい。

　それが、古代言語であろうとも。

　とはいえ、ユウキの目には普通に母語である日本語というか、『なんの違和感もなく読める文字』として認識されてしまうようだ。

　ユウキは、震えた。

（これ、あれだ。『俺、なんかしちゃいましたか？』を誘発する危険な仕様だ……）

　転生してから心に決めていた。過酷な世界で生き抜くオトナたちがたくさんいるこの世界で、『俺、なんかしちゃいましたか？』とか抜かすのは恥ずかしすぎる――絶対にそんなセリフだけは吐かないようにしなくては、と。

　改めて気をつけよう、とユウキは心に誓った。

　いや、本質的には気をつけようがないのだけれど。

「素晴らしい。『万能翻訳』か……じゃあ、君が図書館塔に行けば……いや、それは今は本筋ではないな、失礼」

　興奮を抑えきれない様子のバジールが「こほんっ」と咳払いをした。

　バジールが、ユウキの右手をとる。

　思ったよりも温かい手をしている人だな、と思った。

「魔術の基本はイメージという話は、知っているね？」

「はいっ」

「いい返事だね。この右手に、とりよせる物質のイメージをすべて集める……というイメージを抱いてくれ」

　イメージをイメージ。

　とにかく、イメージが大事。

　ユウキはそっと目を閉じた。

「いいね、感覚を右手に集めよう。僕の手が触れているのがわかるだろ。その感覚に集中してみて……少しずつでいい」

「はいっ」

　温かいバジールの手。

　皮膚の感触、体温、微かな動き……少しずつ、感覚が鋭敏になってくる。

　呼吸がゆっくりになる。

　集中、集中、集中――。

　ユウキの集中力が高まったのを見計らって、バジールの手がそっと離れた。けれど、ユウキの右手に宿った体温の感触は不思議と途切れていない。

　まるでユウキの意識がすべて、右手に宿ったみたいだ。

「次に、取り寄せたいものがある場所に行こう」

「いく……？」

「君の意識だけが、その場所に移動するイメージだ。この部屋を出て、学院から出発して、少しずつ、少しずつ、近づいていく……」

「ふむぅ」

　バジールに言われたとおりに、意識を動かしていく。

　簡素な椅子から立ち上がり、バジールの部屋を出る。

　情報量の少ない簡素な部屋から、廊下へ……。

「階段を降りると、右手には不細工なガーゴイルの石像がある……そのまま、ドアを出て……」

　たしかに。

　階段のところにある、あの石像。

　すごい不細工、だよな――そう思ってたのは自分だけじゃなかったんだな、とユウキは密かにホッとした。

（バジールさん、すごいな……イメージが、鮮明になっていく……）

　馬車に乗って、トワノライトへ。

　精霊石エヴァニウム鉱山がそびえ立つ、特徴的な街。

　ブラック・ウルフたちが徘はい徊かいしている平原を、飛ぶように移動する。

　――禍々しいオーラを放つ『魔の山』が遠くに見えてきた。

「見えているイメージを、口に出しながら移動してみて」

「むこうの……どんよりしてるそらに……やまがみえてくる……」

　あの山の奥深くに、オリンピアの結界がある。




　――ああ、そうだ。




　ユウキの意識が、アトス山に移っていく。

　あのへんに、変な形の岩があったな。

　ポチが潜んでいた洞窟があって。

　そうだ、あのあたりで、ルーシーがナイフをくれたんだ。

　小さな弟子が、小さな手でも扱えるような、小さなナイフ。

　けれど、『母上』だったルーシーがユウキの『師匠』になってくれた瞬間だった気がする。

（あのナイフ、ずっと使ってるから手に馴染んでるんだ……柄がつるっとしてて、木目が……）

　右手にあのナイフの感覚が蘇ってくる。

　――そうだ、あのナイフでオリンピアの育てた果物を切り分けたり。獲物を仕留めて、解体したり……現代っ子であるユウキにはゴア表現がきつかったが、命をいただくということを学んだっけ。

　ショウジョウサルモドキ。

　エットウゾンビソウ。

　クライワーム。

　シモフリリュウモドキ。

　思い出すだけでも、色々な魔獣を狩ってきた。

　たまにルーシーと一緒に狩りに出かけて、一緒に帰った道を思い出す。

　かっこいい、師匠の背中。ユウキを見下ろす視線は慈愛に満ちていた。

　枯れ果てた木々が減っていき、オリンピアの結界の内部に入っていく。

　周囲に少しずつ、生きた緑が増えていく。

　凍った地面を踏むシャリシャリとした感触が、若草を踏む柔らかいものに変わっていく。

　四季に咲き乱れる花の香りが、胸いっぱいに満ちていく。

　――おかえりなさい、ルーシー、ユウキさん！

　こちらに大きく手を振るオリンピア。声が弾む。

　ユウキが過ごした小屋が見えてくる。

（……その、手前！）




　オリンピアが守っている、精霊の泉。

　結界の中心部である、あの泉の水。

　ユウキが毎日飲んで育った水であり、

　精霊の力が満ちている、ミュゼオン教団の聖水の超強化版だ。




　……どこまでも透き通っている泉の前に立つ。

　そうだ、このあいだの里帰りのとき。

　シモフリリュウモドキの氷核コアを沈めていた泉から、そっと引き上げるとき。

　右手が、ぽちゃりと泉に入る。

　冷たくて、ひやりと清らかで、気分までスッとする。

　水面に波紋が広がって、キラキラと光を反射して――。

（綺麗だ。そうだ、これが、泉のイメージ……）

　ユウキの右手に、綺麗で清浄な水のイメージが集まってくる。

　あの水を、右手に掬すくい上げて……。

　あれ、なんだか足が冷たい。

「っ、ユウキさん！」

　バジールの声が聞こえて、目を開く。

　右手の甲が熱を持っている――手の甲に、赤い紋章が浮かび上がっていた。

「……あ！」

　右手から、水が溢れている。

　どばどばと、とめどなく流れ出ている。

　冷たい、冷たい。

　バジールが興奮ぎみに叫んだ。

「成功ですよ、すばらしい！」

「うわあああ、うぉおたぁあああ！」

　ユウキは叫んだ。ヘレン・ケラーばりに叫んだ。

　とりよせ魔術を、ついに発動できたのだ！

　……というか。冷静になったユウキは、大きな不安に襲われた。

　右手から湧き出てくる水が、全然、止まる気配がないのですが。

「こ、これどうやってとめるの！」

「そうか。これは泉の水……個別の物品じゃないから、泉の水すべてでひと続きというカウントに……？」

「ええええっ」

「こちら側で止めないといけませんね」

　あの泉の水が涸かれるまで右手から溢れ続けるということか。

　寮が水浸しになってしまう。

　というか、あの泉が枯れたらまずいのでは！

「た、たすけてぇえぇ」

「落ち着いて。水を止めるイメージを。たとえば、そうですね、川をせき止める堤防とか」

「みずを、とめる」

　そんな難しいこと……ん？

　ああ、そうだ。

　ユウキは思い出した。

　前世ではなんの疑問もなく使っていた、文明の利器。上水道。

　その、末端の末端ならば右手で操作できるはずだ。

（じゃ、蛇口だ！）

　右手のイメージを、オリンピアの泉から水道の蛇口に切り替える。

　人生で何百回、何千回、何万回と繰り返していた行動。

「きゅっ！」

　右手を時計回りにひねって、蛇口を締める――。

「と、止まった」

　ふうっ、とバジールが息をつく。

　落ち着き払っていたけれど、さすがにバジールも焦っていたようだ。

　ユウキは、周囲を見回してみる。

（びっちゃびちゃだ……うわあ……）

　バジールの部屋が、水浸しになってしまっている。

　とんでもないことだ。階下の住人は大丈夫だろうか。

「……一応、この部屋の床は防水してあるよ」

「そうなのっ」

「防火処理もしてある」

「そ、そこまで？」

「他にも魔術的な結界をいくつか」

「お、おお……」

「部屋が水浸しになるなんて、日常茶飯事だからね」

「にちじょーさはんじ!?」

　バジールが照れくさそうに笑う。

　こうして笑うと愛あい嬌きょうのある人だな、とユウキは思った。

「僕はシシリアと違って、魔術の実践には適正がないからね。失敗も多いんだ」

　実践のシシリア。

　理論のバジール。

　もちろん、あの振り分け試験をくぐり抜けてきた人たちだから、一定のレベルにはいるだろうが――本人たちの中では、くっきりと得意分野に差があるのだろう。

　それにしても、だ。

　ユウキは自分の右手をじっと見つめる。

「……できちゃった」

　じわじわと、実感が湧いてきた。

　とりよせ魔術を、習得してしまった。

　バジールの導きのおかげで、成功するときのイメージが明確になった――おそらく、あとは自分で再現できそうだ。

「すごいよ！　ありがとう、バジールさん！」

「いえ、僕はお手伝いをしただけですから」

　照れ隠しなのか、そっけない態度だ。

「ところで、ゆかは、まじゅつでどうにかするの？」

「そんなことに魔術は使えませんよ。普通に掃除します」

「だよね」

　そんな都合のいいことはないらしい。

　魔術の大家であるリルカが結構な汚部屋の住人であることを考えると、魔術師といえども掃除は地道にやるしかないみたいだ。

「だいじょうぶ、そうじはとくいだからっ」

　ピーターのお手伝い屋さんでの業務の多くは、瘴気に汚染された場所の清掃だった。

　ユウキが制服を腕まくりする。と、バジールがやんわりと制止してきた。

「いえ、原状復帰は僕がやっておきますよ」

「えっ、でも、ぼくがやっちゃったことだから」

「気にしないでください。それよりも、今の感覚を忘れないうちに反復練習を――君のとりよせ魔術が、シシリアたちの助けになるんだろう？」

　眼鏡の奥で、バジールが控えめにウインクをした。

　地味な見た目に反して、ものすごくお茶目で男前な人なのかも。

　ユウキは少し迷ったけれど、バジールの心意気に甘えることにする。

「おんしつに、いってきます！」

「うん、シシリアにもよろしくね」

「はいっ！」

　バジールの部屋から飛び出した。

　階段を駆け下りて、不細工なガーゴイルの石像をスルーして外に飛び出す。

　エマとシシリアが待っている温室に走っていく。

　――と、向こうから走ってくる人影があった。

「ゆ、ゆゆゆ、ユウキさんっ！」

　頬を紅潮させたエマだった。興奮を隠しきれない様子で、こっちに走ってくる。

「ドラフォイが、聖水で元気になりました！」

　ユウキは、ぐっとガッツポーズをする。

「ぼくも！　とりよせまじゅつ、できました！」

「すごいですっ！」

　エマが細い身体で、ユウキを抱き上げた。

　やった、やったと喜びあう。

　聖水をおとりよせできるようになれば、実験が自由にできる。

　マンドラゴラの安心安全な栽培に、希望が見えた。










八、空前のペットブーム～一方その頃、トワノライト～




　叫ばないマンドラゴラの栽培は、大成功した。

　植えてあるマンドラゴラを一定期間、聖水だけを使って生育することで、鳴き声が完全に無害な個体が生まれたのだ。

　エマの研究によると、聖水を使って育てた場合でも土壌が瘴気に汚染されている度合いが高いと、効果は薄いみたいだった。引き抜く際の叫び声を聞いた人が、頭痛を訴えたり憂鬱な気分になったり……と、軽微な症状を訴えた。

　逆に、まったく瘴気がない状態になると、マンドラゴラはただのニンジン的なものになってしまうようだ。劇的な薬効もなくなってしまうようで、加減が難しい。

　だが、これは大きな前進だ。

　今日も今日とて、ユウキが昼過ぎに園芸部の温室を訪れると、肩にドラフォイが飛び乗ってきた。

「やあ、おはよう」

「キキキキィッ！」

「わふっわふっ！（出たな、気色の悪いニンジン！）」

「キキッ！」

　ドラフォイとポチが追いかけっこを始める。

　あまり仲良くはないが、毎日飽きずにじゃれ合っているのが微笑ましい。

　温室で忙しく作業をしていたエマが、ユウキを見つけて駆けてくる。

「ゆゆゆゆ、ユウキさん、聞いてください！」

「エマさん、どうしたの？」

「あ、の、このたび、なんと、あああ、歩きマンドラゴラ部が立ち上がりました！」

「あるき、まんどらごらぶ……！」

　マンドラゴラについて、もうひとつわかったことがある。

　ユウキが魔力を注いだマンドラゴラは、元気いっぱいに二足歩行を始めるのだった。

　しかも、性格は温厚。

　いつの間にか『歩きマンドラゴラ』と名付けられた彼らは、アルベルティア王立学院内で人気のペットとなっていた。

　女子生徒が、可愛いからという理由でほしがるのだ。

　ユウキとしては、豚の鼻みたいな顔をしていると思うのだけれど。

（わからない、若い子の感性……）

　見た目は六才児、感性はおっさんだしな……とユウキはなんとも言えない気持ちになった。ユウキの年齢の問題ではなく、エマの美的感覚が特殊なだけかもしれないが。

「キキッ？」

　思わず眉間に皺を寄せていると、ドラフォイがユウキを見上げて身体を傾げる。

　……こうして毎日触れあっていると、なんだか少し可愛く思えてきた気もする。たぶん、だけれど。

「というわけで、ユウキさん……この子たちをお願いします！」

　エマが引き抜いたマンドラゴラを指さす。

「きょうは、ごたい？」

「はい、五体です……さすがに薬用のマンドラゴラのほうが優先です」

　なんと、歩きマンドラゴラを飼ってみたいという生徒からの発注はすでに二十人待ちになっているそうだ。だが、園芸部の温室の広さには限りがあるし、ユウキの「とりよせ魔術」で取り寄せられる泉の水にも上限がある。

　無尽蔵に水が用意できない以上は、ペット用に栽培できるマンドラゴラの数にも限りがあるわけだ。

　それにユウキも魔術を使うと、それなりに疲れてしまうのだ。それに集中力がなくなると、魔術はさっぱり使えなくなってしまうから、少しセーブしないといけない。

　……とはいえ。マンドラゴラを安全に栽培、収穫できるようになった――というのは、かなり画期的なことらしい。

　すでに園芸部には王都アルベルから視察が来たり、リルカの知り合いだという学者が見学に来たり、なかなか忙しい日々を過ごしている。

　マンドラゴラの安全な栽培方法を発見したのは、ユウキではなくエマということにしてもらっている。

　エマは最初、かなり遠慮していたけれど――ユウキからの強い希望で、どうにか承諾してくれた。

（実際、試行錯誤して成功まで持っていったのはエマさんだしね。俺は、とりよせ魔術で水を引いてきてるだけ！）

　ユウキとしては、全然詳しくない分野であるマンドラゴラの栽培で注目されることは避けたいところだ。リルカに目をかけられているという情報が合わさると、もう収拾がつかなくなってしまうだろう。いわゆる、神童扱いである。

（ほんとに、ただの偶然だから勘弁してくれ……ハードルが上がるのは辛いって！）

　――すでに、王立学院内ではユウキへのハードルは上がりきっているのだ。

「あ、ユウキさんだ！」

「やばい、可愛すぎる！」

「あれで超優秀な魔術師だもんね」

「歩きマンドラゴラの制作者でしょ、神すぎる」

　遠くから聞こえる声に、ユウキはもにょもにょと声にならない声をあげるのだった。

　照れくさいので、やめてください――。




　ユウキにとって、いいこともあった。

　とりよせ魔術のコツを、完全に掴んだのだ。

　ついに、元の世界からショウユを取り寄せるのに成功したのだ！

　感動である。




　やっと、これで自由に料理ができる。

　味み噌そや納豆を取り寄せたら、それを元にこちらの世界の穀物で発酵食品を作れたりするのだろうか……いや、それって安全性は大丈夫なのか。

　期待に胸を膨らませるユウキだった。

　リルカ（の立体映像）と面談すると、『うん、この眼でなんとなーくは見ておったぞ』とウキウキのご様子だった。生徒の活躍にご満悦である。

『さっすがは、我が生徒だな！　とりよせ魔術も早々にマスターして、さらにはマンドラゴラの培養なんて、やってるのぉ』

　結果としてはバジールのおかげで、魔術のコツを掴めてきたわけだが。

　リルカはユウキの先生なのだから、とりよせ魔術についてはリルカが教えてくれればよかったのでは……と、ちょっと釈然としない気持ちである。

（リルカ先生も何才だか知らないけど、いい年して引きこもりってどうなんだろう……いや、リモートワーク自体はいい文化だけどさ）

　そして。

　マンドラゴラの栽培に成功した功績で、エマは特別聴講生として魔術学科に所属することになった。

　園芸の世界は、あまり広くない……とはいえ、薬草としてのマンドラゴラの需要は巨大だ。エマはその分野の第一人者として、正式に研究をすることになるらしい。

　そして、もうひとつわかったことがある。

　エマがマンドラゴラの栽培にこだわっていたのにも、実は理由があったのだ。

　エマの編入が決まってから、シシリアがそっとユウキに教えてくれた。

『あの子、マンドラゴラが可愛いからって言っていたでしょ……それだけじゃないの。エマには病気の妹がいてね。マンドラゴラの薬効がないと、完治は難しいといわれているんだ』

　庶民であるエマが必死に努力してアルベルティア王立学院にやってきた理由が、妹を治す方法を見つけるためだったらしい。

『魔力も家柄もお金も、何もないのにさ……バカだよね。あの子、昔からホントに庭のこと以外はダメなんだよ』

　そんな風に毒づくシシリアは、愛おしそうな表情をしていた。

『ユウキ。ありがとう、あの子と一緒に学ぶ機会をくれて』

　それについては、本当に何もしていないのだけれど……と思いつつも、ユウキは何も言わずに頷いた。




◆




　――一方その頃、鉱山都市トワノライトでは。

　お手伝い屋の店主であるピーターは、愛娘アキノの淹れたお茶を飲みながら午後の時間を味わっていた。

　早起きのピーターと、遅起きのアキノ。少しずつ生活リズムの違う父娘あわせて、一日中いつでも困っている人に対応できるようにしているわけだ。

　二人にとっては、昼食の時間が親子水入らずのひとときだ。

　まだ寝起きのアキノは、いつものパンと牛乳を食べながら眠い目を擦こすっている。

　新聞に目を通していたピーターが、「おや！」と声を上げる。

「すごいなぁ、ユウキ殿。もう頭角をあらわしているみたいだ」

　ピーターが愛読している新聞。その片隅のアルベルティア王立学院で開発されたマンドラゴラの安全な栽培法の研究についての記事に、ユウキの名前を見つけたのだ。

「さすがはユウキさん。あたしも鼻が高いなぁ」

「あはは、すっかり姉さん気分だね」

「別に、そういうわけじゃないけど……」

『そうじゃぞ、ユウキは私の生徒だからな～』

「……ねえ、父さん」

　アキノが、ぽつんと呟く。

　新聞から視線をあげて、ピーターが微笑んだ。

「なんだい、アキノ」

『うむ、怖い顔をしておるな？』

「もーーーーっ！　なんで、この人がいるわけっ!?」

　テーブルの上にゴロンと寝転んでいるリルカを指さして、アキノが叫んだ。

　ダイニングにある大きくて立派なテーブルの天板には、お馴染みの魔法陣が光っている。その上に寝転がったリルカが、『いぇい』とピースして見せた。

『なんだ、悪いか？』

「悪いっていうか……そんな自宅みたいなくつろぎ方はさすがに変でしょ」

『いや、私の本体は自分の部屋にいるんじゃが？』

「そ、そういうことじゃなくて……」

　はぁ、とアキノが溜息をつく。この魔術師には話が通じないと悟ったのだ。

「っていうか、最近しょっちゅう来てるじゃない」

『んー、生徒の様子を教えておこうと思っただけなのじゃが』

「リルカ殿は、昔から寂しがりなところがありますから」

　ピーターが言うと、リルカが心外だという顔で起き上がる。

『寂しいわけじゃない！』

「でも、旅が終わった後にどうしてもっていうんで、この魔法陣付きのテーブルをここに置いたんじゃないですか。他にも、あちこち配ってるでしょ」

『な、なっ』

　ぐぅの音も出なかったのか、リルカが珍しく黙ってしまった。

「ユウキ殿の様子でしたら、隊長や姫様に伝えてさしあげては……？　まあ、旅の身で、魔法陣を託すわけにもいかないでしょうけど」

　ピーターはかつて魔王討伐の旅を率いていたルーシーをいまだに隊長と呼んでいる。そしてオリンピアのことは親愛を込めて、姫君と。

『……オリンピアのところも、あやつの結界が邪魔して少しも入り込めんのじゃ』

「リルカ殿でも、できないことがあるんですか」

『そりゃ、な。一度も入り込んだことのない結界には入り込めんよ』

　リルカは、ぷくーっと頬を膨らませる。

　見た目は美少女だけれど、大概の人間よりも年上の長命種……のはずが、外見の年齢相応の振る舞いが抜けきらないリルカである。

『というか、精霊の結界内に入り込むとか、普通はできんのじゃ……ユウキみたいな出自じゃなければな』

　ユウキにとっては生まれ故郷であるオリンピアの聖域だが、それ以外の人にとっては魔術的な干渉が何よりも難しい領域だ。

　だからこそ、マンドラゴラの栽培は聖域の泉から水を引くことができるユウキなしでは、絶対に成り立たないのだ。

「はぁ……まあ、せっかく来たんだったら、お茶でもどうです？」

　アキノの言葉に、リルカは肩をすくめる。

『んー、目の前にいるように見えるだろうが、こいつはあくまで私の幻影だからな。こっちからそっちに干渉して何かを渡すのはできなくはないけれど、逆はできんのよ』

「そうなの？　でも、この間はユウキさんが、あなたの腕引っ張ってたけど」

『だーかーら、それだけあの子が特別だってわけじゃよ』

　ふふん、となぜか自分が誇らしげなリルカである。

「楽しそうですね、リルカ殿」

『ん、まあな。今度、少年には私から直々に課題を出してやろうと思ってる』

　むっふぅ、と得意げなリルカに、父娘が顔を見合わせる。

　ピーターは心底驚いた。この引きこもりで人嫌いの魔術師が、こんなに乗り気になっているとは珍しい。たしかに、この家もユウキがいたころには普段と違う賑わいを見せていた。

　ユウキという少年の周りは、本当に面白いことが絶えないようだ。










九、リルカの薬草学実習




『というわけで！　今、薬草学がアツい！』

　魔術学科長室に集められた生徒たちの前で、魔法陣から生えてきたリルカの立体映像が演説する。

　それを聞きながら、ユウキは周囲の生徒たちをそっと観察する。魔術学科の生徒が全員揃った――ということだけれど、全学年を合わせても二十人強しかいないようだ。

　少数精鋭といえば聞こえはいいけれど、現在、魔術はややオワコンだという情報と合わせると寂しい限りだ。

「リルカ様、薬草学がアツいのはわかりましたが、僕たちとなんの関係が？」

　バジールが挙手をして、質問した。

　彼は魔術学科では新入りではあるものの最高学年で、すでにみんなのまとめ役のポジションに収まっている。信頼が厚いのだ。

『うむ、魔力を使ってドッカンばっきゅん大騒ぎするだけが魔術ではない……百年も前に遡れば、薬草学も魔術師の職業領域だったのじゃぞ』

「そんな、大昔の話をされても……」

　うんざりした様子を隠そうともしないシシリア。

　彼女はまさしく、ドッカンばっきゅん大騒ぎの魔術の愛好家だ。

『ん、百年ぽっち前……って、君らはあと数十年もあれば死ぬのかぁ』

「い、いいかたぁ！」

　思わずツッコまざるをえない失言に、ユウキは噴き出した。

　リルカは生徒の反応に、自らのやらかしを悟ったのか「こほん」と咳払いをした。

『まあ、温故知新という古諺もあるだろう――実習としては悪くないと思うぞ。私自らが立案した実習は――』

　リルカは生徒たちが何か言いだす前に、ビシッと言い放つ。

『幻の原種、魔草モーリュをさがせ～っ！』

　どんどんぱふぱふ～、とファンファーレを口ずさむリルカ。

　シーンと静まりかえる生徒たちのなかで、特別研修生のエマが歓声を上げた。

「モーリュ！　マンドラゴラの原種とされている、絶滅が疑われる幻の薬草ですね！」

　普段のおどおどした口調もどこへやら、彼女にうってつけの課題が提示されたことに興奮して、いわゆるオタクの早口になっている。

『その通り！　今回、我らが魔術学科も屋外実習をしろって他の学科長がうるさ……こほん、失礼。君たちの今後にとって非常に重要なカリキュラムの提供のため――』

「リルカ様、全然取り繕えてないですよ」

　生徒からの容赦のない指摘に、リルカが癇かん癪しゃくを起こす。

『う、うるさいーっ！　名誉学院長でもある私に命令するあいつらのほうが悪いんだろ！』

「そうだ、がくいんちょうって……」

　こんな人が学院長って、どうなっているんだろう。ユウキがアルベルティア王国の人事に一抹の不安を覚えていると、バジールがこっそりと教えてくれた。

「……学院の決定事項は学科長たちによる協議制になっているので、言い方は悪いですがリルカ様が就いているはお飾りの名誉職というか……」

「なーるほど……」

「図書館の塔に引きこもっているリルカ様の生活態度を憂いたある御方が、魔術ごしとはいえ人と関わらせるために任命したとかいう噂でして」

「あー……」

　人と関わらないでいると、どんどん性格がひねくれていっちゃうもんね。

　意外と心ある人事なのかもしれない。

『とにかく！　今度の野外研修は、失われた魔草モーリュを探す薬草学実習に決まりじゃっ！』

　好き放題に言い放って、すぐにリルカは立体映像を消滅させてしまった。

　というわけで。

　リルカの宣言で、ユウキたちの三泊四日の野外実習が決定した。

　カルダーノ渓谷――アルベルティア王立学院から半日ほど移動したところにある、歴史上何度も魔草モーリュが目撃されたという記録が残っている地で行われる予定だ。

「わぁ、魔草モーリュ探し……た、た、楽しみですね、ユウキさん！」

「う、うん」

　園芸大好きのエマが瞳を輝かせている。

　ユウキの肩の上で、ドラフォイが「やれやれ」的なジェスチャーをする。万能翻訳のスキルを使うまでもないあきれ顔だった。

「いやあ、リルカ様があんなに指導にやる気出すなんて……国でも滅びるのか？」

「ユウキくんを預かって張り切っているみたいだね。こっちとしても、リルカ様と話せる機会が増えるのはありがたいよ」

　魔術学科の古株生徒たちが苦笑しつつも、嬉しそうに話している。

（うーん、ありがたいけど……リルカ先生の態度、ちょっとなぁ～……）

　何もかも、リモート参加。クリストフに確認をしたところ、リルカ本人は何年も図書館塔から一歩も出ていないようだ。

　なんだか、ちょっと不健康じゃないだろうか。

「うーん」

　ユウキはちょっとだけ、悪いことを思いついた。




◆




　カルダーノ渓谷での実習前夜。

　ユウキはいつものリュックに、三泊四日分のあれこれを詰め込んだ。

　荷造りを終えて、寮の寝室から出る。

　……思わぬ来客が、ユウキを待っていた。

「ロザリア！」

「やあ、明日は早いのにすまないね。妹が挨拶に来たんだ」

　ロザリアは応接セットに姿勢正しく座っている。

「野外実習はユウキ様も行かなくてはならないのですか？」

「うん。というか、さんかしたい！」

　学院生活は、たしかに充実している。

　日々学ぶのは知らないことばかりだし、魔術の練習もやりがいがある。

　最近は、とりよせ魔術で揃えたアレコレを使って、食堂でおいしいものを試作するのも楽しい。

　――けれど、少し窮屈に感じてしまう。

　生まれも育ちも都市部だった前世からは考えられないのだけれど、山の中を走り回っていた幼少期のせいで、野性が足りないとちょっと欲求不満気味になってしまうユウキなのである。

「たのしみだな」

「……ですが、年上の皆さんと同じように野営なんて危険です」

　氷の末姫と呼ばれるロザリアが、ぴしゃりと言い放った。

　もしかして、心配性なのだろうか。野外活動ならば、むしろ山育ちのユウキのほうが手慣れているような気もするけれど。

　妹の言葉に、クリストフが横から口を出す。

「とはいっても、ロザリア。ユウキ殿はれっきとした魔術学科の生徒だからね」

「お兄様、ですけれど……」

「実習はリルカ殿の名代として、僕も同行する。ユウキ殿の身の安全は保証するよ」

　むぅ、とロザリアが黙り込む。

　もちろん、アルベルティア王立学院において男子寮に女子生徒が入るのは、原則は推奨されていない。

　そうでなければ、クリストフの部屋なんて、いつでも学院の御令嬢たちが押しかけて収拾がつかなくなってしまう。

　ロザリアは兄であるクリストフに会いに来たていで、この寮長室にやってきたのだ。

　ロザリアは校則に定められた通り女子の護衛を二人伴っていて、クリストフのほうも女子が部屋にいる間はドアを開けたままにしておくという決まりも守っている。

　兄妹とはいえ、決まり事を遵守する姿勢がこの兄妹らしい。

「みょうだいって、どうして？」

　クリストフは魔術学科ではないはずだ。王太子殿下がわざわざ過酷な野営に参加する必要はないだろう。

「リルカ様が、魔法陣を使って転移をするだろう？　カルダーノ渓谷でも、それができるようにするために、僕が行くんです……なんだっけな、バジールが言っていたけれど……」

「触媒、です。クリストフ殿下」

　部屋に入ってきたのは、バジールだった。

　驚いた。二人は顔見知りどころか、部屋を行き来するほどに親しいとは。

「ロザリア殿下、ご訪問の最中に割り込む無礼をお許しください」

「……いいわ」

　バジールは、さきほどのユウキの疑問に簡単な解説をしてくれた。

「リルカ様のあの魔法陣を使った転送魔術は、ある種の『縁えにし』をたどって二つの空間を接続します――屋外で安定して接続するためには、リルカ様の本体と縁のある何かが必要なのでしょう。クリストフ殿下は、数少ないリルカ様に直接接触したことがある人物ですから」

　なるほど、わかりやすい。

　要するに、リルカの幻影が自由にアクセスするための基地局としてクリストフが現地入りするということか。

　クリストフが「そういうことだったのですね」と大きく頷く。

「理屈を教えてもらうと納得がいくよ。バジール、さすがだね」

「いえ、出過ぎた真似をいたしました」

「いいんだ、頼もしいよ。バジール。明日もよろしく頼む」

「はい、万全を尽くします」

　バジールが大きく頷いた。

　少しの沈黙の後、クリストフがそっとバジールに尋ねた。

「ところで……魔術学科はどうだい？」

「はい。存分に魔術の理論を学ばせていただいております……宮廷入りの前に、僕には過ぎた環境を経験させていただきました」

「ねえ、バジール。何度も話しているとおり、君が望むならもう少し学院で魔術の研究をしてもいいのだが……」

「それでは理屈が通りませんよ。卒業後にアルベルティア王家に仕えることは、僕の宿命です――僕に眼をくださったご恩に報いなくては」

　なるほど、状況が見えてきた。

　バジールは卒業後の進路がすでに決まっているのだ。

　とても優秀な人物にもかかわらず、最高学年になるまで魔術学科の選抜試験を受けていなかったのも、そのあたりの事情があったのだろう。

　事情を知らないユウキに気づいて、バジールが手短に状況を話してくれる。

「……僕は少し特殊な『眼』を持っていまして。鑑定眼ほどではないのですが、物事の理屈が人より少しよく見える」

「もしかして、その、のうりょくのかわりに、めがわるいの？」

「はい。この眼鏡なしでは本を読むことも、文字を書くこともままなりません」

　なるほど。

　バジールのような人が思うように読書できないというのは、かなり辛そうだ。

「学院に入ってすぐに、視力が急激に落ちてしまいまして。クリストフ殿下の計らいで、この眼鏡を王国の出資で作っていただいたのです……その恩に報いるために、卒業後は国に身を捧ささげるつもりです」

　眼鏡はかなりの高級品らしい。

　バジールの言葉を聞きながら、クリストフが少し困ったような顔をしている。クリストフは、そんなふうに恩を売るつもりではなかったのかもしれない。

（……うーん、バジールさんは真面目だし、ちょっと頑固だしなぁ）

　ユウキが考えていると、ロザリアが口を開いた。

「まあ、そうですね。お兄様とバジールが一緒でしたら、少しは安心です」

　じっ……と、ロザリアの透き通った菫色の瞳がユウキを見つめる。

「ユウキさん。魔術学科実習中の総合科授業は、帰ったら私がフォローしますので、安心してください」

「あ、ありがとう」

「当然のことです。わたくしたち、お友達ですから」

　なんだか、圧が強いな。

　けれど、気持ちがありがたいし、総合科での授業もこの世界の常識を知るのにとても役立っている。

「じゃあ、明日も早いから休もうか」

　クリストフの一声で、今日は解散になった。

　明日はいよいよ野外実習だ。日が昇る前に校門前に集合だ。ユウキはリュックに詰め込んだ荷物をもう一度確認して、早々にベッドに潜り込んだ。

「わふぅ……わふぅ……くぴぃ……」

　ユウキがベッドに入る前に、ポチは腹を出して気持ちよさそうに爆睡していた。

　こいつ、最近ちょっとたるんでいるぞ……と思いながら、ユウキは目を閉じた。










十、とりよせ魔術でおいしいキャンプ




　カルダーノ渓谷での薬草学実習は、晴天に恵まれた。

「すっごい！」

　目の前の景色に、思わず声が出る。

　眩しいばかりの緑と、切り立った崖の間を流れていく清流は圧巻だ。上流の方に登っていくほどに、岩肌が目立つ。

　雄大な自然。

　ものすごく、景色がいい。

　アルベルティア王立学院のある地域は、比較的瘴気の影響が薄いらしく、こうした絶景が残されているのだ――とはいえ、もちろん渓谷には魔獣が出没する。

　そうした魔獣に対処しつつ、三泊四日を無事に乗り越えることが、今回の野外実習の目的なのだろう。

　ほとんど目撃例がない『魔草モーリュ』とやらが、簡単に見つかるわけもないしな――と、ユウキはカリキュラムの裏テーマに思いを馳せる。

「ユウキ殿は山育ちと聞いていたので、見慣れているかと」

　と、クリストフ。

「ぼくがそだったのは、はげたゆきやまだったから」

　ユウキの育った、瘴気に侵された魔の山アトスに広がる景色を思い出す。風景のスケールは大きいけれど、基本的にはどこを見ても雪か枯れ木しか見当たらない。

（オリンピアのためにも、いつか山を元に戻してあげたいよな）

　かつては美しい聖峰だったという本来の姿をいつか取り戻したい――それが、ユウキの夢だ。密かでささやかな、育ての親への恩返し計画である。

「……このあたりは、めぼしい薬草はなさそうですね」

　バジールが膨大なメモを取りながら呟いた。

　魔術学科の生徒たちは、数人の班に分かれて野営実習をすることになっている。

　シシリアとエマは、今回は別行動だ。

　エマはとても張り切っていたので、もしかしたら魔草モーリュを見つけてしまうかもしれない。

　ユウキは、クリストフとバジールとともに行動することになった。

　というのも、ユウキの『先生』であるリルカから、そうするようにという指令があったらしい。

「このあたりで、少し休憩しましょうか」

「日没前に野営の準備もしなくてはね」

　手頃な岩に腰掛けて、休憩をする。

　ちゅんちゅんと、可愛い鳥のさえずりが聞こえる。

　座っているポチの鼻先に、蝶ちょう々ちょうがとまっている。

　――なんて、長閑のどかなのだろう。

　実習ということを忘れてしまうくらいに、充実した時間だ。

「魔草モーリュは、渓谷の奥地で目撃された……という伝承があります」

　バジールが眼鏡を押し上げながら説明してくれる。

「じゃあ、なるべく上流を目指すのがよさそうだ」

「ただし、カルダーノ渓谷は奥に行くほどに魔獣が手強くなります……クリストフ様に万が一のことがあってはいけませんから、探索は他の班に任せましょう」

　バジールの言葉に、クリストフが変な味の飴玉でも舐めているような顔で黙り込む。

　そうはいかない、と一般生徒と同じように探索をしたい気持ちと、自分の立場を鑑みて少しでもリスクを減らそうという理性との間で揺れているのだろう。

（っていうか、いち、に、さん……結構な数のＳＰ的な人がいるよね？）

　この渓谷に本来いないはずの、人の気配がする。

　敵意はないみたいだ――おそらく、ユウキたちからは見えない場所で、クリストフの安全を見守っているのだろう。

　学院内ではこういう気配は感じたことはないが、さすがに野営ともなればクリストフをひとりで動かすわけにもいかないだろう。

「少し水分補給をしておきましょうか」

　バジールが言う。

　たしかに、こまめに水分をとっておくのは体調管理の基本だ。

「あ、じゃあ、ぼく――」

「水よ」

　ユウキが、あることを提案しようとした瞬間。

　バジールが魔術で空中に水を出現させた。

「あっ」

「どうしましたか、ユウキさん」

「なんでもないです……」

　生水を飲むのは、あらゆる意味で危険すぎる。

　魔術で出した水は飲用にも適しているので、おとなしく持参したマグでバジールの生成した水をいただくことにした。

　少し休憩して、渓谷を歩く。

　川の両端にそびえる切り立った崖は、普通は登ることはできないだろう。

「あと数刻したら、今夜の野営地を決めましょうか」

「そうだな」

　日の傾きを見ながら、今後の予定を話し合う。

（ふむ……寝泊まりするなら、なるべく視界の確保ができる場所がいいな）

　魔は夜に蠢く、というこの世界でよく使われる慣用表現がある。

　多くの魔獣や魔物は夜行性で、夜になると活発に動き回るようになるのだ。

　一応、魔獣除けの装備は準備してあるし、何よりユウキたちには魔獣の王であるポチがいる――滅多なことでは危険な状態にはならないだろうが、用心をしておくに超したことはない。

「ふたりとも、ちょっとまっててね」

　曲がりくねった渓谷は、全体像がわからない。

　地図はあるけれど、今の水位や地面の状態なんかは目視で確認しなくてはならない。

　ユウキはぐっぐっとアキレス腱を伸ばす。

　昔は毎日のようにやっていたけれど、育ての親のもとを離れてからは久しぶりだ。

　ユウキは崖の斜面に向けて走って、たんっと地面を蹴った。

「よっ！　ほっ！」

　一歩、二歩、三歩――。

　ユウキは崖を駆け上る。

　数歩先までの足場を計算しながら、短い手足を駆使して全身で登っていく。

　山奥では、毎日崖を駆け上る修行をしていた。

　懐かしいなぁ、とユウキは思わず微笑んだ。

「ええええっ！　ゆ、ユウキ殿!?」

　楽しく崖を駆け上がっていると、クリストフの声が聞こえた。

　その横では、バジールがドン引きの表情でユウキを見上げている。

「で、デタラメすぎるだろう、あれ。選抜試験で壁を走ってたのは見ていたけれど……」

「もう、あんなところまで！　ユウキ殿、危ないですよ！」

（クリストフさんが何か言ってる……？　とりあえず、手振っておくか）

　にこにこで手を振りながら、崖を走るユウキ。

　せめて前を見てくれ、とクリストフとバジールは声にならないツッコミをいれた。

　そんなこととは露知らず、ユウキはそびえる崖をぽんぽん攻略していく。

「とーちゃくっ！」

　すたん、と。

　崖の中腹にある窪くぼ地ちに立って、地形や魔物の痕跡などを観察する。

　本当に綺麗な渓谷だけれど、なんとなく違和感があるような気もする。
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（野営するなら……うん、鉄砲水が怖いから、河原から少し距離をとるとして……あのへんがいいかな？）

　周辺の地形を頭に叩き込む。

「……あれ？」

　ふと、ユウキは足元にある石に気がついた。

「これ……エヴァニウム？」

　トワノライト鉱山で採掘される精霊石エヴァニウムにそっくりな石が、落ちていた。

　エヴァニウムはとても希少で、トワノライト鉱山以外では採れないと聞いていたけれど……。

「とりあえず、持っておこう」

　ユウキはエヴァニウムっぽい石を拾い、ポケットに捻じ込んだ。

　野営によさそうな場所にいくつか目星をつけて、また崖を駆け下りた。

「おまたせ……って、あれ？」

　クリストフとバジールが、信じられないものを見る目でユウキを見つめていた。

　過酷な状況を生き抜く異世界人とはいえ、都会育ちの人はこういうのはやらないのだろうか――いや、なんか、そういう問題じゃないな。これは。

　少しばつが悪くなって、ユウキは小さく咳払いをした。
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　今夜の野営地は背後が崖になっている高台だ。

　河原の様子をすべて視界に収めることができる場所を選んだ。

　カルダーノ渓谷に、夕日が沈んでいく。

　王国軍の一員として訓練をしたことがあるクリストフが、手早く野営の支度を完了してくれた。

　木の枝を使って、簡単な天幕をかけてある。夜露は無理でも、雨くらいならしのげるだろう。

　石を積んでかまどを組んで、そこで一晩、魔獣除けの火を焚たくのに使う薪を集めてきて積み上げる。

「よし、これで薪は十分かな」

「ああ、これだけあれば一晩保つだろう」

　魔術で火を起こすことはできるけれど、燃やし続けることはできない。

　正確には、できるけれども魔力効率が悪すぎるので割に合わないのだ。

「おさかな、つかまえてきたよ」

　ユウキが手づかみしてきた渓流の川魚をどさどさと置く。ルーシーから貰ったナイフで内臓の処理はしてあるので、あとは焼いて食べるだけだ。

「おいしそうだね」

「わふっ！（楽しみだ！）」

「おお、これは大漁ですね。食べきれるでしょうか」

　クリストフが目を丸くした。

「おいしいから、だいじょうぶ！」

　トワノライトの近くのトオカ村で仕事をしたときにも、山の獣や川魚を食べることがあった。微妙な味付けの多い異世界の食事のなかでは、自分で採った食材はかなりの美味なのだ。

（しかも、今回は……ふふふっ）

　ユウキはリュックの中を探る。

　――とりよせ魔術で、日本から取り寄せたアレコレが入っているのだ。

　とりよせ魔術は、とても便利だ。

　よく使っていたコンビニへの道や、店内の様子を鮮やかにイメージして右手に魔力を集中する――すると、手にはイメージしていた品が握られている。

　よく使っていた場所や、よく知っている品であればあるほど、成功率は上がる。

（でも、やっぱり遠い場所からとりよせると、どっと疲れるんだよね……）

　前世の記憶を使ったとりよせ魔法は、一日一回が限界だ。

　それ以上やろうとすると集中力の限界、という感覚になってしまう。

　というわけで。

　野営実習が決まったときから、毎日少しずつアイテムを揃えていたのだ。

（本当は、水分補給のときも、ミニ・バーナーで沸騰させたりしたかったんだけど）

　とはいえ、魔術で出現させた水の安全さと手軽さに比べたら、やはりキャンプ道具を使ったロマンのある水分補給はまどろっこしい。

　腰を落ち着けた今こそ、ユウキの持ってきたアレコレの真価が問われるわけだ。

（それにしても、リルカ先生ってやっぱりすごいんだな）

　他人であるユウキの記憶を読み取って、いとも簡単そうに醤油をとりよせして見せたリルカの腕前を思い知る。

「よし、そろそろ火を起こしましょうか」

　バジールが焚たき火びに、魔術を使って火を付ける。

　火起こしはコツがいるものだけれど、魔術というのはなかなか便利だ。

　焚火が安定すると、夕暮れ空に星が浮かび始める。

「ああ、そうだ。完全に暗くなる前に……」

　クリストフが荷物の中から、大きな厚手の布を取りだした。

　地面からの冷気を緩和するための敷布だろうか――いや、違う。

　そこには見慣れた魔法陣が描かれていた。

『ふあぁー、実習初日はどうだったかね？』

　いつもの生首を経てリルカが尋ねる。

　本人は自分の根城である図書館塔の一室にいながらにして、野営中の生徒にちょっかいを出しに来たわけだ。

「初日のレポートはこれから作成するところですが、順調です。担当エリアの薬草の分布や、魔獣の発生状況など……」

『んん、有能！　王太子殿は優秀な部下を惹き寄せる魅力と運があるな』

「リルカ様。お言葉ですが、バジールは部下などでは――友人です」

「もったいないお言葉です」

「バジール？　僕らは同級生だろう」

「……そうだね、クリストフ」

　バジールが、たどたどしくクリストフを呼び捨てにする。

　屈託のない素直な人格が、クリストフの魅力だ。

　人嫌いで偏屈なリルカも、なんとなくクリストフには心を開いているようだ。

『で、生徒よ。調子はどうだ。先生になにか質問は？』

　リルカが、ユウキに尋ねる。

　魚を捕まえたことや、その途中で蛙かえる型がたの中型魔獣マルノミフロッグを何匹か見かけたので駆除したことなどを話した。

　それから、魔術の練習の成果なども。

　とりよせ魔術以外にも、いくつか簡単な魔術が使えるようになった。

　ずっと意識せずにやっていた崖登りのときに、足腰を強くしていたのも広義の魔術――『能力強化エンチャント』だったという衝撃の事実をバジールに教えてもらったことも。

　まさか、知らずに魔術を使っていたとは……ちょっと嬉しいユウキであった。

「ということで、大きな問題はないかと」

　バジールが報告を締めくくると、リルカが満足げに頷く。

『なーるほどな！　では、引き続き魔草探しを頑張ってくれたまえ――サバイバルは慣れていないじゃろうが、魔術でどうにもならん不便を味わうのも一興ということじゃ』

　リルカがぐっと親指を立てて、一言。

『……ま、私はやらんけどな！』

　なんて横暴な！

　ユウキは思わず噴き出しそうになったけれど、クリストフとバジールは無反応だった。諦めの境地だろうか。

（でも、俺は……見逃さないっ）

　こういう人は、放っておくと状況が悪化していく一方なのだ。

　たとえば、オンラインゲームでもコミュニティ内で浮いて孤立している人や少し困った行動をしている人を放置しておくと、碌なことにならない。……元々のお節介な性分もあって、ユウキはそういうプレイヤーを積極的に誘ってプレイしていた。

　まずは、参加してもらうこと。

　ユウキはリルカの立体映像に歩み寄る。

『ん……？　なんだ？』

　戸惑っているリルカに、手を伸ばす。

　薄く光っている魔法陣の領域を越えて手を突っ込み、リルカの腕を掴んだ。

「ユウキ殿!?」

『ほぎゃ!?』

　そう。

　立体映像であるリルカに、ユウキは触れることができる。

　本来はこちら側からリルカのほうに干渉することはできないはずなのだが、ユウキはどういうわけかピーターの家で初めてこのリルカの魔術を目にしたときに、すでにリルカの顔面を鷲わし掴みすることができたのだ。

　今まで、必要がないから干渉しなかっただけだ。

『なな、なにをする！』

　リルカが戸惑った声をあげて、逃げようとする。

「よい、しょっと！」

　けれど、引きこもりと山育ちでは腕力の差は歴然だ。

　ずりずりと、魔法陣の中からリルカを――引きずり出す。

『うわ、わわ、』

　リルカの全身が魔法陣の内部から出る。

　魔法陣の光が、消える。

「な、な、なんでぇ……」

　銀髪の美少女が、泣きだしそうな顔で唇を噛んでいる。

　本物のリルカが、ユウキたちの目の前にいた。

「ユウキさん、何を……？」

「ふぅ」

　ユウキはリルカの腕から手を離して、ぽんぽんと手を払う。

　リルカが呆ぼう然ぜんとしている間に、クリストフが事前に打ち合わせしていた通りに魔法陣の布をくるくると丸めてしまった。

　リルカが「ぴゃっ」と悲鳴をあげる――大魔術師リルカといえども、あの魔法陣がなければ元の場所に帰ることができないのだ。

　迷子の子猫のように震えるリルカを見ながら、ユウキは頷く。

（思った通りだ。初めて会ったとき、とりよせ魔術で手に入れた醤油を向こうから渡してくれた……ってことは、本人も本当はこの魔法陣を使って転移できるわけだよね）

「こ、これは！　リルカ様を、引きずり出した……！」

　バジールは、目の前で起きたことに感動した様子で、興味深そうにメモを走らせている。相変わらず、早口でぶつぶつと思考の整理をしているようだ。

　ユウキはリルカに言った。

「……せっかくだから、いっしょにキャンプしよっ」

「え、えええっ」

　狼狽えているリルカに、ユウキはにっこりと笑いかけた。

「おねがい、せんせい！」

「うっ、そうか……わたしは、せ、せんせいだからな」

　ユウキのお願いに、リルカはぐらりとした。

「い、いいだろう！　私ともなれば、帰ろうと思えば、いつだって帰れるしな」

　……ちょろい大魔術師であった。
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　本来、数日の野営をするとなれば、かなりの荷物になる。

　だが、ユウキたちの荷物は少ない。

「げんちちょうたつ、がりょうしのきほんです」

　ルーシーと狩りをするときには、周囲にある木や石を使って簡単な野営をしていた。

　今回も、釣ってきた魚には木の枝を刺して焼くことにする。

　木の枝には有毒のものもあり、注意が必要だ。前世でもキョウチクトウの枝でバーベキューをした人たちが中毒を起こしたというニュースを見たことがある。自然の中で活動することは、リスクを伴うのだ。

　幸いそのあたりの知識は問題なくルーシーに叩き込まれている。

（そして……これっ！）

　リュックから、ユウキは瓶を取り出した。

　――『アウトドア用スパイス塩』。

　数種類のスパイスをブレンドした、スパイス塩だ。これ一本で味が決まるので、荷物を少なくしたいアウトドアレジャーにぴったりなのだ。

（ふふふ、これ試してみたかったんだよね！）

　行きつけのホームセンターの特設コーナーで何度も手に取っては棚に戻し……を繰り返して、結局使えずじまいだった。

　何度かトライしてみて、首尾よく取り寄せをすることができたのだ。

　いくつか人気の種類があるけれど、今回は一番人気と評判の「ほりにし」をチョイスした。

　串打ちをした魚にたっぷりと「ほりにし」を振って、火が落ち着いて熾おき火びになった焚火の周りの地面に突き刺す。

「ユウキさん、それは？」

　物珍しそうにバジールが手元を覗き込んできた。

「えっとね、まほーのこな！」

「ほう!?　初耳ですね。というと、魔術的な……？」

「ち、ちがうちがう！　えっと、おいしいちょうみりょーだよ！」

　魔法的なものがある世界で、何でも美味しくなる『魔法の粉』という比喩は通じない。ユウキは肝に銘じた。魔術オタクであるバジールを落胆させてしまって申し訳なかったな……と反省である。

　地面に対してやや斜めに刺した串のおかげで、美味しく焼けていく魚から滲み出てきた汁がぽたぽたと滴る。時折、地面に落ちた汁が、しゅうぅっ……と食欲をそそる音を立てるのが聞こえてきて、全員の口数が減っていった。

　魚の表面にふったほりにしが固まって、身から水分がいい感じに抜けている。熾火の遠赤外線でぱりっと焼き上がったところで回収する。尻尾の部分はちょっと黒く炭化してしまった。

　思ったよりも焼けるのに時間がかかるし、焦げやすい！

　ちょっと焦ってしまったユウキであった。

「はい、どうぞ」

　リルカに焼き上がった魚を差し出す。

　おずおずと受け取った焼き魚に、リルカがはふっと齧りついた。

「な、なんじゃこれは……うまっ、ええっ？」

　ぱくぱくと、すごい勢いで川魚を食べ進めるリルカ。

　それぞれが、焼き魚にかぶりつく。

「こ、これは！」

　クリストフが震えている。

　バジールも不思議そうに、しかし、食欲を剥き出しにして焼き魚に齧かじりついている。

「な、なんですか……川魚が、まったく泥臭くない……」

　ふぅふぅとよく冷まして、ユウキも焼き魚をいただく。

　川魚独特の薄い皮が、熾火の遠赤外線でパリッと焼き上がっている。

　腹に齧りつくと、ほろりとした口当たりの肝が口いっぱいに旨味とほろ苦さを主張する。

　渓谷は川の上流に位置するので、川魚とはいえ泥臭さはほとんど感じない。

　パリパリ、ほろほろ。

　やや和風なブレンドのスパイス塩が香ばしく効いていて、淡泊な白身魚とよく合っている。

　この世界に来てからというもの、とんでもない薄味か単調で濃い塩味一辺倒の食生活を送っている身からすると、涙が出るくらいに美味しい。

　そうこうしているうちに、第二陣が焼き上がる。こちらはシンプルな塩味だ。

　表面で固まった塩の結晶が美しい。

「こっちは、しょうゆをちょっとたらしてっと」

　熱々の皮にショウユを垂らすと、シュワアァといい匂いがする。

　そう、これだ。これ。

　日本人の魂をアツくする香り！

「ユウキ殿、それは……？」

「ちょっと、くせがあるかもしれないけど」

　トオカ村のアカキバボア肉消費のために振る舞ったショウガ焼きは甘しょっぱい照り焼き味にしたけれど、今回はショウユのままの味だ。

　さて。日本の醸造調味料が、受け入れられるだろうか。

　リルカも興味津々でショウユのボトル（新鮮長持ち、真空ボトル）を見つめている。

「じゃあ、ちょっとずつ」

　数滴ずつ、みんなの魚にショウユを垂らす。

　おそるおそる、齧りつく。

「なるほど……風味がいいですね」

　むしろバジールは、さっきのアウトドアスパイス塩よりもショウユを気に入ったようだ。

　リルカとクリストフの反応はイマイチだったけれど、それでも普段食べている食事の味付けよりもずっと美味しいようだ。

「わふ……」

　一応、犬に過剰な塩は身体に毒だろうということで、特に味付けされていない焼き魚を食べているポチが、ちょっと不満げに鳴いていた。

　ユウキを恨めしそうに睨んでいる。

　……ポチには申し訳ないけれど、身体のためなので。

「あ、そういえば」

　崖に登ったときに見つけたものを、ポケットから取り出した。

　リルカが「ほう」と身を乗り出す。

「これって、エヴァニウムじゃないかな？」

　リルカに渡して、調べてもらう。

「……これはどこで拾った？」

「あのがけのうえ！」

「ふむぅ……エヴァニウムは、気の遠くなるような長い年月、多くの精霊が栄えてきた土地から採掘されるものだ……」

「ということは、カルダーノ渓谷にも精霊が？」

　バジールが興奮気味に質問をした。

　リルカはすげなく答える。

「それはわからんよ」

　ユウキに石を返して、リルカは肩をすくめる。

「だが、可能性はあるな――魔王時代にほとんどの精霊が失われてしまったから」

　残された高位精霊はオリンピアのほか、数えるほどになってしまったとか。

「図書館塔にいれば、すぐに調べられたのだがな……まあ、わからないまま考えを巡らせるのも、たまにはいいか」

　食事をしながら、色々な話をした。

　ユウキの学院での生活の話や、クリストフとバジールの思い出話、リルカの魔術についての蘊うん蓄ちくやエヴァニウムっぽい石についての推測……は、何が何だかわからなかったが、バジールが目を輝かせていたから、よしとしよう。

「ふゎ……眠くなってしまったぞ？」

　リルカが目に見えて眠そうにしている。

　あまり体力がないのは、引きこもりだから仕方がないだろうな。

「では、そろそろ寝る支度をしましょうか」

　リルカが身体を清潔に保つ魔術を使って、全員を綺麗にしてくれた。

　これは、なかなか便利かもしれない。いつか習得したいな、とユウキは思った。

「……こんなに人間と喋ったのは、久しぶりだな」

　リルカが呟く。

　立体映像を使って外とコンタクトをとれるとはいえ、同じ場所で、同じ時間を過ごして、同じものを食べる――という経験とは代えがたい。

　情報量が多くて、疲れてしまうのも仕方がない。




　というわけで。

　クリストフとバジールが手分けして、夜番をしてくれることになった。

　エマが持たせてくれた獣除けの薬草を定期的に焚火に投げ入れて、周囲の様子を警戒する。

「ありがとう、クリストフさん、バジールさん」

「いえ。ユウキ殿はよく寝てくださいね……といっても、寝にくいでしょうけれど」

　簡単な天幕の下に入り込んで、眠る支度をしていると。

　リルカが遠い目をして、ぼんやりとしていた。

「せんせい？」

「……ん、なんだ」

「だいじょうぶですか、ぼーっとして」

　無理矢理、リルカを図書館塔から引きずり出してしまった手前、ちょっと気になっていた。

（修学旅行の夜って、仲良くなるのに）

　せめて、リルカと食事だけでも一緒にできたらいいな……と思って、ユウキは強攻策に出たわけだ。

　一方的に押しかけられて、呼び出されて、生徒にされて……と、やられてばかりなのも悔しいし。

「別に問題はないけど……焚火というのは、こんな匂いだったのだな」

　リルカが見つめる先では、まだ眠らないクリストフとバジールが焚火を囲んで静かに談笑している。

「私は長く生きているけれど、忘れていたよ。川からはキラキラした音がするし、夜は大地の匂いがするし、石のうえに座っていると尻が冷たくて痛い」

　くくく、とリルカは楽しそうに肩を揺らして、ぽつんと呟いた。

「……ありがとうな」

　いま、なんて？

　ユウキは耳を疑った。

　リルカはごろりと寝転がった。

「図書館塔から出るように求められたことはあるが、誰も本気ではなかった。説得しようとするポーズばかりで、結局はすぐに引き下がる……ま、何かあったときに自分らが糾弾されないよう、『自分たちはあの魔術師リルカに、ちゃんと外に出ろと進言しました』という実績作りをしたいだけで、私を本気で説得しようだなんて思ってなかったんじゃろ」

　ああ、そうか。

　この人は、寂しいんだな。

　ユウキは思った。

　そもそも、人は誰でも寂しいものだけれど――リルカは周囲の人間よりも長生きをして、強い力を持っている。だからこそ、人よりもずっと寂しいのだろう。本人がそう認識しているかはともかくとして、だけれど。

（ちょっと無理矢理すぎかなと思ったけど、来てもらってよかったな）

　ほっと、ユウキは安心した。

　なんというか、遠慮しすぎないでよかった。

　リルカとて、生徒のお願いを無む碍げにはしないだろうと思っていたけれど……思ったよりも、楽しんでくれているみたいだ。

　リルカと同じように、ユウキもごろんと寝転ぶ。

「おわっ！」

　思わず、声が出た。

　空には、無数の星が瞬いていた。

　満天の星空である。

「すごい……」

　オリンピアのもとで過ごしていた頃には、夜になったらすぐに布団に入ってしまうから、わざわざ夜空を見上げることなんてしなかった。

　ルーシーと一緒に狩りに出て夜に行動するときは、魔の山アトスに充満する瘴気のせいで常に重苦しい曇天が広がっていた。

　鉱山都市トワノライトで星空を見る機会はあったけれど、精霊石エヴァニウムを使った魔導具開発がさかんで、夜中でも街灯が焚かれているような街だった。

（っていうか、俺自身が……空を見上げるなんて、忘れちゃってたな）

　ぱちぱちと爆ぜる焚火の音が、微かに聞こえてくる。

　クリストフとバジールの会話している声が心地いい。

　しばらく、二人は無言で星空を見上げていた。

「というわけで、どうじゃ？　寝るまで先生と生徒の心の交流と……か……」

　興が乗ったリルカが、隣に寝転ぶユウキに話しかけた。

　しかし――。

「くぅ……すぴ……」

「こ、こいつ……どこでも熟睡っ！」

　ユウキはすでに、夢の中であった。

　ぐぬぬぅと唇を噛むリルカ。

「……クリストフ。絨じゅう毯たんを出せっ！」

　リルカが涙声でクリストフに駆け寄った。

「どうしました、リルカ様」

「も、もう帰るっ」

　しょぼしょぼと肩を落として、布に描かれた魔法陣に乗っかった。

　転移先用の魔法陣から、転移元の魔法陣に戻るのは『理論上は可能』レベルの非常に難易度の高い魔術だ。

　もちろんリルカは簡単にやってのけるのだけれど――。

「ああ、そうだ」

　転移魔術が発動する間際に、リルカが言った。

「……魔草モーリュが見つかるかどうかはわからんが、このカルダーノ渓谷――面白いものがあるかもしれんぞ」

「リルカ様、それは」

『ん、それにしても――この渓谷、ちっとも風が吹かないのじゃな』

　リルカはその言葉を残して、図書館塔に帰っていった。










十一、山育ちの俺に、妹（風精霊）ができました




　このカルダーノ渓谷には、風が吹かない。

　翌朝、リルカの残していった言葉を聞かされてユウキはなるほど、と大納得した。

　ずっと引っかかっていた違和感は、それだ。

　というか、自分で気がつきたかったな。ユウキは少しだけ悔しかった。

「でも、せんせいが、どうしてわかったんだろ？」

　どう考えても、アウトドア初心者のリルカがあの短時間で気がついたとは思えない。

（まあ、そんなこと気にしても仕方ないか……それにしても、こんな地形で風が吹かないって、どうして？）

　……アレコレ考えても、ユウキにはわからない。

　この世界の理について、知らないことが多すぎるのだ。

「さて、今日の探索はどうしようか」

　焚火の痕跡を消しながら、クリストフが言った。

　まだ日の昇る前だから、かなり肌寒くなってくる。

　消えてから、焚火の遠赤外線効果の偉大さを思い知るわけだ。

「うう、首が痛い……」

「大丈夫か、バジール」

「普段の寝床がいかにありがたいか、思い知りますね」

　ゴツゴツした寝床で、バジールは身体をやられてしまったようだ。

　クリストフは野営の経験があるのと、時間があるときには戦闘科の訓練に顔を出して身体を鍛えているのもあり、まだまだ元気そうだ。

「……やはり、若いってすばらしいですね」

「バジールさんだって、わかものでしょ!?」

　まったくのノーダメージでケロッとしているユウキに、足腰がガクガクになっているバジールが若干恨めしそうな表情をする。

　スキル『どこでも熟睡』とスキル『健康第一』のおかげで、しっかりスッキリ回復できたユウキである。

　バジールは、そもそもよく眠れなかったようで、かなり眠そうだ。

「あ、そうだ……コーヒー、のまない？」

　バジールが首を傾げた。

「コーヒー？」

「うん。にがくて、めがさめるよ」

　リュックから、ドリップコーヒーを取り出す。

　行きつけのスーパーから、愛飲していたものを取り寄せたのだ。

　さらに、ケトルと固形燃料とマッチを取り出す。

　野外実習にむけて、とりよせ魔法で四日間かけて揃えたものだ。

　清流からケトルに水をくんで、固形燃料をセットする。

（あとは、マッチで……）

　しゅ、とマッチを擦って、固形燃料に着火する。

　風がないので、あっというまに火が付いた。燐りんの燃える匂いが、なんともいえずいい匂いだ。

　お湯を沸かしている間に、ドリップコーヒーをセットする。

　香ばしい豆の香り！

　朝だ、これぞ、朝だ。

（ああ……今日まで飲むの我慢していて、よかった……！）

　バジールが、素朴な疑問を口にする。

「あの、ユウキさん。どうして、魔術で火をつけないのですか？」

「えっ」

「えっ」

　それはそうだ。完全にやってしまった。

　これは、魔術学科の屋外実習であった。

「えっと、ろまん……かな？」

「ロマンですか」

　釈然としない顔をされてしまった。

　そうこうしている間に、お湯が沸いた。

　粉の膨らむぽこぽこ、と小さな音を聴きながらコーヒーを淹れる時間は贅沢だ。しかも、朝の光の中でコーヒーを飲めるとは、なんという贅沢だろう。

　コーヒーの香りに、ポチは虚無顔をしている。

　ひとくち飲んで、バジールは「おお」と目を見開く。

「これは、いいですね。不思議な味ですが……」

　よかった、気に入ってくれたようだ。

　バジールとは逆に、クリストフは完全に無言になってしまった。

　怖い顔で、何も言わずにコーヒーを流し込んでいる。

　たぶん、得意な味ではなかったのだろう。

　コーヒーフレッシュやスティックシュガーのとりよせまで手が回らなくて、申し訳なかったなと思いながら、ユウキもコーヒーを飲む――が。

「んにっがっ！」

　にがい。ものすごく、苦い。

　前世ではブラックコーヒーがないと生きていけない、と思ったこともあったのに。

（そ、そっか。子どもって味覚も若くて敏感なんだ）

　取り寄せたドリップコーヒーは、バジールにお裾分けすることにした。

　時間をかけて、今日の行動計画を話し合いながらブラックコーヒーを飲み干す。残りはスタッフが美味しくいただきました、というわけにはいかないのだ。

　バジールがとても喜んでいたので、結果オーライだ。

「では、ユウキさんとポチが地形の確認をしつつ、事前に取り決めをしたルートでフィールドワークを――」

　バジールが地図を見ながら、ルートを確認してくれる。

（あれ、なんか嫌な感じが……）

　ぴりり、と首筋がひりつく感じがする。

　近くに魔獣や、敵意を抱くものがいるのかもしれない。

　ユウキが周囲を警戒しようとした、その瞬間だった。

「ん、眼鏡に焚火の煤すすが……ああっ!?」

　バジールが悲鳴をあげた。

　なんだ、と思うと。

　バジールがレンズを拭こうと外した眼鏡を、鳥型の何かが持ち去ってしまった。

　光るものを好む習性。

　猛もう禽きん類るいのような急降下。

　そして、今横切った影の大きさは――。

「ハーピィクロウ！」

　カラスのようなサイズと漆黒の羽根を持つ、女性型の魔獣だ。

　分布域は岩山や渓谷である。ほぼ間違いないだろう。

　アトス山には生息しておらず、図録でしか見たことがない魔獣だ。

　図録に描いてあったイラストが、おっぱい丸出しでものすごく気まずかったので印象に残っている。

「め、眼鏡が……っ」

　バジールが、ハーピィクロウを追いかけて走りだそうとして、足元の石に躓つまずいて転倒する。かなり動揺しているのだろう。

　すかさずユウキが駆けだして、ハーピィクロウの行方を追う。

　かなりの高度で飛行しているので、気を抜くと見失ってしまう。

（えーっと、河原の石をぶつければ……いや、それじゃ眼鏡が壊れるかも）

　ああ、もう！

　ユウキは歯噛みした。

　川をどんどん遡上していくハーピィクロウを見上げていると、後ろからポチが「わふっ！」と唸った。

　ポチ曰いわく、「ここは我に任せろ」――と。

　いくらユウキとはいえ、六才児の足には限界がある。相手は飛んでいるのだ。

「おねがい、ポチ！」

　わふわふわふっ、と嬉しそうに吠ほえたポチは、全力で渓谷を駆けていく。

　速い。普段はユウキに合わせて、かなり力加減をしてくれているのだということを痛感した。

　走り去っていくポチを見送る。あれなら大丈夫そうだ。

「ユウキ殿！」

　クリストフが下流から手を振っている。

　バジールが青い顔をして、クリストフの後ろを歩いている。

「申し訳ございません……あなたから賜った眼鏡が……」

　消え入りそうな声をしているバジールの肩をクリストフが叩く。

「そんなことは気にしなくていい。バジールが必要ならまた作ればいいんだ」

「まさか、そのようなわけには！」

　泣きそうな顔で思い詰めているバジールは、可哀想なくらいに落ち込んでいる。

　眼鏡がないと生活にも不自由するだろう。

　ユウキは、おずおずと切り出した。

「あの、バジールさんのめがね。ぼくらでさがそうよ」




◆




　遠吠えが聞こえる。

　ポチの声だ。

「あっちだよ！」

　ユウキたちは渓谷の上流に、どんどん分け入っていく。

　カルダーノ渓谷に生息する魔獣たちは、ポチの遠吠えでかなり萎縮しているみたいだ。気配はあるけれど、息を潜めて隠れようという動きをしているようだ。

「バジール、足元に気をつけてくれ」

「は、はい」

　クリストフに気遣われながら、視力の弱いバジールもついてくる。

　どんどん川幅が狭くなり、岩がゴツゴツと大ぶりになっている。

　ふと、バジールが立ち止まる。

　周囲を見回して、ぶつぶつと何かを呟いている。

　例の探偵ムーブである。思考の中に深く入り込んでいるようだ。

　しばらくして、バジールがぽつりと呟いた。

「……吹かない風……精霊石エヴァニウム」

「え？」

「ユウキさん、昨日拾った石を見せていただけませんか？」

「あ、はい！」

　エヴァニウムそっくりの石をポケットから取り出す。

　バジールは石と、周囲の風景を見比べる。

　そして、ゆっくりと噛みしめるように言った。

「間違いありません。これは精霊石エヴァニウムと同じものです。ただし――」

　バジールの持つのは、『観察眼』。

　さまざまなステータスを数値や文面として捉えることのできる『鑑定眼』とは違い、様々な現象や情報が統合して見える眼だ。優秀な頭脳があってこそ輝く魔眼である。

「トワノライト鉱山で産出されるエヴァニウムとの違いは、石の持つ魔力の属性です――その属性は、風」

　属性？

　精霊石に、属性とかあるのか。

　エヴァニウムに含まれる魔力は、様々な魔導具に活用されている。エヴァニウムのおかげで、才能のない人間でも魔術の恩恵を受けられるようになった。

　トワノライトに短期間とはいえ住んでいたユウキは、生活の中でエヴァニウム鉱石に触れてきたが……属性なんて、考えたこともなかった。

「おそらく、この渓谷に風が吹かないのも同じ原因です――申し訳ございません、今は……関係のない話ですね」

　バジールが急に恥じ入るように声を小さくした。

　自分の眼鏡を探している最中に、好奇心に負けて脱線してしまったことが申し訳なくなったのだろう。

「いや、いい。……ん、本当だとしたら大発見ではないかな？」

「はい、エヴァニウムは謎の多い鉱物ですから」

　眼鏡を探していたと思ったら、とんだ事態になってしまった。

　本来であれば、じっくりと腰を据えて調査したいところだろう。

「遠吠えが近くなってきましたね」

　周囲の風景は完全に様変わりした。

　大人の背丈よりも大きな岩が転がっている。

「わぉーーーん！（あるじ、ここだ！）」

　ポチの声をたよりにたどり着いたのは、渓谷の奥地にある岩場だった。

　なんだか、人工的に組み上げられたような岩がある。

（えーっと、あれだ。ストーンヘンジみたいな感じだな……）

　ポチと合流する。

　耳を澄ませると、「ィキィイィ……」という耳障りな声が聞こえる。

　カラスの鳴き声よりもずっと甲高い、金属質な声。

　ハーピィクロウの鳴き声だ。

「ふむ、あそこに巣があるのでは？」

　バジールが示した先に、たしかにハーピィクロウが群れている。

　視力が悪い状況でも、周囲の状況から推察したのだろう。

「し、しかし高いな」

　だいたい、五階建てのビルくらいの高さだろうか。

　ユウキならば駆け上がるのは容易だけれど、あの量のハーピィクロウに一斉に襲いかかられるとなると、話は違う。

　やはり、正面突破は避けたい。

「あそこに、めがねが……」

　どうしたものか、と考え込む。

　とりよせ魔術で散弾銃を……いや、見たことも触ったこともないものを取り寄せられる気がしないし、そもそも取り寄せは成功したとて、撃ち方も知らない。

「――水よ、集いて束ねよ」

　バジールが、呪文を唱える。

　さらさら流れている川の水が、弾丸のように飛んでいく。

　しかし、距離が遠すぎるのか、ハーピィクロウたちには当たらない。

「うーむ。火魔術では眼鏡を破損してしまうし……」

「僕が弩いしゆみでも持っていればよかったんだけれどね」

　クリストフが申し訳なさそうに肩をすくめる。

　空中で散った水が、土砂降りの雨のようにユウキたちに降り注ぐ。

　びしゃびしゃ、と周囲の岩が濡れて変色する。

　ハーピィクロウの巣を見上げて途方にくれていると、背後から足音が聞こえた。

（ん、クリストフさんのＳＰか）

　ユウキが振り返ると、そこに立っていたのはアルベルティア王立学院戦闘科長ローレンハイムだった。

「王太子殿下。計画にない場所にまで……困りますな」

　赤い髪を掻きあげて、背中に刺していた鉈なたを投とう擲てきする。

　全身のバネを使って投げられたローレンハイムの鉈が、巣の周囲を飛んでいたハーピィクロウを真っ二つにして、岩肌に突き刺さった。

（うわああああ、ノーフィルターのゴア表現やめて！）

　魔獣の解体には慣れたけれど、ハーピィクロウは半分は人型なのだ。

　さすがに、グロい。ユウキは目をそらした。

　クリストフが気まずそうに、ローレンハイムに礼を言う。

「ありがとう、ローレンハイム。だが、王太子殿下はやめてくれ。学院には身分の上下は持ち込まないことになっているだろう……あなたが一番、そこにこだわりを持っているはずだ」

「今は、あなたの護衛として申し上げていますので」

　女戦士はしれっと返答した。

　それにしても、あの鉈はどうやって回収するのだろう……と思っていたら、ローレンハイムがぐっと腕を引くと、鉈が手元に戻ってくる。天て蚕ぐ糸すのようなものが繋がっているらしい。

　……当たり前だけれど、すご腕だ。

　ローレンハイムが、ぽつりと呟く。

「眼鏡など、捨て置いてもいいだろうに」

「ダメだ！」

　クリストフが、すぐに言い返す。

　バジールの眼鏡は、彼にとってもどうでもいいものではないのだ。

　他ならぬバジールが、絶対に取り返したいと言ったから。

　困ったなぁ、とユウキは首を傾げた。

「……あれ、これは？」

　ふと、ストーンヘンジもどきに視線をやると、先程は見えなかった模様が浮き上がっている。

　よく見ると、文字だった。

　ユウキは目をこらす。

「……いずれ、まれびと……きと、きて……きたらば、か。いずれまれびときたらば、かぜ……かぜを、よびさまさ、ん？」




　いずれ、旅まれ人びと来たらば、風を呼び覚まさん。




　ユウキが文字を読んだ瞬間に、カルダーノ渓谷の空気が変わった。

　ハーピィクロウたちが、忙せわしなく泣き叫んでいる。

　なんだ、これは。

「え？　え？」

「ユウキさん、今の言語は一体……？」

「えっ！」

　しまった、スキル『万能翻訳』について完全に忘れていた。

　ユウキが読んだ文字は、なんらかの神秘的な言語だったようだ。

　――その、瞬間。

　ゴウッ！　と、空気を揺るがす音が響く。

「うわああっ！」

　立っていられないほどの衝撃。

　暴力的なまでの風が、カルダーノ渓谷に吹き荒れる。

　不気味なまでに無風だったのは、なんだったのか。

（っていうか、風を呼び覚ますって言ったよな、俺……）

　何かヤバいことをしてしまったかもしれない、とユウキは震えた。

　万能翻訳はありがたいけれど、制御できないのは困ってしまう。

　クリストフの荷物が、風に煽られて荷崩れを起こす。

　……大きな布が風に煽られる。

「あ、まずい！」

　クリストフが布を掴むと、巻いていた布が開かれる。

　途端に、中に描かれていた魔法陣が発光し、リルカの上半身がにょっきりと現れた。

『おお、やはり面白いことになってたなァ！』

　興奮気味にリルカが言った。

　ローレンハイムが怒鳴る。

「おい、バカリルカ！　どういう状況なんだ、これはッ！」

『見たとおりだ、あれは――風精霊！』

　リルカが言うと同時に、あまりの暴風にクリストフの手から布がむしり取られる。

『ぬおっ!?　あぁぁぁぁあぁぁ～っ!?』

　布に描かれた魔法陣に映し出されていたリルカが、空高く飛んでいった。

　立体映像だから、心配はないのだろうけれど。

（かわいそうにリルカさん……あれじゃ解説だけしに出てきた人じゃないか……！）

　なんだか締まらない先生を見上げて、ユウキは思った。

　……それにしても、風精霊とな。

　ユウキは吹き荒れる烈風の向こう側を睨む。

　――そこには、幼い女の子が浮いていた。

　半透明の身体。

　年頃はユウキよりももっと幼い、三才くらいだろうか。

　風になびく、ストンと長い髪。

　はためく真っ白い簡素なドレス。

（なんかこう、雰囲気が……母さんに似てる……っ）

　顔立ちも年齢もまったく違うのに、どこかオリンピアに似ている気がした。

　バジールが視力の悪い目をこらして、風精霊を見つめている。

「なんだと？　具象化している……ということは、あれは高位精霊じゃないか!?」

「こ、高位精霊！」

　叫ぶクリストフに、バジールは頷いた。

「はい、あれは……風を司る高位精霊、シルフ！」

　周囲を飛び回っていたハーピィクロウは、シルフの起こした風に吹き飛ばされてしまった。

　そして、シルフは……ぼんやりと虚空を見つめたまま、動かない。

　暴風だけが、止まらないままだ。

（こ、これもしかして、制御できてない……？）

　ユウキは匍ほ匐ふく前ぜん進しんで、シルフのほうに進む。

　ここからでは、声がとどかない。

「なっ、ユウキ殿!?」

　クリストフに呼ばれるが、振り返らない。

　なんとか距離を詰めて、ユウキは風を操る半透明の幼女に声をかけた。

「ねえ、だいじょうぶ!?」

　風精霊は、答えない。

　呆然とした表情に、高熱を出してしまった日の弟を思い出した。

　やはり、通常の状態ではない。

「あ、あのさ！　よかったら、このかぜ、とめてくれない!?」

「…………」

　反応がない。

　それでも大声で呼びかけ続けると、ぼんやりとした表情の半透明幼女がゆっくりとユウキを見た。ユウキは、声の限りに続けた。

　バジールが口にしていた名前を、ユウキは叫んだ。

「なかよくしようよ……シルフ！」

　――シルフ。

　その名前を呼んだ瞬間。

　あれほど凶暴に吹き荒れていた風が、ぴたりと止まった。

「とま、った」

　ゆっくりと、シルフがユウキのところに降りてくる。

　その顔には、無垢な微笑みをたたえている。

「あい、わかった！」

　りん、と涼やかな風鈴のような声。

　シルフが、喋った。

「なかおくちまちょ、おにーちゃま」

　そう言って、シルフはユウキに抱きついた。

「おにいちゃま!?」

　なんだか、犯罪的な気分になる。

　前世では弟妹を育て上げた正真正銘の兄だし、今やユウキ自身もちびっこなのだけれど。

「って、あ、あの？　だいじょぶ？」

　多すぎる情報量にあっぷあっぷしている間に、ユウキの腕の中から寝息が聞こえてきた。

「すぴ……すよ……」

　眠りこんでしまったシルフは、どんなに揺さぶっても起きなかった。

　困ったな、とユウキは途方にくれてしまう。

　とりあえず、言葉でコミュニケーションがとれたのはよかったけれど。

（それにしても「仲良くしよう、おにいちゃま」か。……んん？）

　……お兄ちゃま？

　いやいやいや。

　そんな、あざといというか。反応に困るというか。

　ユウキが困惑していると、渓谷に爽やかな風が吹いた。

「かぜだ」

「……風精霊が活性化したことで、風が戻ったのか」

　バジールが分析する。

　また、例の探偵ムーブが始まってしまいそうだと思っていると。

「バジール、これ」

　クリストフが、バジールに眼鏡を差し出した。

「これは！」

「さっきの風で、ハーピィクロウの巣から飛ばされてきたみたいだ」

「よ、よかった……」

「運良く川面に落ちたようで、大きな破損はないみたいだ……ポチ殿が見つけてきてくれた」

　クリストフの後ろで、ポチがすまし顔をしている。

「……わふっ（恩に着ろよ、人間）」

　少しずつ、ユウキ以外の人間にも友好的になってきているようだ。

　バジールが眼鏡をかける。

　ツルの部分が歪ゆがんで少し歪んでしまっているようだが、あれくらいなら直せるだろう。

「……ありがとうございます」

　噛みしめるように、バジールは言う。

　かなり疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている様子だ。裸眼での活動は、負担になったのだろう。

　――それにしても。

　どうしましょうか、風精霊これ。

「お、おい。お前、高位精霊と契約したのか？」

　ローレンハイムが震えている。

　眼鏡を取り戻したバジールが、呟く。

「……僕らの手には負えないので、早急に学院に戻ったほうがいいと思う」

　満場一致で、実習を切り上げることになった。

　魔術学科の他の生徒たちを残して、ユウキたちは学院に引き返した。










十二、スキルが進化したようです




　――アルベルティア王立学院で、鑑定官の老人が叫ぶ。

「な、なんじゃこれは！　この短期間でスキルが変化しておる！」

　集まった教員たちがざわつく。

　鑑定官がぶるぶる震えながら書き出したユウキのステータスには、こう記されていた。








◆鑑定書◆　アルベルティア王立学院　鑑定官




　契約者：魔獣たちを手懐け、精霊たちと契約を結ぶことのできるスキル。









『テイム（ＥＸ）』が、『契約者』というスキルに変化していた。

　大人たちが出した結論としては、スキル『大精霊の寵愛』によって発生した事象なのではないか――ということだ。

　推測の域を出ていないけれど、もうそれはどうでもいい。

「おにーちゃま！」

　薄荷色の髪の毛をなびかせた美少女――高位精霊シルフ（幼女の姿）が、ユウキの後ろを追いかけてくる。

　精霊としての力を使い果たしてしまったのか、オリンピアのように浮遊することはない。

　ぺちぺち、てちてち。

　可愛い足音を立てて、走って追いかけてくるのだ。

　どこにでもいる幼児と変わらない、愛くるしい姿。

　シルフはたちまち、学院のアイドルになってしまう。




「やだ、何あれ可愛い！」

「どうして学院に用事が？」

「わぁ、ユウキ様と並んでいるの眼福だぁ♪」

「ちびっこ、もふもふ、あかちゃんの三拍子はさすがにズルいだろ」




　どこへ行くにも後についてくるシルフのせいで、また注目度が上がってしまったユウキなのであった。

　ユウキが予定よりも早く帰ってきたと聞きつけて駆けつけたロザリアが、途方にくれた様子で呟く。

「ま、また……何か増えている……？」

　なんてことだ。ロザリアは唇を尖とがらせる。

　氷の末姫の胸に芽生えた小さな独占欲が、ちくちくと痛むのだった。




◆




　二日後、魔術学科の生徒たちがカルダーノ渓谷から戻ってきた。

　――なんと、魔草モーリュの標本を持って。

　学院は大騒ぎ、立体映像で呼び出されたリルカすらも『マジで？』と呆然としていたほどだ。

　王国から学者と魔術師が詰めかけて、しばらくは学院は大騒ぎだった。

　マンドラゴラの安全栽培騒ぎのとき以上の、お祭り状態が続いた。

　やっと落ち着いたのが、実習の一か月後。

　ほどなくして全校生徒と教職員が大講堂に集められ、魔術学科屋外実習の報告会が行われた。

「もうダメかと思ったんですが、風が吹き始めてから植物たちの様子が変わったんです！」

　エマが大興奮で実習の様子を講演する。

　魔草モーリュの採集に成功したのは、もちろん園芸部部長であるエマだった。

「ユウキさんが呼び覚ましたという風の高位精霊との関係はまだ不明ですが、おそらくユウキさんのおかげで状況がよくなったのだと思います！　それに、実際に魔草モーリュを見つけてくれたのは！　こ、この子たちなので！」

　エマに呼ばれて壇上で跳びはねたのは、歩きマンドラゴラたちだった。

　少しずつ増やした歩きマンドラゴラたちは、大人気のペット――いや、使い魔として飼い主たちの実習にも付き添っていたのだ。

「ピッキキィィッ！」

　強そうなポーズをとる歩きマンドラゴラの真ん中で、ひときわ誇らしげにしているのは、ドラフォイだ。

　魔草モーリュを発見したのはドラフォイだった。

　シシリアが眩しそうに幼馴染みの晴れ舞台を見つめる。

　マンドラゴラの安全栽培の確立といい、魔草モーリュの発見といい、エマが脚光を浴びる機会が増えている。

「……しかし、悔しいな。やっぱりユウキの手柄じゃないか」

　歩きマンドラゴラたちが、原種ごせんぞさまである魔草モーリュの捜索に適性があると見抜いたのはエマだ。

　だが、そもそも歩きマンドラゴラという使い魔を生み出すことができたのも、ユウキのおかげなのだ。

　それに、風精霊の封印が解かれたことも、魔草モーリュの発見に一役買っているはずだ。となると、そちらもユウキの手柄だろう。

「で、本人はこの場に不在なのだから……やりきれないな」

「バジール、その眼鏡どうしたの」

「……名誉の負傷だ」

　歪んだフレームを包帯で直していて、不格好だ。

　優等生のバジールに不釣り合いな眼鏡……けれど、彼自身は誇らしげだ。

「今度は俺自身の力で、眼鏡を新調するよ」

　それが、彼の目標だ。

　かつて眼鏡を作ってもらったという恩義ではなく、新しい目標だ。

　それに、今回の実習でバジールは自分に足りないものを知ったのだ。

「理論だけでは不充分だね、やはり。書を持って、街に出ようと思う」

　恩に報いるためではなく、新たな自分になるために。

　バジールは必ず卒業後は宮廷に出仕して、友人であるクリストフを助けようと心に誓うのであった。




　とりあえず。

　バジールには、行くところがある。

　ユウキにある用事を頼まれたのである。彼の特別な『眼』の使いどころだ。

　そっと大講堂を抜け出したバジールは、王都アルベルへと向かった。




◆




「かあさん、ただいまっ！」

「ええっ、ユウキさん!?　どうしたのですか」

　――大精霊オリンピアは自らの結界内にユウキの姿を見つけて、前触れのない我が子の帰還に驚いていた。

　しかも、ユウキが幼子を連れているのだ。

「その子、シルフちゃん？」

「うー……すぴ……」

　ポチの背中で眠っているシルフを覗き込んで、オリンピアが目を見開いた。

　オリンピアはシルフを知っているらしかった。

　ユウキは当てが外れなかったことに、ほっと胸を撫で下ろす。

　カルダーノ渓谷で風精霊を見つけたことをオリンピアにかいつまんで話す。

「なるほど……この、とびきり懐かしい気配、間違いなくシルフちゃんですね」

　オリンピアがシルフの頬をつついて、確信する。

「なんというか、ずいぶん小さくなっちゃったのね……？」

「そうなの？」

「はい」

　オリンピアは頷く。

「魔王時代に、私の同胞……精霊たちは魔族に狩られたり、瘴気に蝕むしばまれて力を奪われたりして、とびきり数を減らしてしまったのです」

　それにより、魔術を使える人間――すなわち、精霊たちの力の残ざん滓しである『魔力』を体内に蓄えている人間も大幅に減ったそうだ。

「高位精霊と彼らを信仰する人間たちの中には、秘匿された場所で高位精霊を自ら眠りにつかせることで消滅しないように手を打った者もいると聞きました……シルフちゃんも、そうだったはず」

　あのストーンヘンジみたいなものの碑文は、それだったのか。

　では、ユウキは本当に封印を解いてしまったのだ。

「自分以外の精霊と会うなんて、とびきり久しぶりです」

　オリンピアが戸惑いつつも、嬉しそうに微笑む。

「さすがはユウキさんですね、思いがけないプレゼントです」

「どういたしまして」

　もうひとつ、聞きたいことがある。

「その、ぼく、シルフにおにーちゃまってよばれるんだけど」

「ユウキさんの魔力は私の結界内で育まれましたからね……母と同じ魔力をたっぷり含んだ泉の水と、それで育った果物！　たくさん食べたでしょう？」

「は、はい」

「だからシルフちゃんが、ユウキさんから精霊みを感じたのでしょうね」

「せいれいみ……」

　オリンピアはたまに愛が重すぎて怖いのだ。

　彼女と同化した自分の魔力の構成要素まで愛されていたとは、予想以上だった。

「それでかあさん。このこ、しばらくあずかって」

「えっ、母がですか？　その女の子を？」

　ユウキは頷いた。

　アルベルティア王立学院に連れ帰ったシルフは、目が覚めるとユウキの後追いが激しく、疲れるとそのまま眠りこけてしまう。

　シルフが眠っている時間が少しずつ長くなり、丸一日起きてこないこともあった。

「たぶん、がくいんのしょうきがよくないんだ」

　瘴気汚染が少ない土地に建っているとはいえ、オリンピアの結界内とは比べものにならないくらい瘴気が流れ込んでくる。

　健康な人間ならばこまめな掃除を怠らなければ大事には至らない。

　だが、長い間封印されていたシルフには、過酷な状況だろう。

　そもそも、精霊は瘴気に弱いのだ。

　……というわけで。シルフをしばらくオリンピアに任せることにしたのだ。

　シルフは完全にユウキに懐いているから、最初に提案したときにはかなり渋ったけれど、「大精霊オリンピア」の名前を出すと、かなり前向きに興味を示してくれるようになった。

「そういうことなのね……シルフちゃん、こっちにおいで」

「んん？」

　眠そうなシルフを、ポチの背中から抱き上げる。

　子育てなどまったくやったことのなかったオリンピアは、ユウキを育てる間にすっかり親として成長した。

　シルフが安心しきった顔で、オリンピアにしがみついた。

「あら」

　オリンピアが柔らかく笑う。

「ふふふ。残念ね、ルーシーは長旅に出ているの……またいつか、会いましょうね」

「まま……」

　にこ、と寝ぼけたシルフが微笑む。

　その瞬間だった。

　結界の中に、一陣。

　すずやかな風が吹いた。

「まあ、これは……結界が広がっていく」

　風の高位精霊シルフの力が、オリンピアの結界に力を貸したようだ。

　結界の内側から吹く風が壁となって、侵入してこようとする瘴気を阻む。

「おおおっ！」

　やはり、瘴気と精霊の力は対立関係にあるようだ。

　マンドラゴラをトワノライトの聖水で育てたことで無害化することに成功したのは、やはり汎用性のある考え方と捉えてよさそうだ。

（ってことは、やっぱり瘴気のない場所で育てれば、動物も植物もちゃんと汚染されずに育つ。さらに、精霊の力が強い場所で育てれば、色々な魔獣を無害化できるかも……！）

　動物たちに比べて、力が強かったり超常的な力を持っていたりする種族が多い魔獣――彼らが友好的になれば、かなり楽しいことになりそうだ。

　ユウキは、小瓶を取り出す。

　中にはシモフリリュウモドキの氷コ核アが入っている。

　それをオリンピアの泉に浸す。

　以前よりも精霊の力の強くなった結界内ならば――。

　氷核をじっと見つめる。

　そこに、ユウキは魔力を流し込む。

　オリンピアの泉の聖水と、ユウキの魔力。つまり、歩きマンドラゴラを生んだのと同じことが、スライムの核でもできるならば――。

　ぬるる、と氷核からスライムが滲み出てくる。

（お、いいぞ！）

　泉の水を吸い取りながら、氷柱の体表を構築し――、

「ギャーウーッ」

　手のひらサイズのシモフリリュウモドキが、爆誕した。

　四つ足の首長竜という見た目は変わらずに、サイズと態度だけが非常に可愛らしくなっている。

「あら、ユウキさん。これは……？」

「けっかいのそとにいる、つよいまじゅうだよ」

「まあ、こんなに可愛いのに？」

　オリンピアが目を丸くしている。

　地面に降りたミニサイズのシモフリリュウモドキ――略してミニモドキの匂いを、ポチがふんふんと興味深そうに嗅いでいる。

　自分の何十倍も大きなポチに驚いたのか、ミニモドキは「ぴゃあっ」と駆けだした。

「つかまえちゃ！」

　だが、脱走は数十センチで終わった。

　目を覚ましたシルフが、むんずっと鷲づかみにしたのである。

　あわれ、ミニモドキはジタバタと藻掻いている。

　あの凶悪なシモフリリュウモドキだが、これだけ小さいと可愛いものだ。

「かあいい！　おにーちゃま、あたしこれほしい！」

　シルフが目を輝かせた。

　まあ、遊び相手がいたほうがいいか。

　そのために連れてきたやつらがいるけれど……。
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「ほら、おまえたちもいきな」

　ユウキはリュックの中に忍ばせてきた歩きマンドラゴラを数匹、オリンピアの箱庭に放った。

「キキュッ？」

　戸惑っていた歩きマンドラゴラたちが、近くで自分たちをじっと見つめているミニモドキに気がついて、数匹でよってたかって追いかけ始めた。

「キキキキュ～ッ♪」

「ギャウ、ギャウウゥ……ッ」

　……立場逆転である。

　歩きマンドラゴラたちは、ただじゃれているだけのつもりみたいだ。

　シルフはチビ魔獣たちを追いかけて、草むらを走り回っている。

　その光景を見て確信する。

（やっぱり、瘴気がなければ魔獣もただ凶暴なだけじゃなくなるんだ……）

　ふむ、とユウキは考え込む。

　魔王時代を経て、消えてしまった精霊たち――彼らの痕跡を追うことで、魔の山と化してしまった故郷を、元に戻すことができないだろうか。

「ユウキさん、今夜は泊まっていくんですよね？」

　オリンピアが、わくわくと尋ねてくる。

「はい。なんにちか、いるつもりです」

「嬉しいわ！　今夜は母もとびっきり張り切っちゃいます！」

　ふんすっ、と両腕でガッツポーズをするオリンピア。

「たのしみにしてるね、かあさん」

　張り切るといっても、途中からユウキが食事係を買って出てしまったのもあり、オリンピアの料理の腕はたいして上達していない。おそらく、いつもの聖域内で育てた果物の盛り合わせだろう。

（でも、なんでか知らないんだけど……美味しいんだよな、あれ）

　異世界の飯が不味いから、という相対評価ではなく。

　ルーシーと一緒に修行の休憩中に食べたこととか、オリンピアにリンゴの皮をウサギ形にするやりかたを教えたところ大興奮してリンゴっぽい果物が大豊作になりすぎてしまったこととか。

　そういう些細な思い出が、それぞれの果物にあるのだ。

「ええ！　シルフちゃん、あの小さな者たちが増えて、母は賑やかでとても嬉しいですよ」

「そ、そう？」

「はい！　ユウキさんの世界が広がっているのだなと実感して……寂しいですが、それ以上にとびきり、とびっきり嬉しいです」

　オリンピアが微笑む。

　寂しげなのに、満足そうに、笑っている。

「これが、ルーシーが言っていた子離れというやつなのでしょうか。お友達も、たくさんできたのかな……。母は直接、ユウキさんの世界を覗くことはできませんが」

　とても人間らしい表情だと、ユウキは思った。

　人間の子どもを――六歳までのユウキを育てたことは、大精霊オリンピアの中でたしかな誇りになっているようだ。

（なんか、あれだな。また可愛がる相手ができたんなら、よかった）

　なんだか、温かい気持ちになってしまう。

　……センチメンタルになっている場合ではなかった、とユウキはオリンピアに向き直る。

「ねえ、かあさん。トワノライトのことについて教えてほしいんだけど」

「トワノライトですか？」

　途方もなく長い時間この世界を生き、ルーシーと共に魔王を滅する旅をした精霊の姫君だ。

　きっと、人間たちが忘れてしまったことを覚えているはずだ。
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「……というところでしょうか？」

　鉱山都市トワノライトのかつての姿を、オリンピアから聞き出すことに成功した。

（やっぱり、俺たちの考えは合ってたのかも）

　この後、数日したらトワノライトでバジールたちと待ち合わせをする予定だ。

「こんな話で、大丈夫ですか？」

「はい。かあさん、ありがとう！」

　にっこりとオリンピアに微笑みかけると、ユウキは無邪気に遊んでいるシルフに駆け寄る。

　シルフは、ユウキがオリンピアへのお土産で買ってきた踊り子人形を使って楽しそうに遊んでいた。ミニモドキと歩きマンドラゴラを相手に、お人形遊び的なことをしている。

　彼らとも、すでに仲良くなっているみたいだ。

　ミニサイズとはいえ危険で獰猛なはずのシモフリリュウモドキが、幼児（の姿をした高位精霊）と一緒に遊んでいるのは妙な光景だ。

「おにーちゃま！」

「シルフ、いっしょに遊ぶか？」

「うん、あそぶーっ！」

　飛び跳ねる可愛い妹といっしょに、ユウキは一時の休暇を満喫するのだった。

　――数日後、ユウキはトワノライトに出発した。










十三、鉱山都市トワノライトの秘密




　――数日後の明け方。

　久しぶりにやってきたトワノライトは、相変わらずの風景だった。

　夜の営業を終えた酒場の人々が眠りにつき、精霊石エヴァニウムの採掘に従事する人たちが鉱山に向かう。

　住宅街には生活があり、繁華街には夢がある。

　大通りの市場では、大小の露天でエヴァニウムを使った魔導具が売られている。その背後には発明家がいて、商人がいて、投資家がいる。

「ユウキ殿、こちらです」

　クリストフが手を振っている。

　中央広場にある鉱山卿ピーターの像の前で待ち合わせだ。

　シシリアとエマがすでに到着していた。

「おまたせっ」

「いえ、大丈夫ですよ……僕も知り合いにつかまって、今到着したところなので」

「しりあい……って、あ！」

　クリストフのなんともいえない表情。朝から、酒場のおねえさんたちの歓迎を受けたのだろう。

　とりあえず、泥酔させられるようなことがなくてよかった。

　三人の後ろに、イライラした様子のローレンハイムが立っている。

「まったく……どうして私が毎回毎回、あいつの代理に……」

　どうやら、またリルカと揉めたらしい。

　ユウキがアウトドアに連れ出して、少しは心境に変化があっただろうかと思ったけれど――そうは上手くいかないようだった。




　どうして、王立学院の魔術科がトワノライトにやってきたか。

　――それは、野外実習のやり直しだ。

（はぁ……参加日数が足りないから単位認定されないなんて……）

　三泊四日のカルダーノ渓谷での野外実習の二日目。

　思いがけず、風精霊シルフと契約したことで学院に帰ることになったユウキとバジールは、まさかの参加日数不足を言い渡されたのだ。

　もとより、総合科に所属しているクリストフはあくまで有志での参加をしていたので単位認定は関係ない。

　シシリアとエマは、事前の実習計画を満了したうえで、さらに魔草モーリュまで発見したわけだが――シシリアとエマは、学院に届け出をしたうえでわざわざユウキとバジールと一緒に補習をうけることになった。

「精霊がらみの新発見があるかもしれないんでしょ？　来るしかないじゃない」

「シシリアが行くなら、わ、わ、わたしも一緒に行きたくて！」

　エマはトワノライト鉱山に生える珍しい苔こけやら花やらを見に来たらしかった。要するに、ていのいい観光だ。

　マンドラゴラの安全栽培と魔草モーリュの発見に対するご褒美で、エマとシシリアの旅費は学院持ちだそうだ。

「……さて、これがただの実習じゃないことは、もうわかっているね？」

　クリストフの言葉に、シシリアとエマが頷く。

　そう。

　今回、補習をわざわざトワノライトでの実習にしたのには、理由がある。

　……トワノライト鉱山に、高位精霊が眠っていないかの調査である。




　きっかけは、カルダーノ渓谷に落ちていたエヴァニウムもどきだ。

　あれを詳細に分析した結果、風精霊の力で構成された精霊石であることがわかった。

　引き出せる魔力――いや、精霊力は『風の力』のみ。

　魔導具に接続しても、風以外の動力にはなりえなかった。

　トワノライトのエヴァニウムとは、まったく性質が違ったのだ。

　これをもって、トワノライト鉱山でのみ産出されていたエヴァニウムも含めて、魔力あるいは精霊力を含んだ燃料となりえる鉱物を『精霊石』という呼び名で統一することにした。

　カルダーノ渓谷には、高位精霊シルフが眠っていた。

　では、トワノライトには？

　もしかしたら、同じように高位精霊が眠っているかもしれない。

　オリンピアに聞いてみたところ、トワノライト鉱山はかつて、多くの精霊たちが存在していた場所らしい。

　シルフが目覚めてから、各地で微少な風精霊の発見報告が出ているのだ。

　それによって、瘴気による被害が減っているかもしれない――という可能性が出てきたのだ。

（もし、高位精霊をたくさん呼び覚ませたら……アトス山も元の姿に戻るかも）

　世界は四つの力で循環している。

　すなわち、火、風、水、土――いわゆる、四大元素というやつだ。

　風の高位精霊シルフが目覚めて、風精霊たちが活性化された。

　では、他の高位精霊が目覚めれば――どんなに掃除しても除去しても蓄積されていく瘴気を、完全に祓うことができるのではないだろうか。

　そうすれば、農業畜産業の難易度も下がって美味しい食材も手に入る。

　そして何より、魔の山と化してしまったアトスを、美しい聖峰の姿に戻すことができるかもしれない。

　――それが、ユウキの出した結論だ。

　その仮説を、ユウキが舌っ足らずながらも話したところ、魔術関係者たちと精霊学関係者たちが、上を下への大騒ぎ、喧けん々けん囂ごう々ごう＆侃かん々かん諤がく々がくの大論争になってしまったわけだが。

（あんなに驚かれるとは……わりとファンタジーゲームの定番設定なんだけどね）

　つまり。

　高位精霊を探す旅、第一弾。

　それが、今回のトワノライト滞在の目的なのだ。

　そして、目的はもうひとつ。

　ユウキにはひとり、会いたい人がいるのだ。

「バジールも間もなく到着するかと……人捜しは、首尾良くいったようですよ」

「ほんとに！」

　よかった、とユウキは思った。

　彼の『観察眼』を頼って、人捜しをお願いしていたのだ。

　彼女としては、トワノライトに連れてこられるのは微妙な心境なのだろうけれど……バジールが上手く交渉してくれたようだ。

「お待たせしました、みなさん」

　人混みの中から、バジールがやってきた。

　その後ろにいるのは――アベルだった。

　ユウキが初めて出会った、ルーシー以外の人間。それがよりによって置き引き集団だった。

　スリ師三人組のうち、近くにあるトオカ村出身だった二人――手先が器用なスティンキーと、怪力のマイティは田舎に帰った。その後も、なんだかんだ友好な関係を築いている。

　けれど、ユウキたちの前から姿を消してしまった人がいる。

　スリ師三人組のリーダー格――アベルだ。

「……なんだ、俺を罰するために呼び戻したか？」

　変な付け髭ひげで男装していたアベルだが、今も男のような喋り方と服は相変わらずだ。

「自分がやっていたことはわかってる……ミュゼオン教団から逃げ出して、食うために人のものを奪った、その償いなら――」

「ちがうよ！」

　ユウキは、ぶんぶんと首を横に振る。

　ミュゼオン教団の見習い聖女が、奴隷同然の扱いだったことは知っている。そして、それはオリンピアからの圧力によって改善されている最中だ。

　そもそも、アベルはあぶれ者の才能を『見抜き』、それを活用して居場所を作ろうとしていた。手段は犯罪だったけれど、決して弱い者を虐げることは許さなかったと聞いている。

　ユウキがアベルを探していたのは、別の理由だ。

「アベルに、ちからをかしてほしいんだ」

「は？」

　アベルが戸惑った顔をする。

　その右目は、白濁していた。

　通常の視力と引き換えに他人の才能を見抜く、特別製の『眼』。

「それ、かんていがん……でしょ？」

　アルベルティア王立学院の鑑定官の老人と、同じ眼だ。

　とても希少な鑑定眼。

「はい、僕も確認をさせていただきましたが――間違いありません」

　バジールが頷く。

　クリストフがアベルの前に立った。

「アベル殿。あなたがユウキ殿の武勇を王都で語って回っていることは知っていました――それは、ユウキ殿への期待があったからではありませんか？」

「…………それは」

「ねえ、アベルって、『もの』のかんていも、できたりする？」

　人間の才能ではなく、物に宿る可能性の鑑定。

　学院の鑑定官をしている老人いわく、鑑定眼ではそういった芸当も可能らしい。だが、すでに完全に視力を失ってしまった老人では、鉱山に同行することはできない。

　ならば、若くて視力を残している『鑑定眼』の持ち主がいれば――。

「よろしければ、今回の探索にその『眼』を貸してください」

　クリストフの爽やか青年っぷりに、アベルがおずおずと右手を差し出す。

　よし、これで交渉がまとまったようだ。

「よし、みんなでがんばろうねっ！」

「おーっ！」

　野外実習の延長戦は、景気よく始まった。
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　実習を終えて、ユウキは大きく溜息をついた。

「ま、まさか……しゅーかくなしとは……」

　がっかりするやら、でもどこかホッとするやらで気持ちが忙しかった。

　トワノライト鉱山の現役稼働部分での調査で一日。さらに深部での調査のために鉱山内部で一泊して二日。足かけ、二泊三日の野外実習が終わった。

　精霊石であるエヴァニウムが産出する場所には高位精霊が存在しているはず――という仮説の元で行われた、この調査。

　……結果として、高位精霊は見つからなかった。

（……いや、絶対、大発見がある流れだったじゃん！）

　正直、肩透かしだった。

　調査を終えて、今は全員でピーターの家で一休みしているところである。

　今晩はピーターの家で宿泊させてもらい、明日にはアルベルティア王立学院に戻る計画になっている。

　ピーターとアキノが土産話を愉快そうに聞いている。

「へえ、ユウキくんでもそんなことがあるのね」

「さすがのユウキ殿だって百発百中とはいかないさ」

「いやいや。どんなにんしきなの！」

　ユウキはさらに赤面してしまう。

　すると、興奮気味にバジールが割って入ってくる。

「いえ、収穫ゼロなどではありませんよ」

　バジールの言葉に、シシリアやエマが頷く。

「エヴァニウムの特殊性がわかりましたし、逆説的に単一属性の精霊石が採掘される場所には高位精霊が眠っている可能性が高いということがわかりました」

　精霊石が採集できる場所には、高位精霊が封印されている可能性が高い。そう仮説を立ててトワノライト鉱山を調査したわけだが、ここで採掘されるエヴァニウムがかなり特殊なものであることがわかった。

　エヴァニウムは、様々な属性の魔力が混ざり合った結果、無属性の精霊石となっているのだ。

　トワノライトは聖峰アトスをはじめ、高位精霊が根付いた土地の中間地点にあるため、さまざまな精霊の力が流れこみ続けていた。それで、トワノライト鉱山のエヴァニウムが、純粋な『燃料』として簡単に利用できるものになっているらしい。

　奇跡的な鉱物である。

　今後、研究が進めばエヴァニウムの価値がさらに上がっていくかもしれない――エヴァニウムの鉱脈を発見した『鉱山卿』ピーターの株がさらに上がっていきそうだ。

（たしかに、情報としては十分すぎるくらい集まったかもね）

　クリストフが、アベルに微笑みかける。

「それに、アベルさんの実力もわかりました」

「お、俺は別に……」

「す、すす、すごかったです。新種の植物をあんな風に一瞬で鑑定してしまうなんて……」

「……新種かどうかわかったのは、エマがいたからだろ」

　アベルが恥ずかしそうに答える。

「実際、俺の眼で見えるのはあくまで『性質』と『能力』だけだ。名前はわからないし、その苔やら草やらが新種かどうかなんて知ったこっちゃない」

　ほとんど人と交流せずに日陰で生活してきたアベルは、この二日間で疲れ果てているようだ。

　バジールが、「ともかく」と話をまとめる。

「エヴァニウムに含まれる魔力の種類の同定や、植物に含まれる毒素の発見、今回の鉱山はアベルさんがいなければ、ここまで安全に行えた保証はありません。それから……我々のスキルやステータスについても、問題なく『見えて』いるようですね」

　アベルは、小さく頷いた。

「ああ……疲れるから、普段は『眼』は使わないけどな」

　アベルが白濁した片目を前髪で隠しているのは、そういう事情のようだ。

　クリストフは、バジールに目配せをした。

　アベルが居心地が悪そうに切り出す。

「それで俺はもう帰っていいんだよな？」

「ああ、そのことなのですが」

　ゆっくりとした口調で、クリストフが驚きの提案を切り出した。

「あなたを雇いたいのですが、いかがでしょうか？」

「……は？」

　アベルが硬直する。

「な、何を言ってるんだ。気は確かか？」

「もちろんです。実はあなたをアルベルティア王立学院に紹介したいのです――鑑定官見習いとして」

「現職の鑑定官殿は、いかんせんご高齢でして。そろそろ信頼できる後継者を、と前々から議題にあがっていたのです」

「いや、俺はコソ泥だぞ。お前らと関わっていい存在じゃない」

「逆ですよ」

　狼狽えるアベルに、クリストフが答える。

　とても、穏やかな口調だ。

「あなたがそういった暮らしをしていたのには事情があったのでしょう――ミュゼオン教団の腐敗については、僕も聞いています。もしあなたに、かつての罪を清算したいという気持ちがあるのならば、あなたの力を貸してください」

　ピーターが「ほう」と感心した声をあげた。

　人徳と柔和の人であるピーターは、クリストフの人柄をとても評価している。

「……いいのか」

「ええ。僕にはあなたが必要です。それに、たとえばですが……あなたの給与を、今までの罪を清算するために使うこともできますし」

　王太子であるクリストフは、アベルという人材を必要としている……決して表舞台に出ることはない『鑑定官』ではあるけれど、アルベルティア王立学院にとっては大切な人材だ。

　……これはクリストフにとって、賭けだ。

　もしアベルが問題を起こせば、クリストフの責任になりかねない。

　けれど、この数日間でアベルが信頼に足る人物だと判断したのだろう。

　だからこそ、こうして更生の道を示している。

　アベルは長いこと黙って考え込んでいた。

「……わ、わかった。わかりました」

　沈黙の後、アベルがついに頷いた。

　うっすらと涙ぐんでいる。

「……謹んで、お受けいたします」

　クリストフに頭を下げるアベル。

　嬉しそうに、クリストフが微笑んだ。

「どうか、堅苦しいのは抜きで。その力を貸してください――アベル殿」

　差し出されたクリストフの手を握りかえして、アベルが呟く。

「……ひとつ訊きたいんだが。あんたは、なぜ俺が信用に値すると判断したんだ？」

「なぜ、ですか」

「俺はミュゼオン教団から足抜した後、窃盗を繰り返していた。どんな事情があろうが、それは事実だろう……あんたが個人の判断で見逃すにはリスクがあるだろ」

「ああ、それは……あなた自身が築いてきた評判のおかげですよ」

「……俺が？」

　クリストフさんは、こともなげに言った。

「ユウキ殿を迎えにトワノライトに行ったときに、居酒屋で働く女性たちがあなたのことを話していたんです。弱い者からは決して奪わず、身内がその方針を破って暴走しようとしたら怒り狂う――変装がちょっと下手だという、盗賊の話を」

「……あいつらか」

　アベルが、くしゃっと表情を崩す。

　乗合馬車でユウキの荷物を狙ったアベルたちだけれど、それはユウキを「世間知らずの、いいとこの坊ちゃん」だと決めつけたからだ。裕福そうな人間だけを狙って、弱く貧しい人間や教団に搾取されている見習い聖女は絶対に襲わないという方針だったらしい。

「トワノライトの酒場で働いているみなさん、あなたのことを心配していましたよ。元お仲間だった彼らも、あなたのことを熱心に探していたそうですし」

「……そうか」

「誇り高い彼女たちが言うことでしたら、信用に足るかと思ったので」

　クリストフの言葉に、アベルが小さく頷いた。

　ユウキはすっかり感心してしまう。

　あの日、クリストフは居酒屋でおねえさんたちに酒を飲まされながらも、様々な情報を得ていたわけだ。

（うーん。クリストフさん、なんていうか……本当に人の上に立つタイプだよなぁ）

　清廉潔白で、純朴で、まっすぐ。

　人望があって、おおらかで、自分の過ちを受け止められる人だ。

　……何より見た目がいい。いや、大事なのだ。見た目っていうのは案外。

　性格というのは、ある程度は見た目に出るのだから。

　ユウキは、この国の未来は明るいな――と勝手に感慨深くなってしまう。

　話がまとまったところで、ピーターがぱんっと手を叩いた。

「……さて、話がまとまったところで、お疲れ様会といこうか！」

「え？」

「お疲れ様会、ですか？」

　シシリアとエマが顔を見合わせる。

　アキノが、腰に腕を当ててニッと笑う。

「いわゆる、打ち上げってやつね！」

「それに、ユウキ殿がお友達を連れてきたんだ。懇親会をしないと始まらないよ」

　そう言って、ピーターはユウキたちを庭に案内した。










十四、命に感謝！　ビア缶チキンでバーベキュー




　鉱山卿の知名度と名声に比べると、とても慎ましやかなピーターの家。

　店舗一体型の家の、小さな庭。

　そこには――大小のグリル二台と備長炭の段ボールがどかんと置いてあった。

　いわゆる、バーベキューセットである。

「これ、ぼくがまじゅつでよういしたんだ！」

　ユウキは、ここぞとばかりに胸を張った。

　様々な魔導具が開発されているトワノライトであれば、これくらいの現代的な便利道具くらいはお目こぼししてもらえるだろう。

　元の世界からの取り寄せは、集中力の関係で一日一回が限界だ。たっぷり時間と魔力を使えるオリンピアの結界内で取り寄せて、トワノライトに運びこんでおいた物品たちである。

「わふわふ（結構重かったぞ）」

「ありがとな、ポチ」

　ユウキはポチの頭を撫でて、お疲れ様と労った。

　炭とグリル以外にも、この懇親会のために色々と運んでくれたのだ。

「食材はどうするの？」

　サプライズを喰らったシシリアがそわそわしながらも、段取りの質問をする。

　ちょうどその瞬間、玄関から大きな声が聞こえた。

「おーい、来たぞー」

　野太くてざらりとした聞き覚えのある声に、アベルが目を見開いた。

　二人分の足音が、庭に向かっている。

「アカキバボアの肩ロース、山ほど持ってきたぜぇ……って、アベル!?」

「おまえ、どうしてっ」

「……おいおい、俺が聞きてぇよ！」

　今やトオカ村の名物になったアカキバボアの肉とバーベキュー用の野菜を担いだ、マイティとスティンキーが、元スリ師三人組の頭領だったアベルの姿を見て、顎が外れそうなくらいに驚きょう愕がくしている。

「おっと、懐かしい顔がそろったね。実は――」

　すかさず、ピーターが間に入ってくれていた。このサプライズは彼の計らいである。

　人徳オバケであるピーターに任せておけば、まったく問題ないだろう。

「えっと、これも、とりよせちゃおっかな」

　ユウキはそわそわと、右手に意識を集中する。

　――想像、集中。

　黄色い看板、ずんぐりむっくりのペンギンのキャラ。

　ビカビカ眩しい照明の店内に、所狭しと積まれた商品。

　段ボールケースの中に並んでいるのは、黄金の液体を詰め込んだ麗しき円柱。

　そう、打ち上げといえば――。

「やっぱ、びーる！」

　ちょっとお高い缶ビール――取り寄せてしまいました。

　元の世界からの取り寄せは、現状一日一回が限度だ。

　本日分の残基を消費したが、後悔はない。

　火が付きにくい備長炭もシシリアたちの魔術で難なく着火した。

　バーベキューの準備は万端だ。

　まず、アカキバボアのブロック肉を、やや分厚くスライスする。歯ごたえと肉汁を優先した下した拵ごしらええだ。アウトドアスパイスもあるので、臭みは気にしすぎないでいい。

　食材を下拵えしている間に、缶ビールをシシリアに氷魔術でキンキンに冷やしていただく。

　缶ビールの表面に、透明な結露が滲む。最高のビジュアルだ。

（はぁ……これ、これ！）

　ユウキは思わず、ガッツポーズをして天を仰いだ。

　プルタブの扱いがわからずに困惑しているみんなに、開け方をレクチャーする。

「なるほど、テコの原理か。力なきものは飲むべからず、という代物かと思ったぞ」

「ぜったい、だめだからねっ!?」

　ローレンハイムが危うく有り余る握力で缶を握りつぶそうとしたのを、危機一髪で回避した。

　せっかくの缶ビールが大爆発したら、目も当てられない。

（よーし、飲むぞぉおぉ！）

　ユウキは、じゅうじゅうと音を立てる肉を前に、冷たい缶ビールを握りしめて、ぷしっとプルタブを引き上げて……アルコール臭さに、我に返った。

「あっ」

　しまった。

　ブラックコーヒーの悲劇、再びである。

（うわぁあぁ、なんか臭いっ！　これが六才児の嗅覚か？　っていうか、俺六才児だったよ！　ビールなんて飲めない、倫理的に！　酒場のおねーさんたちにしばらく揶揄われてなかったから……ああ……）

　ユウキは、唇を噛みしめてキンキンのビールを手に立ち尽くす。

「の、のみたかった……」

　いや、たぶんこの世界に飲酒に関する法律とかないし、飲んでもいいのだろう。

　だが、さすがに、倫理的によろしくない。未成年飲酒、ダメ絶対。

　十七歳のクリストフに酒を飲ませてしまったことを、あんなに悔やんでいたのに――王立学院での日々が濃密すぎて、忘れてしまっていた。

「なんだ、これは……のどごしがいい！」

「キリッとした、苦味！」

「爽快だ！」

　ごくごくと喉を鳴らしてキンキンのビールを飲んだローレンハイムとアキノが、広告動画みたいな完璧なリアクションを披露している。

　飲みっぷりのいい女性がビールをゴクゴク飲んでいる様子は、なんというか独特の良さがある。二人とも、ものすごくイイ顔をしているし。

「すごいな、私が知ってるビールと同じ飲み物とは思えん」

「くぅ……私、生きててよかったぁ……」

　たしかに、この世界にもビールはある。

　だが、ユウキの見立てでは日本のビールとは別物だろうと思う。

　ぬるそうだし、色も濁っているし。もしかしたら、それはそれで美味いのかもしれないが、キンキンに冷やしてのどで味わう感覚は、ローレンハイムとアキノにとって初体験だろう。

　アキノたちの大騒ぎに、庭の隅でぽつぽつと話をしていた元スリ師の三人組も興味を持ったようだった。こちらにチラチラと視線を送ってくる。

「あ、あの……たくさんあるから、えんりょしないでね」

　ユウキの言葉に、三人がいそいそと缶ビールを手に取る。

（自分が飲めないの忘れてたけど……お世話になってる人が喜んでくれるなら、まぁいいか）

　ユウキはそっと缶ビールを置いて、氷魔術で冷やしたハーブティーを口にする。

　うん！　これはこれで、美味しいのでよしとしよう！

「あ、そういえばよぉ！」

　缶ビールを堪能していたマイティとスティンキーがごそごそと何かを取り出す。

「よくわからんのだけど、近頃トオカ村でやたらと鶏がよく育つようになったんだ」

「そうそう、ひよこが魔獣化しちまうことがなくなったんだ。魔獣化しちまったヤツは危険だから、問答無用で潰してたんだけど……今は、卵も肉も余ってるくらい」

「ってわけで、処理した丸鶏、持ってきたぜ！」

　嬉しそうに笑うマイティとスティンキー。

　メインのアカキバボアの肩肉はピーターがトオカ村から購入したものだが、こちらは彼らからの個人的な差し入れらしい。

　まるまると太った丸鶏は、見るからに美味そうだ。

　鶏が無事に育つようになってきたということは、トオカ村付近の瘴気汚染が薄くなっているのだろうか。もしかしたら、高位精霊シルフが目覚めた影響かもしれない。

　とにかく、これは喜ばしい。

（わあ！　ちょっと前までは高くてパサパサの痩せた鶏肉がご馳走だったけど……まともな鶏肉が出回るようになったら嬉しいな！）

　ユウキは思わず、ごくりと喉を鳴らした。

「で、でもこんなすごい食材どうするの……？」

　アキノが困惑している。庶民の食卓に丸鶏がまわってくることは少ないのだ。

　特に普段から質素な食卓をよしとしているアキノでは、これを調理するのも難しいだろう。

　ローレンハイムが言い放つ。

「適当に茹ゆでて食おう！」

「戦闘学科長。さすがに雑すぎます。せっかくのお肉ですよ」

　思わず、バジールがツッコミを入れた。

「む？　戦場ではそうするぞ」

　と、ローレンハイム。

　たしかにルーシーの得意料理も、適当に茹でた豆とか干し肉とかだった。

　この世界のオトナ、やっぱり逞しすぎる。

（うーん……丸鶏かぁ……せっかくバーベキューだし……）

　飲めないままの缶ビールを見て、ユウキは思いつく。

　そうだ。

　やってみたかった、アレができるぞ。

　都合良く、アウトドアスパイス塩もあるのだ。

「びあかんちきん、やろう！」

　ビールの半分をアキノに飲んでもらい、スパイス塩をたっぷりとすり込んだ丸鶏の尻から缶をぐいっと突っ込む。

　尻の穴にビール缶を突っ込まれた丸鶏は、なかなか個性的なビジュアルだ。だが、これが旨さの秘訣なのである。

　丸鶏が倒れないように、慎重にドーム型グリルの中央に置いて蓋をする。

　火加減はやや弱めにして、焦げ付きを防止して――あとは、焼き上がりを待つだけだ。

　缶ビールをそのまま使うことで、丸鶏の表面はこんがり、内部はビールの蒸気のおかげで柔らかく蒸し焼きになるのである。

　ビア缶チキン――アウトドアの花形料理である。

「おおおっ。この飲料は、料理にも使えるのですか……！」

　クリストフが興味津々でユウキの手元を覗き込んでいた。

「待っている間は、こっちのグリルを使おうか」

　ピーターがアカキバボアの肉を焼き始めてくれる。

　すかさずユウキは、とりよせ魔術で揃えた調味料を取り出した。

　備長炭で焼き上げたアカキバボアに、アウトドアスパイス塩を振りかける。

　前回はショウガ焼きにしたわけだが、塩味にすることでより素材の味がする。野性の獣臭さも、スパイスによって味になっている。

「しょうゆと、わさびもどうぞ！」

　脂が強い部位は、こういう食べ方も美味いのだ。

　あとは、ゴマ油で食べるのもいい。毎日一品までという制限付きとはいえ、日本からのとりよせ魔術で色々と揃えてあるのだ。

　最近はアルベルティア王立学院の食堂勤務の皆様に、作ってほしい料理のレシピと一緒にこっそり横流ししていたりもする。さすがに、流通させるほどにはまだ数を揃えられないが。

　マイティが、ばしんとユウキの背中を叩く。

「はうっ」

「相変わらずお前はすげぇな、チビ！　トオカ村のボア肉がこんなに美味くなるとはなぁ……早く、そのすげぇ粉とかタレとか、俺たちでも作れるようにしてくれよな」

「は、はい」

　普段は表情に乏しいシシリアまでも、蕩とろけた表情になっている。

「んんん～、脂がとろける」

　ユウキももう一口、肉をいただく。

　うまい、とてもうまい。

　でも、本当はキンキンのビールも飲みたい。

（……なんか、やってよかったな）

　実は、ピーターにバーベキューをしたいとお願いしたのはユウキだった。

　トワノライト鉱山でユウキたちが実習している間に、ピーターとアキノが快く様々な支度をしてくれたのだ。

　忙しいだろうに、本当にありがたい。

　大人たちが一本目のビールを飲み終える頃、聞き慣れた声が響いた。

「遅くなったな」

「こんにちは！」

　ルーシーとサクラだった。

「家の前で、ばったりお会いしてしまいまして！」

「これからアトスに寄ろうと思ったんだが、おまえが来ていると聞いてな」

　わあ、とユウキは思わず声を上げた。

　アルベルティア王立学院で出会った仲間たち。

　トワノライトの街でお世話になった人たち。

　そして、師匠のルーシー。

　こんなにたくさんの人が、ユウキを囲んでいる――けれど、大切な人がひとり足りない。

「……かあさんも、これたらよかったのにな」

　本当は、オリンピアにも来てほしかった。

　けれど、結界の中から出ることができない彼女を思うと、何も伝えることができなかったのだ――シルフという幼児精霊のおかげで、ひとりぼっちではなくなったことはよかったけれど。

「あ、そうだ。ユウキ様……これ、お見せしたかったんです」

「なに、サクラ」

　装備がグレードアップしたサクラの杖には、聖水を称えた瓶がくくりつけられている。

　サクラは杖をユウキの前で掲げる。

「……大精霊オリンピア様、私の声をお聞きください」

　サクラが小さな声で呼びかける。

　すると、聖水瓶が淡く光り始め――。

『ユウキさんっ！』

『おにーちゃまっ』

　半透明のオリンピアとシルフが、映し出された。

「ええっ！」

『ふふ、とびっきり驚いていますね！　実は最近、サクラさんがこうして呼び出してくださることがあるんですよ！』

　以前、精霊女王を信仰しているミュゼオン教団の聖水を触媒にして、オリンピアがこうして立体映像を送ってくれたことがあった。

「本当に傲慢な申し上げ方なのですが、聖女である私が持つ聖水瓶も、同じように使っていただけるのではないかと思いまして……！」

「すごいよ！」

「いえ……その、教団内の揉め事は、オリンピア様がいらっしゃると丸く収まるので……助かってます……」

　なるほど。いわゆる顧問みたいなことだ。

　ごく短時間しかできないらしけれど……この場に、オリンピアが居ることが嬉しい。

『みなさん、ユウキさんのお友達なのですね』

　オリンピアが声を震わせている。大きく広がったユウキの交友関係を、こうして直接目にすることができたのが、よほど嬉しいのだろう。

　バジールやアベルたちは、大精霊オリンピアの登場（と、彼女がユウキの育ての親だという事実に）死ぬほど驚愕していた。けれど、ほんわか天然なオリンピアの雰囲気に、次第に和やかに言葉を交わし始める。

『そうですか……ユウキさんと仲良くしてくれてありがとうございます。うちの子を、どうぞよろしくお願いいたしますね』

　オリンピアが深々と頭を下げた。

　その姿を見て、ユウキは思う。

（なんか、ほんとに母さんみたいだ）

　家族と友達に囲まれて、バーベキューをする――前世では若い頃から弟妹たちの親代わりをして苦労していたユウキにとって、なんだか夢のような状況だった。

「んんっ！　な、なんだこれは……ほろほろで、じゅわっとしていて……美味すぎる」

　焼き上がったビア缶チキンを食べたアベルたちが、感動のあまり震えていた。

　手羽をちょっと引っ張るだけでモモ肉のつけ根からホロッとほぐれるほどに柔らかく焼き上がったビア缶チキンは、ユウキにとってもご馳走だった。

　ああ、スパイスと脂のハーモニーよ。

　チキン料理は、こうでなくちゃ――とユウキは小さな拳を握りしめたのだった。

「ところで、今日はあの姫様はいらっしゃらないのですね」

　サクラがぼそっと呟いた。

　ロザリアのことか、とユウキは少し間があって思い至る。

「うん、ロザリアはふつうにがっこうがあるからね」

「そうですか」

「……？」

　なぜか非常にご機嫌な様子のサクラ。ロザリアにトワノライト土産を買ってあることは、話さないで置いた方がよさそうだ。

　いない人、といえば。

「そういえば、リルカせんせいは、こないの？」

　ユウキはふと思いだして、クリストフに尋ねる。

　あの人こそ、リモート参加は得意だろうに。

　しかも、ここはピーターの家だ。例の魔法陣もある。

「一応、お声かけはしたのですが……なにか用事があるとかで」

「ふうん？」

　まあ、あまり人付き合いが得意な方ではなさそうだ。

　ひとりが好きなタイプにバーベキューを無理に勧めるほど、ユウキは空気の読めないタイプではないのである。

　――それぞれの楽しい夜が、更けていく。










十五、大魔術師と女神様




　――一方その頃。

　大魔術師リルカは、山の奥にいた。

　図書館塔に引きこもっている彼女にしては、本当に珍しいことだ。

　魔除けの結界を張り、薪に魔術で火を放つ。

　……一瞬で、消し炭になった。

　気を取り直して、いい感じの火加減で焚火を起こした。

　ゆらめく炎。パチパチと音を立てる火の粉。

　ああ、とてもいい。

　リルカは満天の星空を見上げながら、呟く。

「……面白い奴だとは聞いておったが、思っていた以上じゃな」

　ユウキ・カンザキ。

　異世界からの旅まれ人びとがやってくると知ったとき、たいした期待はしていなかった。

　強大な力を持ったリルカは、この世界に飽きていたのだ。

「だがな、私に対してまるで物怖じしない。何を考えているのかと思えば、美味いものを飲み食いしたいというだけの理由で魔術を修めるし、そうかと思えば、いろんな人間の困り事にお節介を働いては、私が思ってもいない展開にしてくれる」

　魔術学科の選抜試験での大立ち回り。

　歩きマンドラゴラとかいう変な生き物。

　風の高位精霊シルフの復活。

　ユウキの活躍は、どれもリルカの予想以上だった。

「ついでに、最近は学院の食堂に隠しメニューを作ったらしい。それがめちゃくちゃに人気だとか……私も食べたいが、人混みがなぁ」

　ぶつぶつ、と独り言を繰り出し続けるリルカ――傍目には、そう見えるだろう。

　だが、そうではない。

　焚火にあたるリルカの前には、もうひとつの人影があった。

　――金髪ショートカットの少女である。

　リルカよりも少し幼い背格好だが、二人の顔立ちはそっくりである。

　もし、彼女をユウキが見れば、「あのときのめがみさまっ！」と声をあげただろう。

　ユウキをこの世界に送り込んだ金髪ロリ女神、本人である。

　リルカの『眼』は近未来を見通す力を秘めている……ということになっている。しかし、実際にはリルカの『眼』自体には、そのような力はない。

　すべては、目の前の金髪ショートカットの女神――高次元＝神域に至ったリルカの姉によってもたらされる情報である。

　魔術の研鑽と追求の末に、異なる次元や世界線を認識できる存在となってしまったリルカの姉――『転生の女神』は、今やこの世界では縁者であるリルカ以外に認識されることはない存在となってしまった。

『そうか。おまえさまが気に入ってくれるとは、結構意外かも～』

　くつくつと楽しげに、金髪ロリ女神が笑う。

「うむ、新たな刺激というのは悪くない。まさかこの私が……外に出ることになるとは思わなかったよ」

　そう――リルカは先日の一件以来、完全にアウトドアにハマってしまったのだ。

　たまに彼女の根城である図書館塔を抜け出して、こうして自然の中でひとり過ごすのを楽しんでいる。とても気楽かつ新鮮で、リルカにとっていい気分転換になっている。

　……また、いつか、生徒たちと一緒に野外実習に繰り出すのも悪くないかもしれない。

　今のリルカは、そう思っている。




◆




　魔の山アトスの奥の奥。精霊の力の源である泉を中心に展開した結界の中、大精霊オリンピアは小さく溜息をついた。

　息子が仲間と楽しんでいる様子を、遠隔地から見ることができた。

　それだけではなくて、我が子の友人に挨拶することもできた。

　……ユウキの照れくさそうで、嬉しそうな表情が、嬉しかった。

「とびっきり楽しかったですねぇ、シルフちゃん」

「うんっ」

　オリンピアは、腕に抱いた高位精霊シルフと微笑みあう。幼い姿のこの子と一緒に過ごせるようになったことも、オリンピアにとって嬉しいことだった。

「あら？」

　気がつくと、シルフのスカートの裾を歩きマンドラゴラたちが引っ張っていた。シルフと遊びたいのだろう。

「キキィッ！」

　甲高く鳴く歩きマンドラゴラに、シルフはきゃっきゃっと笑い声をあげた。

「うん、しるふもあそぶよ！」

　オリンピアの腕から抜け出して駆けだしていくシルフに、オリンピアは眼を細めた。

「ぎゃうっ！」

　ミニモドキ――手のひらサイズのスライムドラゴンが、慌ててシルフと歩きマンドラゴラの後を追いかけていく。

　なんて、幸せな時間なのだろう。

　オリンピアは満たされた気持ちで、空を見上げた。

「……？」

　空に、何かが浮いている――ような、気がした。

　何か禍々しい、よくないものが。

　オリンピアは、感覚を研ぎ澄ます。だが、先程の違和感は、すでにかき消えていた。

「気のせい、かしら？」

　不吉な予感がする。オリンピアは、声を震わせた。

　いや、きっと大丈夫。

　もうすぐ、ルーシーも戻ってくるのだ。何も心配することはない。

「っ、頭が……」

　きん、と急に痛みだした頭に、オリンピアは美貌を歪めた。

　高位精霊であるオリンピアが肉体的な苦痛を覚えること自体が、異常事態だ。

　大丈夫だ、大丈夫。何も起きやしない。

　シルフのおかげで、結界が強化されて、範囲も拡張している。

　悪いことなど、起きるはずがない。

　……きっと、絶対に。

　オリンピアは、自身にそう言い聞かせた。




◆




　空、高く。

　いびつな黒雲が浮かんでいた。

　――……山奥にある、小さな理想郷。

　それを、見下ろしている影があった。

　渦巻く黒雲の中で、身体を丸めている幼子。

　男とも、女ともつかない、美しい生き物だ。

　小さな頭蓋からは、山羊のような角が生えている。

　白灰色の髪が長く長く伸びて渦巻き、繭のようにその身体を包んで、その幼子をまどろませる。自らの髪の毛を巣としてまどろむ幼子の今すぐにでも蕩け出しそうな金色の瞳が、はるか眼下の大精霊オリンピアをとらえていた。

　その腕に抱かれているのが、自分でないことが幼子には気に入らないが。

　だが、ずっと探していた相手を見つけた悦よろこびが、幼子の胸に満ちる。

「……やっと、みつけた」

　くく、と。

　幼子は、笑う。

　あまりにも妖艶に、嗤わらう。

「やっとみつけたよ――おかあさま」

　自らの母となるべきモノを見つめながら。

　幼子は、いま一度、短い眠りについた。










あとがき




　ごきげんよう。蛙田アメコです。

　二巻でお会いできたこと、非常に大変凄まじく嬉しいです。

　このような時代に、前巻はなんと発売直後に重版をかけていただきました。

　ひとえに、皆様のおかげです。前巻に関わってくださった各種書店様、手に取ってくださった読者様に心から感謝です。あ、ありがてぇ……っ！




　さて、キャンプブームがありました。

　今は少し下火というか、一時期よりも世間の熱は落ち着いた感があります。

　私もキャンプをするのですが、キャンプというのは大きく分けて二種類あると思っています。

　ひとつは、文明の利器を使って快適に、便利に過ごすタイプ。屋外であるにも関わらず、ぬくぬくと非日常を楽しむ、いわば『自然征服型キャンプ』。

　もう一方は、必要最低限の装備で不便を楽しむキャンプです。こちらは『自然訪問キャンプ』とでもいうのでしょうか、「人間ってちっぽけだなぁ」みたいな感覚を楽しむというか。

　私はどちらも好きですが、キャンプ場でシンプルで質素なものを食べているときが一番「わーい、キャンプに来たぞ！」とテンションが上がります。

　鮎の塩焼きとか。炭火焼肉とか。カップ麺とか。缶詰の焼き鳥とかカレーとか。

　どうして外で食べるごはんって、あんなに美味しいんでしょうね。

　二巻では、『高性能バーベキューグリルでビア缶チキン』と『釣った川魚を焚火で塩焼き』という、対照的なキャンプ飯が登場しました。

　ユウキくんが異世界で出会った友人や家族が大集合の賑やかなシーンになりました。

　……作者はもっぱら一人でキャンプ飯を食べていますけど。

　ということで、キャンプ帰りに急いで書いたあとがきでした。なお、ビア缶チキンは、丸鶏をセクシーな立ち姿に仕上げるなど様々な流派があるらしいですよ。奥深いですね。




　二巻に携わってくださいました、編集の今林さん・井上さん、チェックをしていただいた本田さん、前巻に引き続き素敵な装画を描いてくださったｏｘ先生、営業・販促や流通に関わってくださった皆様、書店様、そして、手に取ってここまで読んでくださった読者の皆様に大きな感謝を。また三巻でお会いできたら幸いです。

　それでは、ごきげんよう！

蛙かえる田だアメコ










氷の末姫ロザリアの驚愕




　氷の末姫様。

　わたくし、ロザリア・アルベルティアの二つ名です。

　わたくしのことを皆がそう呼んでいるのは、知っています。

　その渾名が決してよいものではないのは、彼らの態度を見ればわかります。




　無愛想で、高慢ちきで、偉ぶっている。

　王族の血筋を過剰に誇りにして、平民のことなどちっとも気にかけない。子どもらしい微笑みのひとつも浮かべない、ちっとも可愛くない小さな冷血王女……だいたい、こんなところでしょう。

　宮廷にいる人たち――特にたくさんいらっしゃる姉上たちとその取り巻きは、いつだって人の悪い噂を握りたくて仕方がないのだもの。

　まだ、たった八才の小娘であるわたくしに対して、下らない嫌がらせをしてきたりもするのです。

　まったく、お馬鹿で嫌になります。

　そういうわけで、わたくしには心を許せる人など誰もいませんでした。

　……アルベルティア王立学院に、ひとりの転校生がやってくるまでは。




「ユウキさん。ごきげんよう、お久しぶりですわね」




　学院の生徒寮。わたくしは女子王族用の居室を出て、朝いちばんの犬の散歩に出かけていた「お友だち」のユウキさんに、ごく自然に声をかけます。

　あまり嬉しそうになりすぎないように気をつけて。

　はしゃいだ挨拶など、アルベルティア王室の恥ですから。

　わたくしのお友だち、ユウキさんは小さな手をひらひらと振りました。




「おはよう、きょうもいいてんきだねぇ」




　んんっ、とわたくしは思わず唇を噛みました。

（はぅっ、なんという自然体でしょうか！　これが……これが、お友だち！　ですのねっ！）

　今まで、こんな風に気安く同い年の子どもと――それも男の子と言葉を交わすことなど、ありませんでした。だって宮廷だけではなく、この学院内でもわたくしに対して皆が気を使っているのですから。

　王族の機嫌を損ねて、いわれのない罰をうけてはたまらない……といったところでしょうか。用心深い同級生たちです。

（はっ、悶えている場合ではありません。ユウキさんに、例のものをお渡ししなくては）

　わたくしは、すっと背筋を伸ばして、王族としての気高さを取り戻します。

　ちゃんと意識しないと、胸のあたりがきゅうきゅうと切なくて、ほっぺたがへにょっとニヤけてしまうのです。

「……あの。ユウキさんが魔術学科の実習でおやすみされていたときの授業内容です、どうぞ」

　わたくしが差し出したノートを、ユウキさんは嬉しそうに受け取った。

「わ、ありがとう。たすかるなぁ」

「いえ。当然のことですわ。わたくしたち、お友だちですもの。カルダーノ渓谷での野外実習、ご活躍だったと聞きました」

　わたくしよりも年下の生徒は、ユウキさんだけ。

　学院に不慣れなユウキさんのために、わたくしがお世話係に選ばれました。

　しかも、ユウキさんはわたくしに「ともだちになろう」と握手を求めてくれたのです。

　王女として、いや、「お友だち」として親切にするのは当然のことです。

　下心なんて、これっぽちもありません。

　本当ですわ。ええ、本当に。

　いつもワフワフと吠えているユウキさんの使い魔も、今日はとっても大人しいご様子です。

　わたくしは、コホンとひとつ咳払いをしました。

　そろそろ、登校の時間です。

「さ、教室に参りましょう。よろしければ、今日のお昼は、わたくしと食堂に参りますか？　欠席されていたときの授業内容をかいつまんで説明を――」

　さりげなくランチのお誘いをしようとした、――そのときです。

「だーれ？」

「……そちらこそ、どなた？」

　ユウキさんの背後から、見知らぬ赤子が顔を出したのです。

　翡翠色の髪に、つぶらな瞳。

　無垢であどけない表情。

　上目遣いにユウキさんを見上げています。

（なんなのですか、この小娘は！）

　ユウキさんが、なんと小娘の頭を撫でました。

　ぽんぽん、と。

　別に羨ましくなんて、ありませんが。

「……あー、このこは……えっと、ロザリアにはなしていいのかな？」

　ユウキさんが、ごにょごにょとおっしゃっています。

　わたくしに、話せないような関係の相手なのでしょうか。

　小娘は、じーっとわたくしを見つめます。

「ねえ、だぁれ？」

「ええっと、こちらはロザリア。ぼくのともだちだよ」

　ユウキさんがわたくしを、小娘に紹介してくださいました。

　ふふ、「ともだち」ですって。

　なんという甘美な響きでしょう。

「……おにーちゃまの、ともらち？」

　衝撃。

　おにーちゃま。

「なんと。ユウキさんに妹が」

　小娘というのは、前言撤回です。

　なんといっても、お友だちの妹さまですから。

（これはいけません！　ユウキさんの妹ということは、お友だちであるわたくしの妹といっても過言ではないのではっ!?）

　わたくしは、何を隠そう「氷の末姫」――姉たちは居るけれど、妹という存在には慣れておりません。

　ぜひとも、仲良くしたいものです。

「どうぞ、よろしくお願いしま……う、浮いてる？」

　びっくりです。ユウキさんの妹は……なんと、宙に浮いていました。

　ふわふわ、と。

「すでに浮遊の魔術を……？　さすがはユウキさんの妹です！」

「うぅ、せつめいがややこしいなぁ」

　困り顔のユウキさんが、ぽりぽりと頬を掻きます。




◆




　ユウキさんを「おにーちゃま」と呼ぶ謎の赤子が、なんと風の大精霊シルフであるとわたくしが知るのは、まだまだ後のことでした。

　真実を知ったときには、王族としたことが、大精霊になんと馴れ馴れしい口を利いてしまったのかと青ざめました。

　……だって、大精霊がそのへんにいるなんて思いませんもの。
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